
    
      
        
      
    

  











本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　きらきらと光を放つシャンデリア。細かな彫ちょう刻こくの施ほどこされた柱。ぴかぴかに磨みがかれた大理石の床ゆか。色とりどりの鮮あざやかなドレス。複雑に結ゆい上あげた髪かみ。首元には宝石のきらめく首くび飾かざり。優ゆう雅がにエスコートするのは、濃こい色のフロックコートたち。

　最初はあまりの豪ごう華かさにめまいがしたダンスパーティも、回を重ねればそれなりに慣れる。入学パーティから数えればもう六回目だ。

　周りよりもいくぶん地味なドレスを着て、ミリア・スタインは、パーティ開始を前に、すでに壁かべの花となっていた。

　同じ学年の生徒は近くにいるが、話しかけることも話しかけられることもない。残りの半年もきっとこのままだろう。

　独りの方が気楽だからいいけど。

　早く実家に帰りたいとミリアが思っていると、一組の男女が中央に移動したのが見えた。

　金色の髪をしている男性の方は、ローレンツ王国の第二王子にして王太子のエドワード・ローレンツ。

　明るい緑色の目を婚こん約やく者に向けている。濃い緑色のフロックコートには細かな金色の刺し繡しゅうが入っていて、王族の威い厳げんを示していた。目元のほくろが妙みょうに色っぽい。

　その手を取るのは婚約者のローズ・ハロルド。

　財務大臣であるハロルド侯こう爵しゃくの令れい嬢じょうで、名前の通り薔ば薇らのような美しさを持つ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女だ。顔立ちは若じゃっ干かんきついが、エドワードの瞳ひとみの色に合わせた淡あわい緑色のふわふわとしたドレスを着ていると、その雰ふん囲い気きも柔やわらかくなる。

　聡そう明めいで気品あふれる彼女は、王太子の婚約者として、そして未来の国母として申し分なかった。

　曲調が変わり、パーティ開始の合図となる二人のダンスが始まる。

　両者は互たがいに見つめ合い、お手本のような華か麗れいなステップを踏ふんだ。その美しさに、会場のあちらこちらでため息が漏もれた。

「本当にお似合いね」

　ミリアは二人に目を奪うばわれながらぽつりと呟つぶやいた。あのエドワードの隣となりに立てるのは、ローズをおいて他にはいないだろう。

　一曲目が終わると、二人はそのまま二曲目も続けて踊おどった。

　そこに、婚約者のいる生徒たちやその場でダンスを申し込まれたペアが加わる。

　ミリアは誰だれからも誘さそわれることもなく、壁の前にたたずんでいた。なおも視線は王太子ペアへと向いている。

　ターンの途と中ちゅうで、エドワードがちらりとミリアを見て、目が合った。

　ミリアは驚いて目をそらす。

　曲が終わると、踊り終わったペアたちは挨あい拶さつをして離はなれ、次のパートナーを探しに行く。

　しかしエドワードは、その挨拶もそこそこに、ミリアの方へと体を向けた。

　王太子に向かって優雅に礼をするローズと、体ごと明後日あさっての方向に向いている王太子。

　そのちぐはぐさに、既き視し感かんを覚えた。

　──私、この場面、知ってる。

　そう思った途と端たん、記き憶おくがあふれてきた。

　乙おと女めゲーム。攻こう略りゃく。王太子。仕事。家族。

　視界にはエドワードが歩いてくるのが映っているのに、脳のう裏りにはめまぐるしく記憶が巡めぐっていく。走そう馬ま燈とうとはこういうものなのかもしれない。

「ミリア嬢じょう、どうかしたのか？」

「いえ……なんでもありません」

　心配そうに眉まゆを寄せるエドワードに、たどたどしく答える。

　そこへ、宰さい相しょう補佐であるカリアード伯はく爵しゃくの子息、アルフォンス・カリアードと、近この衛え騎き士し団団長であるユーフェン伯爵の子息、ジョセフ・ユーフェンが加わった。

「顔色が悪いですよ」

　アルフォンスは無表情で冷たく言った。艶つやめく銀色の長い髪を後ろでくくっている。切れ長の目は深い緑色で、中性的な顔立ちなのに優やさしさの欠片かけらもなく、怒おこっているようにさえ見えた。

「救護室へ行くか？」

　一方、黒くろ髪かみ短たん髪ぱつのジョセフは感情を表に出していた。いつもの軽々しい態度はどこへやら、心底心配そうな顔をしている。鍛きたえられた肉体で、今にもミリアを抱だき上げ運びそうな勢いだ。

「いえ、アルフォンス様、ジョセフ様、本当に大だい丈じょう夫ぶですから」

　しどろもどろになっていることを自覚しながらも、ミリアは記憶の奔ほん流りゅうをなんとかやり過ごそうと努力した。

「今日こそミリア嬢にダンスの誘いを受けてもらうつもりだったのだが。その様子では誘うわけにもいかないか」

　エドワードが首を振ふりながら残念そうに言った。

「申し訳ありません、エドワード様」

　言いながら、ミリアは周りに視線を走らせる。

　学園の頂点に君臨し、ひいては次期国王となるお方とその側近二人に囲まれ、ミリアは注目を浴びていた。それも冷たい視線だ。ビシバシと体中に突つき刺ささってくる。

　どうしてこの中で平気でいられたのだろう。

　今までの自分の鈍どん感かんさが信じられない、とミリアは軽く目をつぶった。

　このままではいけない。この三人、特にエドワードとはこれ以上関わってはいけない。

　なぜなら、ここは乙女ゲームの世界で、ミリアはそのヒロインだから。

　しかも、王太子の攻略ルート驀ばく進しん中。

　王太子ルートでは、半年後の卒業パーティで悪役令嬢であるローズが婚約破は棄きを言いい渡わたされ、ヒロインが婚約者となる。

　王太子の婚約者？　王太子妃ひ？　王妃？

　そんな面めん倒どうな肩かた書がきはいらない。

　このままゲーム通りに事が進んでしまえば、待っているのは地じ獄ごくの王妃教育。権力争いに巻き込まれるかもしれないし、国王となった夫が悪政を敷しけば、最悪革命もあり得る。

　ミリアは両りょう腕うでで自分を抱きしめ、ぶるりと震ふるえた。
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「本当に大丈夫か？」

「……エドワード様、やはり少し気分が優すぐれないので、これで失礼します」

　具合が悪いとは思えない素す早ばやさで、ミリアはその場を後にした。

　絶対にエドワードとローズの婚約破棄を阻そ止しすると誓ちかいながら。
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　冬休み初日の夜に実家に帰ってきたミリアは、翌日、家業の店の一つで店番をしていた。使える物は猫ねこの手も使え、とばかりに朝一で割り当てられたのだ。

　疲つかれているだろうから、と一番暇ひまな店にしてもらえただけありがたいと思うしかない。

　奥まった所にあるこの店は新人教育用の店てん舗ぽで、客は滅めっ多たに来ない。たいてい表通りの専門店に行くからだ。酔すい狂きょうな客がたまにぽつりぽつりと訪おとずれるだけだった。

「なんでこんなことになったんだろう」

　客がいないのをいいことに、ミリアはカウンターに頰ほお杖づえをついて物思いに耽ふけっていた。

　日本人。三十一歳。女性。

　そこそこの企き業ぎょうに勤め、平ひらではないくらいには経験を積み、繁はん忙ぼう期は終電で帰り、そうでなければ定時で帰れる日もあり、帰宅後はドラマやアニメを見てぐだぐだし、週末は家事と漫まん画がや小説を読んで過ごし、時々友人と飲んだり映画を観に行ったり。

　若干引きこもり気味ではありつつも、ごくごく普ふ通つうの生活を送っていたように思う。

　それが何の因果か、乙おと女めゲームの世界にヒロインとして転生してしまった。

　死んだ時の記き憶おくはない。

　そのため、生まれ変わったのだという実感はないのだが、今世の幼い頃ころの記憶はしっかりとある。ならば途中からこの体を乗っ取ってしまった、ということもないだろう。

　それに、明らかに前世の自分が受うけ継つがれていると思う所があった。

　独りの方が気楽だとか、引きこもっている方が好きだとか、料理が苦手だとか、読書が好きだとか、身分制度への抵てい抗こうだとか、結けっ婚こんに夢を持っていないだとか。

　そして何よりも、前世でプレイした乙女ゲームの記憶の影えい響きょうが如にょ実じつに現れていた。

　前世のミリアは乙女ゲームに親しんでいたわけではない。

　悪役令嬢もののライトノベルは数多く読んでいたが、乙女ゲームを実際にプレイしたのは、この世界が舞ぶ台たいの『白薔ば薇らを君へ』が最初で最後だ。

　悪役令れい嬢じょう小説の舞台となる乙女ゲームとは、実際どういうものなのだろう、と興味を持ったところ、詳くわしい友人が貸してくれたのである。

　彼女は自分のコレクションの中から、初心者向けの、難易度の低いものを選んでくれた。

　隠かくれキャラを除けば攻略対象が三人しかおらず、お手軽だと言う。

　さらに「ヒロインも攻略対象も死なないから安心して」と言われた。中にはストーカー化した攻略対象に滅多刺ざしにされるバッドエンドが存在する作品もあるらしい。

　乙女ゲーム『白薔薇を君へ』はよくある貴族の学園ものだ。

　ヒロインは成なり金きん商人の娘むすめで、生きっ粋すいの平民だったが、父親が国への貢こう献けんを認められて男だん爵しゃくの一代爵しゃく位いを得たことから、貴族の令嬢として学園に入学することになる。

　攻略対象は、王太子、宰さい相しょう補佐の息むす子こ、近この衛え騎き士し団団長の息子の三人。

　王太子ルートは王道中の王道だ。

　ヒロインの貴族らしからぬ素す直なおで快活な振ふる舞まいに興味を持った王太子は、お茶会などを通してヒロインと交流を深めていくうちに、第二王子である自分が、病弱な第一王子に代わり王太子になってしまったことに悩なやんでいる、と打ち明ける。そのトラウマをヒロインが解消し、王太子はヒロインのことを好きになる。ヒロインは嫉しっ妬とした悪役令嬢に階段から突つき落おとされてしまうが、奇き跡せき的に無傷で済む。王太子はそれを理由に、卒業パーティで悪役令嬢との婚こん約やく破は棄きを宣言し、ヒロインにプロポーズする。

　この王太子ルートが超ちょう簡単だと言われたので、まずは王太子攻略を目標にプレイした。

　……のだが、自力で攻略することがどうしてもできず、結局攻略サイトに頼たよった。どうせなら、と三人の攻略対象全員の好感度を上げ、卒業パーティで三人に告白された後に結ばれる相手を選べる、逆ハーレムルートをクリアした。

　その後は隠しキャラも攻略できるようになるのだが、逆ハールート攻略で満足したため、「乙女ゲームは向いていなかった」というコメントと共に、さっさと友人に返へん却きゃくした。

　その記憶は──自覚していないながらも──ミリアに受け継がれていたのだろう。

　学園で過ごした二年半、王太子ルートの全てのイベントを、攻略情報通りの完かん璧ぺきな対応でこなしてしまった。ゲームの中であれば好感度マックス状態だ。

　というか、残りの半年のイベントは、階段から突き落とされるのと、卒業パーティくらいしかない。多少ミスってエドワードの好感度を下げても、婚約破棄ハッピーエンドは揺ゆるがない所まできている。

「詰つんだ……」

　ミリアはカウンターの上で頭を抱かかえた。

　救いがあるとすれば、手て遅おくれであるエンディング後ではないこと、他の二人のフラグにはノータッチであること、そして前世に未練がないことか。

　もう転生してしまった後なのだから、これからもこの世界で生きていくしかない。

　それならば、前世のように、目立たず、でしゃばらず、出る杭くいにならず、引っ込んだ杭にもならず、その他大勢に埋まい没ぼつするような人生を歩みたい。

　ミリアのピンクブロンドとピンクの目は少々珍めずらしいが、決して美人というわけではない。客観的に見て平民なら上の下、貴族令嬢としては中の下くらいだろうか。

　しょせん一代限りの男爵の娘である。父親限りで爵位はなくなるし、家業と財産は弟が継ぐのだ。娘と結婚するほどの旨うまみはない。

　当然令嬢教育など受けているはずもなく、貴族としての振る舞いは最低限身につけた程度。パーティやお茶会を主しゅ宰さいするノウハウも、笑え顔がおの仮面を貼はりつけて社交界を泳ぎ渡る手練もない。

　自分でも悲しくなるが、ミリアには貴族の女性としての魅み力りょくが全くなかった。

　平民としての魅力も……あるのかは定さだかではない。何せ前世は独身だったのだ。

　こんな人間なのだから、今でこそ耳じ目もくを集めているが、どうにかして王太子の好感度を下げ、卒業さえしてしまえば、平へい凡ぼんな生活に戻もどれるはずだ。

「王子サマは、真実の愛を〜とでも言うんだろうけど」

　ため息混じりに呟つぶやく。

　実際、王太子は最後の婚約破棄イベントでそう言う。

　運命の人。魂たましいの片割れ。赤い糸。

　そんなものは存在しない。そうでなくとも好きになるし、幸せになれるだろう。

　十六歳の娘が悟さとるには悲しい現実ではあるが、それが真実だ。まあ、政略結婚が当たり前の貴族のご令嬢方の方が、その辺ずっとわかっているのかもしれない。

　何よりも重要なのは、真実の愛なんてものがあろうとなかろうと、ミリアは王太子のことをこれっぽっちも想おもっていないことだった。

　フラグを回収しまくっておいて申し訳ないが、王太子は現状、ただの勘かん違ちがい男なのだ。一方通行の片かた想おもいを真実の愛とか言われても困る。

「だいたい、イケメンって苦手なんだよね……」

　落差が目立つから隣に並びたくない。じっと見つめられると、ときめくよりも先に、化け粧しょうが崩くずれていないかとか、毛穴が開いていないかとかが気になってしまう。

　あえて避さけるほどではないが、あえて近づきたいとも思わない。どうせ好きになれば恋れん愛あいフィルターが働いて、多少残念顔でも気にならなくなるのだ。

　ミリアにとって、イケメンというステータスは大した意味を持っていなかった。

　加えて、財力にも興味はない。今だってちょっと貧びん乏ぼうな子し爵しゃく家くらいの生活はできている。使用人もいるし、パーティに出るためのドレスもちゃんと用意できる。前世よりもよほど贅ぜい沢たくに暮らしていた。

　権力なんてもっとどうでもいい。身に余る力を手に入れたところで面めん倒どうなだけだ。本気で権力を欲ほしがっている日本人などどれほどいたのだろうか。

　それよりは、優やさしいとか、価値観が合うとか、生活力がある方がよっぽど重要だ。

　考えれば考えるほど、双そう方ほうのメリットは皆かい無むだった。

　いや、エドワードはミリアのことが好きなのだから、エドワードだけは幸せになれるのかもしれない。




　はぁ、と小さくため息をついた時、カランとドアベルが鳴った。

　入ってきたのは客ではなく、十二歳の弟、エルリックだった。ミリアと同じピンクブロンドの髪かみとピンク色の目を持つ少年だ。後ろに見習いと思われる子どもを連れていた。

「姉さん、店番代わるよ。父さんが呼んでる」

「父さんが？」

　理由には見当がついた。

「姉さん」

　エルリックが近づいてきて、ミリアの両手を取った。

「昨日は全然話せなかったけど、学園での生活はどうだった？　困っていることはない？　一年早く生まれていたら僕も一いっ緒しょに通えたのに……。帰ってきたばっかりで疲れてるのに、父さんはひどいよね。無理はしないでね。僕、心配だよ」

「大丈夫。昨日ぐっすり眠ねむれたから」

「僕が代わってあげたい」

　エルリックはぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、上うわ目め遣づかいに見上げてくる。

　なんていい子なのだろうか。こんなにまっすぐ育ってくれてお姉ちゃんは嬉うれしい。

　感激したミリアはエルリックを抱だきしめた。

　これから大きくなってごつくなって反はん抗こう期にクソババアと言われたって、ちゃんと可か愛わいがってあげよう、と決心する。

「ありがとう。お姉ちゃん、頑がん張ばるよ」

「無理しないで」

　そっと背中にエルリックの手が回り、きゅっと力がこもった。

　髪の色はミリアと同じだが、ふわふわとしたくせ毛のミリアと違い、エルリックはさらさらストレートだ。

　その感かん触しょくをすりすりと頰で堪たん能のうしてから、エルリックから離れた。

「行ってくるよ」

「気をつけてね」

　手を振り合って店から出る。

「帰ってきたばっかりなのに、人使い荒あらくない？」

　店から離はなれるなりいいお姉ちゃんの仮面を脱ぬぎ捨すてて、ぶつくさ文句を言いながら、ミリアは父親のいる商会本部に向かった。




　スタイン商会は、行商だったミリアの父親、フィン・スタインが一代で興おこした新興の商会だ。取とり扱あつかう商品は多た岐きにわたるが、特に服ふく飾しょく関係に強い。

　その本部は、王国の第二の都市、フォーレンにある。

　中央広場に面してでんと建っているその建物は、いかにも成金といったごてごてとした装そう飾しょくは何もなく、いっそ簡素なくらいだったが、商会の本部なだけの迫はく力りょくはあった。

　臙えん脂じ色のワンピースを着て、髪を同じ色のリボンで後ろにくくっただけのミリアは、そこらの町娘にしか見えない。

　その建物に入るには少々不ふ釣つり合あいな見た目だったが、そこは勝手知ったる実家の店である。裏口に回るのが面倒で、堂々と正面の開け放された入り口から入っていった。

　ミリアが姿を現すと、「お嬢！」「ミリア様！」と受付の従業員から声がかかった。

「今まで何してたんですか。帰ってきたらすぐ顔出して下さいって言ったじゃないですか」

「学園はどうだ？　ちゃんと卒業できそうか？」

「あのお転てん婆ばがお貴族様の中にいるなんて、いまだに信じられません」

　客そっちのけで口々に好きなことを言ってくる。なんだか失礼な発言が混ざってないか。

「父さんいる？」

「会長なら執しつ務む室にいると思いますよ」

「そう、ありがとう。みんな、お客様をお待たせしていないで、ちゃんと仕事して」

「はーい」

　気のない返事が返ってきたが、こうして受付を任され、そのまま中で商談に入れるくらい、彼らは優ゆう秀しゅうなのだ。……そのはずだ。




　執務室にはすぐ着いた。

「ただいま、父さん。リックから呼んでるって聞いたんだけど」

　ミリアは、父親が男手一つで姉弟きょうだいを育ててくれていることに感謝している。贅沢な暮らしもさせてもらっていて、一行商から店をここまで大きくしたことは尊敬しており、ファザコンとまではいかないが、家族として好きである。

　記憶を取り戻した今となっては、尊敬の念はさらに強くなっていた。

「お帰り、ミリィ。さっそくで悪いが、出かけるよ」

　言いながら、フィンは座り心ごこ地ちのいい執務席から立ち上がり、上着を手にした。

　ああやっぱり。

　ミリアの予想は当たっていた。
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　馬車の向かいの席に座った父親をじっと見る。

　太り気味のフィンは、しかしフットワークは軽い。行商人だった頃の感覚が抜ぬけないのか、今や商会の会長だというのに、思い立てば国境付近まででも行ってしまうくらいだ。

　口ひげを生やした丸い顔でにこにこと笑っているといい人にしか見えない。

　思っていることがすぐに顔に出て腹芸のできないミリアには、安定の笑顔ポーカーフェイスは羨うらやましい。その遺伝子、少し分けて欲しかった。

　ミリアたちは今し方近くの街の養護施設で、商会で働きたいと志願する子どもから、引き取る子を一人選んできたところだった。

　先ほどの光景を思い出し、憂ゆう鬱うつになる。

　覚かく悟ごを決めた兄。泣いて引き留めようとする妹。そして引き離される兄きょう妹だい。

　数人の候補の中からその子を引き取ると決めたのはミリアだ。子どもたちには悪女に見えていたことだろう。希望して引き取られていくのだとわかっていても。

　その子は、数日後に別の従業員が迎むかえに行くことになっている。

　志願する子どもを引き取り、最低限の教育を受けさせ、見習いとして働かせ、一人前になれば正式に雇やとい入いれる。そのまま最初の三年働けば後は好きにしていい。商会で働き続けてもいいし、転職したければ紹しょう介かい状がもらえる。読み書き計算のできる平民は少ないから、どこに行っても重宝される。

　恩を感じてなのか、引き取られた子はよく学びよく働く。慈じ善ぜん事業に見えて、最終的に黒字になるようになっている所がミソだ。さすが成り上がっただけはある。

　ミリアがこの制度に関わっているのは希望してなのだが、こうして引き取る子どもを選ぶのだけは、毎回気が進まないのだった。




　父親とこの半年間のことを話していると、馬車の速度が徐じょ々じょに落ちていき、やがて止まった。何かあったのだろうか。

　馬車の前方を守っていた護衛が窓に寄ってくる。

「旦だん那な様、カリアード伯はく爵しゃく家の馬車です」

「そうか。離れなさい」

「かしこまりました」

　街かい道どうで貴族の馬車とすれ違う時は、目下の者が脇わきに止めて待つのが礼れい儀ぎだ。

　その際、護衛を馬車から遠ざける。近くに置いていては相手を警けい戒かいしていることになり、無礼にあたるからだ。

　よりによって王太子の側近であるアルフォンスの家の馬車だった。どうせ上級の使用人がお使いにでも使っているのだろうが、何となく嫌いやな気持ちになる。

　さっさとすれ違ってくれ、と願った。

　しかし、ミリアの乗っている馬車はなかなか動こうとしない。

　代わりに、扉とびらがノックされた。

　フィンが内側から扉を開けると、向こうの護衛と思われる男が立っていた。

「お急ぎのところ失礼いたします。主人が、スタイン卿きょうとお話ししたいと申しております」

「宰相補佐が？　何用だろうか」

　驚おどろくミリアを置いて、フィンはさっさと馬車を降りてしまった。

　まさか伯爵本人が乗っているとは。しかも、こんな移動の途中でフィンと話がしたいだなんて、よほどの用事なのだろうか。

　程ほどなくして、再度ノックの音がした。

　ミリアが返事をすると、扉は外から開けられた。

「失礼します」

　現れた姿を見て、ミリアは悲鳴を上げそうになった。

　銀色の髪と緑色の目を持つ整った顔立ち──。

「アルフォンス様!?」

　どうしてこんな所にいるの!?

　実家がフォーレンのミリアとは違い、カリアード家は王都に本ほん邸ていがある。なのに冬休み開始早々に王都を離れているとは。

　アルフォンスは馬車に乗り込み、フィンの席に座った。

「父に追い出されました」

　だからこの馬車で話が終わるのを待つということらしい。さすがに勝手に他人の馬車に上がり込みはしないだろうから、フィンが申し出たのだろう。

　まさか休きゅう暇か中ちゅうに学園の外で王太子の側近と会うなんて。

　あまりに驚きすぎて心臓がどきどきしている。膝ひざの上に置いた手に力がこもった。

　アルフォンスは紺こんのベストとジャケットに、濃のう紺こんのマントをまとっていた。その肩かたにはくくった髪がさらりと落ちていて、紺色に銀色が映はえていた。

　家業で目が肥えているミリアにはわかる。生き地じも、刺し繡しゅうも、仕立ても一級品。学園で身につけているものとは雲うん泥でいの差さだ。

　この染せん色しょく、全然ムラがない。目もしっかり詰まっていて均等。どこの職人が手がけた生地なんだろう。ああ、触さわればわかるかもしれないのに。

　仕立てはカリアード伯爵家御ご用よう達たしの店なんだろうけど、これ刺繡入りすぎじゃない？　お針子さんたちは絶対大変だったよね。でも生地と同じ色だから全然うるさくない。デフォルメされた家か紋もんがさり気なく意い匠しょうに取り込まれているのも素す敵てき。

　ふと視線を上げると、不ふ機き嫌げんな視線が返ってきた。

　じろじろと見すぎてしまった。令嬢に相応ふさわしくない行こう為いだ。というか人として失礼だ。

「失礼しました」

　ミリアは姿勢を正した。

「アルフォンス様、ごきげんよう」

「こんばんは、ミリア嬢」

　精せい一いっ杯ぱいの笑顔でしたミリアの挨あい拶さつに、アルフォンスは無表情で応えた。

「アルフォンス様はどうして、ここに？」

「リリエント・ミールを送ってきました」

　わざわざ領地まで送るなんて。

　リリエントはアルフォンスの婚約者だ。普ふ段だんの様子からは婚約者を大事にするような男には見えないのだが、漏もれ聞こえてくる噂うわさの通り、意外と大切にしているらしい。

　カリアード伯爵様が一緒だったってことは、途中で二人の婚こん礼れいの相談でもしたのかな。父さんとの話が結けっ婚こん式しき関連だったらいいのに。伯爵家の嫡ちゃく男なんと侯こう爵しゃく家の娘の挙式なら、すっごいお金が動くよね。

　父親のほくほく顔を想像し、緊きん張ちょうが少し緩ゆるんだ。

「お帰りが早いですね」

「父の仕事がありますから」

　ちらりと探さぐるような目で見られた。ミール侯爵の邸てい宅たくと王都の距きょ離りを知っているのか、とでも言わんばかりだった。

　馬鹿にしているのか。ミリアは商人の娘だ。各領と主要な都市の位置と距離、その特産品くらい頭に入っている。一いっ般ぱん教養としても家庭教師に習ったし、学園の筆記試験で上位に入っていることは、アルフォンスだって知っているはずなのに。

「一泊ぱくですか？」

「日帰りです」

「それは大変でしたね。アルフォンス様だけでも滞たい在ざいしたらよかったのでは？」

「私も、色々とやることがありますから」

　アルフォンスが不機嫌そうに眉を寄せた。ミリアとは違うのだ、と言いたげだった。

　私だって遊んでたわけじゃないのに。

　養護施設に行くのは仕事の一いっ環かんだ。どうせ暇なのだろうという態度に、なんだか腹が立った。

　ミリアはむっとして黙だまり、窓の外へと視線を移した。

　沈ちん黙もくが流れる。

　会話のない狭せまい空間はひどく居い心ごこ地ちが悪かった。

　早く帰りたい……。

　ミリアはただ時が過ぎるのを待った。




　いい商談がまとまった、と上じょう機き嫌げんで戻ってきたフィンと共にフォーレンに帰ってきたミリアは、服のままベッドに倒たおれ込んだ。どっと疲れた。

　せめて服は着き替がえなければ、とのろのろと起き上がる。

　寝ね間ま着きで布ふ団とんの中に滑すべり込んだミリアは、今後のことを考えた。

　どうにかしてエドワード様の好感度を下げなくちゃ。

　方法は色々と思いつきはするが、不敬にならず、自分の名めい誉よを傷つけず、実家にも迷めい惑わくをかけないとなると、案外難しかった。




　その後、特に大きな事件もなく、家業をほどほどに手伝い、家族との親交を温め、時々見習い前の子どもたちの先生をやったりしながら、ミリアの最後の冬期休暇は終わった。

　結局良案は浮うかばず、とりあえず王太子には近づかないことに決めた。

　距離を置きたがっている態度をとっていれば、きっとわかってくれるだろう。
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　再開した学園で、ミリアはこれまでの二年半同様、ひとりぼっちで過ごしていた。

　周囲の貴族たちには平民上がりの男爵令嬢と付き合う旨みはなく、ミリアの方も貴族との繫つながりは面倒なだけだと思っていたので、自然とこうなった。

　今も昼食をとりに一人でカフェテリアに来ている。

　晴れの日には窓から日光が入ってきて気持ちがいい。大きなガラスを贅沢に使っているところが、さすが貴族の子女が通う学園だ。これだけでいくらかかったんだろう、と最初に思ってしまったのは商人の娘の性さがだった。

　学園にはより豪ごう華かな内装の個室もあり、特に家格の高い令息や令嬢はそちらを利用する傾けい向こうにある。

　ミリアもエドワードに誘さそわれて個室を利用したことがあったが、堅かた苦くるしくて料理をゆっくりと味わうことができなかった。カフェテリアの方が気楽だ。

　ミリアはトレイをカウンターで受け取り、窓まど際ぎわの六人がけテーブルの角に座った。

　アラカルトにするとつい好物ばかり食べてしまうので、ミリアは日ひ替がわりランチセットを選ぶようにしていた。王都内で作られた新しん鮮せんなサラダが食べられるのが気に入っている。

　この世界では栄養学はまだ発達しておらず、考こう慮りょされていない。しかしセットメニューというものは、ある程度バランスよく組まれているものだ。肉料理と肉料理と肉料理を組み合わせることはあり得ない。ミリアにとってはそれで十分だった。

　昼休みは食後のお茶の時間も含ふくまれていて結構長い。二日前まで実家で目め一いっ杯ぱい働かされていたミリアは、ゆっくりと味わって食べられるのが嬉しかった。

　膝の上で手を合わせ、小さく「いただきます」と呟いてから食べ始めた。

　学園専属の料理人は今日もいい仕事をしている。

　程よく酸味のあるドレッシングがかかったシャキシャキとした野菜を堪能する。

　美味おいしいご飯が食べられて、ミリアは大変ご機嫌だった。

　そこに声がかかる。

「同席してもいいだろうか」

　顔を上げればエドワードだった。

　いいとは言っていないのに、エドワードは勝手に向かいの席に座った。その隣にはアルフォンス、ミリアの隣にはジョセフが座る。断られるなどとは思ってもいないのだろう。

　すかさず寄ってきた給きゅう仕じに、三人はミリアと同じものを頼たのんだ。

　ミリアは食事の手を止めなかった。王太子の前だろうが知ったこっちゃない。食事に割わり込んできたのは向こうなのだ。

　エドワードはテーブルに肘ひじをつき、組んだ手の上にあごを置いて楽しそうにミリアを見ていた。

「ミリア嬢はいつも美う味まそうに食べるな」

　金色の髪が陽光に照らされてきらきらと光っている。同じく金色のまつげはエクステでもしているのではないかと思うほどに長く、頰に濃こい影かげを落としていた。形のよい眉はやや下がっていて、優しい印象を受ける。イケメンに興味がないミリアですら見入ってしまうくらい綺き麗れいだった。

　その顔には、微ほほ笑えみよりも深い心底嬉しそうな笑みが浮かんでいて、それが自分に向けられているという事実には、ぐっとくるものがあった。自分に好意を持っているのだとわかっているのだから、なおさらだ。

　だが、それと恋こいに落ちるかは別である。

　エドワードは、第二王子であることと母親が側室であることを悪く言われてきたのもあって、身分を絶対視していない。立場をかさに着て偉えらぶることもしない。でなければ男爵令嬢であるミリアに話しかけることもなかっただろう。

　王太子に相応しくあるよう努力をしているのも知っている。学力も剣けん術じゅつも申し分ない。

　為い政せい者しゃとしてはやや素直すぎるきらいはあるが、冷静沈ちん着ちゃくなアルフォンスが側そばにいれば上う手まくやっていくと思う。

　友人としてなら──王太子様に対して恐おそれ多おおいんだけど──割と好きなんだよね。

　しかし、ミリアがいくら友人だと思っていても、周囲はそう思ってはくれない。

　今日だけで何本視線が刺さったのだろう。体に穴が開きそうだ。

　居心地が悪くて沈黙を保っていられず、何か話そうと話題を探す。

　すると、先にエドワードが口を開いた。

「これからはカフェテリアで食べることにした」

「これからずっと？　卒業までですか？」

　エドワードはたまにカフェテリアで見かけることもあったが、たいていは個室を使っていたはずだ。男三人で食べることが多く、ローズたちと一緒のこともあるようだった。

「卒業する前にみなとの親交を深めようと思ってな。特に後こう輩はいたちとはほとんど関わりがなかったから」

　乙女ゲームのヒロインとしては「それはいい考えですね。私もエドワード様が来て下さると嬉しいです！」と言うべきだし、友人としてお昼をご一緒するのはやぶさかではない。

　が、それでは駄だ目めだ。

「そうですか」

　ミリアは興味がなさそうに言った。

　エドワードの表情が曇くもったが、ちょうど三人の料理が運ばれてきて、その話は終わった。




　食事中の話題は、主に冬休み中のことだった。

　ミリアは聞き役に徹てっする。

　エドワードは王太子の政務として各地の視察に行ってきたそうだ。書類仕事は学園でもできるが、移動を伴ともなう視察は長期の休暇でないと行けない。

　ジョセフはエドワードに同行したり、鍛たん練れんをしたりして過ごしたらしい。近衛騎士団の訓練に参加した時は、模も擬ぎ刀で滅多打ちにされ、全く歯が立たなかったと悔くやしがっていた。学園一位の剣術の腕うでをもってしても、近衛騎士の足あし下もとにも及およばないのだとか。

　アルフォンスは父親の政務を手伝っていたとのことだった。機密事じ項こうには触ふれられないが、宰相補佐の仕事を知れたのは実のある経験だったと言っていた。リリエントを送った話は出なかった。もちろんミリアと遭そう遇ぐうしたことも。

　三人とも卒業を前にして、周囲のプレッシャーにさらされたようだ。

　成人を迎えるのは十七歳だが、卒業すればほぼ大人として扱あつかわれる。十七歳になるまでの数カ月、何もせずにぶらぶらできるわけではない。

　その点、ミリアは気楽だった。

　卒業後は今よりも責任ある仕事を任されるようにはなるだろうが、跡あと取とりはエルリックだ。まだまだ「女が表の仕事をするなんて」という気風があるため、重要な商談に出されることもないだろう。結婚相手を見つける方が大変かもしれない。




　食事を終えても、四人はお茶を飲みながらしばらく会話を続けていた。

　ふと我に返ると、周囲の席がびっしりと埋うまり、みな聞き耳を立てていた。

　そわそわしていると、アルフォンスが懐かい中ちゅう時ど計けいを取り出した。エドワードがそれをのぞき込んでため息をつく。

「ミリア嬢、もっと話していたいのだが、そろそろ行かなければならない」

　エドワードが立ち上がったので、ミリアも一応挨拶のため立ち上がる。

　するとその横へなぜかエドワードが回ってきて、ミリアの手を取った。

「また一緒に昼食をとってくれるだろうか？」

「……お時間が合えば」

　エドワードは少しだけ眉を寄せた。そして──。

「楽しみにしている」

　──突とつ然ぜんミリアの手の甲こうに口づけた。

[image: ]

　反射的にミリアは手を引き抜こうとしたが、エドワードはそれを許さなかった。痛いほどにがっちりと強く握にぎられている。

　どよっと周囲の空気が動いた。

　エドワードはそのまま口を離さずに、上目遣いでミリアを見た。物もの欲ほしそうな目だ。

「殿でん下か」

　アルフォンスが非難の声を上げる。

　するとエドワードは名残なごり惜おしそうに目を伏ふせ、ちゅっと音を立てて口を離した。

　そして目を細めて今一度にこりと笑うと、身をひるがえし、アルフォンスとジョセフを連れてカフェテリアを出て行った。

　一人その場に残されたミリアは、胸の前で口づけられた右手を左手で握り、うつむき真っ赤になって震ふるえていた。

　羞しゅう恥ち心しんからではない。痛みからでもない。怒いかりからだった。

　こんな所で何してくれちゃってんの!?

　手の甲に口づけるのは夜会などで行われる挨拶の一つだ。しかし、今ここは真っ昼間のカフェテリアである。友人同士でするものではない。

　しかもなんなのあの目は！　口づけの長さは！　音は！

　エドワードの気持ちがミリアにあることを周囲に見せつけるかのようだった。

　その場にローズがいなかったのは幸いだが、噂はあっという間に、それも誇こ張ちょうされて伝わるだろう。

　頭をかきむしって叫さけびたい気分だった。今すぐ枕まくらでベッドを滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに叩たたきたい。

　顔がいいお陰かげで様にはなっていたが、これでミリアが友人としての好意すら持っていなければ、気持ち悪いだけの変態野や郎ろうだ。

　これだからイケメンは嫌なのだ。
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　王族やすでに爵位を継いだ貴族のために用意されている執務用の建物へ向かう途中、アルフォンスはエドワードをとがめた。

「やりすぎですよ」

「あれはミリアも怒おこってると思うぞ」

　アルフォンスの呆あきれた声に、ジョセフがうんうんとうなずく。

「ジェフに言われたくはない。だいたいお前はなぜミリア嬢を呼び捨てにしている」

　ジョセフは女性に対して非常に軽い。常に浮うき名なを流していて、相手も町娘から未亡人まで節操がない。

「俺はそういうキャラだから」

　アルフォンスはそれもどうかと思ったが、それより今はエドワードだ。

　休暇明けに久しぶりに会えて浮うき足あし立だっていたのだろうが、限度というものがある。

「まさか、ミリア嬢を王おう妃ひにと考えているのではありませんね？　ミリア嬢は王妃に相応しくありません。身分、教養、立ち居振る舞い。どれをとっても不合格です」

「王妃とまでは……考えていない」

「ミリアは遊びってことか？　ひどいな。女性には俺みたいに誠実でいないと」

「お前が言うな！」

「二人とも」

　アルフォンスの厳しい声に、エドワードとジョセフが黙る。

「殿下にはローズ嬢がいます。このままだとハロルド侯爵家も黙っていないでしょう。今一度ご自分の立場を考えて下さい」

「……わかっている」

　わかっていないから言っているのだ。

「どうしてそんなにミリア嬢に執しゅう着ちゃくするんですか」

「……ミリア嬢は、今最も勢いのあるスタイン商会の会長の娘だ。繫がりを持っておいて損はない」

　エドワードはもっともらしく言ったが、それだけでないのは明らかだった。

　なぜミリアに魅ひかれるのか、アルフォンスには理解できない。

　言動は優雅とは程遠く、容姿がそれほど整っているわけでもない。話すことと言えば商あきないや菓か子しのことばかり。どこに魅力を感じているのか。

　それでも、心で想うだけなら好きにすればいい。

　一いっ介かいの貴族であるならば、愛人とするのもまあいいだろう。

　だがエドワードは王太子なのだ。

　卒業までのあと半年、何もなければいいが、とアルフォンスは思った。
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　ミリアは怒りに任せてずんずんとカフェテリアを横切り、しばらく人ひと気けのない所で怒りを鎮しずめた後、午後の講義室へ向かっていた。

　エドワードには、これまでもゲームのイベントの通り、ふとした拍ひょう子しに熱い視線を向けられたり、二人きりの時に優しく触れられたりはしていた。しかし、衆目の場であそこまであからさまな行動をとられたことはなかった。

　あんなにアピールされておきながら、ミリアが全くの無む頓とん着ちゃくだったからだろうか。

　視線が痛い……。

　すれ違う生徒たちの目はいつにも増して厳しかった。先ほどの出来事がすでに広まっているのだろう。

　あれはエドワードが勝手にやったことで、ミリアは何も悪くない。悪くはない──が。

　エドワード様をたぶらかしたって言われても、否定できないんだよねー……。

　好感度が上がる行動をとり続けていたのは事実だ。

　自覚はなかったにしても、攻略情報を知っていたからこそできた芸当で、まさにチートである。これを籠ろう絡らくしたと言わず何と言うのか。

「ミリア様」

　視線を避けるようにうつむき気味になっていたミリアは、いきなり横から話しかけられ、顔を上げた。

　そこにいたのは、エドワードの婚約者にして悪役令嬢であるローズ・ハロルド。

　アルフォンスの婚約者であるリリエントと、他の取り巻きの令嬢たちを従えている。廊ろう下かで集まって話をしていたのだろう。

　ミリアはとっさに身構えた。エドワードとのことをとがめられると思ったからだ。

「ミリア様は休暇中、どこかへお出かけになりまして？」

「休暇中、ですか？　実家に帰りました、けど」

　警戒しながら答える。

「ご実家のスタイン商会が本部を構えている場所というと、フォーレンでしたかしら？」

「はい。家業を手伝っていました」

　どうしてそんなことを聞くのだろう。文句を言いに来たのではないの？

「不ぶ躾しつけなことをお聞きしますが、お手伝いとは具体的にどういったものなのかしら？　わたくし、商いのことについてはあまり詳くわしくありませんの」

「そうですね……店番とか、帳ちょう簿ぼをつけるとか。後は従業員の教育でしょうか」

　まあ、とローズが目を丸くする。

　なるほどこれが目的だったわけか。ミリアには合が点てんがいった。令嬢らしくない、エドワードには相応しくない、と言うつもりなのだ。

　貴族にとって、商売で収入を得ることは品のないことだとされている。

　領地を治め、領民から税を取るのが貴族だ。税収が多いということは、よく治め、領地を発展させていることの証左であり、商売に手を出さざるを得なくなるのは、領地を治められない無能と同義だった。

　しかもミリア自ら店に立ったり、教育を施ほどこしたりしているのだから、蔑さげすまれて当然だ。

　だがミリアに言わせれば、家業を手伝うのは当たり前のことだった。

　実家に帰れば令嬢としての扱いは受けない。「お嬢じょう様さま」と呼ばれるのは会長の娘だからで、貴族になる前からそうだった。

　商会が大きくなるにつれて身なりや食事は良くなっても、こうして貴族の末席に名を連ねることになっても、今でも変わらず無給タダでこき使える労働力だと思われている。

　物心ついた時からそうだったから、自分が働くことに疑問はなかった。記憶を取り戻した今でも理り不ふ尽じんだとは思わない。

「案外楽しいものですよ」

　反論しても意味がないので、にこりと笑ってさらりと流す。

「わたくし、もっとお仕事のことをお聞きしたいわ」

　ローズの艶あでやかな笑顔にミリアはたじろいだ。さすが悪役令嬢。迫力が違う。

　そこへ、ミリアの後ろから声がかかった。振り向けばエドワードたちだった。

「その辺にしておけ、ローズ。おもしろおかしく商売の話を聞くものじゃない。ミリア嬢を貶おとしめたいのか？」

「そのような意図はありませんわ」

　ローズが心外だというように反論する。

　だがエドワードはそれを言葉通りには受け取っていないようだった。

　あれ？　これ、ヒロインが悪役令嬢にいじめられる場面にそっくりじゃない？

　このままでは、エドワードのローズへの印象が悪くなる。と思ったミリアは、自分がいじめられている訳ではないのだと示すため、ローズの手を取った。

「私はローズ様に興味を持ってもらえて嬉しいです。どうぞ何でも聞いて下さい」

「ありがとうございます」

　ローズもミリアに微笑み返してくれた。

　それを見たエドワードは、釈しゃく然ぜんとしない表情ではあったものの、それ以上は何も言わずに、講義室の方へと去っていった。

　ほっとしたミリアは、これ幸いと話題を変えることにして、リリエントに目を向けた。

「そういえば、二日目にミール領に行きました」

「まあ、それなら屋や敷しきに寄って下さればよかったのですわ。アルフォンス様もいらっしゃったのに」

　リリエントが頰に手を当てて大げさに言った。

　そこに感かん嘆たんの声が上がる。

「アルフォンス様が？」

「ええ、伯爵様と一緒に送って下さって、そのまま滞在していらっしゃったの」

「まあ、素敵」

「仲睦むつまじいこと」

　周囲で聞き耳を立てていた他の令嬢がきゃあきゃあと黄色い声を上げた。

　日帰りなのに滞在と称しょうしていいものなのか。お茶くらい飲んだのだろうから、噓うそではないのかもしれないが。

　ミリアがアルフォンスに偶ぐう然ぜん出会ったことなど知りもしないリリエントは、婚約者との仲をもてはやされて得意になっていた。何日宿しゅく泊はくしたのか、という話になったが、明言はしなかった。

　せっかく話題の中心から外れたミリアも、わざわざ指し摘てきして注目を浴びるようなことはしない。

　ミリアはそっとその場を離れようとした。

　その後ろから、ローズの呟きが聞こえてくる。

「……が悪役になって……のね」

　え!?

　ミリアが勢いよく振り返ると、ローズはリリエントの方を困ったような顔で見ていた。




　ローズたちから十分に離れた所で、ミリアは立ち止まって壁に片手を当て、大きく息をついた。周りの視線などとうに気にならなくなっている。

　今、悪役って言ったよね？　悪役って、悪役令嬢のこと？

　まさか──。

　ミリアははっとした。

　ローズ様も転生者なんじゃ!?

　それでこれは、乙女ゲームなんじゃなくて、それを舞台にした悪役令嬢ものってことはない？　私じゃなくて、ローズ様が主人公なんじゃないの？

　嫌な考えがどんどん膨ふくらんでいく。

　悪役令嬢ものの中には、ヒロインが当て馬となって、悪役令嬢と王太子の愛を深める結果となる作品もあるにはある。しかし、たいていはゲーム通りに、悪役令嬢は婚約破棄される。

　婚約破棄された悪役令嬢が、その後ただ幸せになっていくパターンなら別にいい。好きにしてくれればいいのだ。

　その時、自分勝手に婚約破棄しようとした王太子の巻まき添ぞえを食らい、ヒロインが一緒に平民に落ちるシナリオもまあ許容できる。どうせミリアは元は平民だ。

　しかし、ヒロインがなんらかの事件を起こし、その結果処しょ刑けいされるパターンもある。婚約破棄イベントで反撃ざまぁされた挙あげ句くに処刑だなんて冗じょう談だんではない。

　もちろん今のミリアに犯罪を行う気など全くない。だが、物語には、シナリオ補正という名の強制力が存在するというではないか。何かやむを得ない理由が生じるのかも。

　ここが乙女ゲームの世界なのは間ま違ちがいないが、悪役令嬢ものである可能性は考えていなかった。もしそうなら状じょう況きょうは想定よりも遥はるかに悪い。

　乙女ゲームものなら王妃エンドの危機、悪役令嬢ものなら最悪処刑エンドの危機。

　エドワードが今後もこのような行動をとるとしたら、悠ゆう長ちょうなことは言っていられない。

　しかもローズ様が転生者である可能性まであるんでしょ……。

　ミリアは頭を抱えたくなった。乙女ゲームの知識を持って転生した悪役令嬢など、鬼に金棒ではないか。

　引き返せない所まで行く前に手を打たなければ。

　ローズが転生者なのか、なるべく早く確かめないと。




　なんとか二人きりになれないか、とミリアはローズの近くをうろちょろしていた。

　しかし側にはいつもリリエントたちがいる。ミリアはローズとは普段から会話もしない仲なのだから、そう簡単に二人きりになれるわけはなかった。

　そうやってまごまごしているうちに、次の日の昼休みになってしまった。

　まだ一日なのだから焦あせることはない、と思いながらも、懲こりずに廊下を行くローズたちを追いかけていると、ちょうどローズが一人になった。近くに他の生徒もいない。

　今だ──。

　しかし、呼び止めようと手を伸のばしたミリアは、ぴたりと動きを止めた。

　転生者かどうか確かく認にんするっていっても、どう言えばいいの？

　もしかして転生者ですか？　なんて聞けない。

　ミリアは手を引っ込めた。

　何言ってんだこいつ、と変人扱いされるだけならまだいい。

　最悪なのは、ローズが本当に転生者で、婚約破棄を望んでいる場合だ。

　悪役令嬢に転生したとして、婚約破棄を回かい避ひしてまで王太子妃になりたいと思う？　王太子妃になったって大変なだけだもの。普通、できるだけ穏おん便びんに済ませて、その後の人生を楽しもうとするんじゃない？　それこそ悪役令嬢もののテンプレ通りに。

　昨日のローズの発言も、遠回しな蔑みと邪じゃ推すいしなければ、ミリアから商いの話を聞き出して、婚約破棄後の人生にいかそうとしていたとも考えられる。

　エドワードとのことを一言もとがめられなかったのも、婚約破棄を回避するつもりなんて、初めからなかったからなのかもしれない。

　もしもローズが婚約破棄を望んでいるのなら、ミリアがそれを阻止しようとしていると知った途と端たん、逆に外そと堀ぼりを埋めてくるのではないだろうか。

　ローズ様に直接聞くのは駄目だ。

　私が転生者だとバレないように、慎しん重ちょうに探らないと。

　ミリアはローズを追いかけるのをやめ、すごすごと引き下がったのだった。
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　放課後、生徒たちは思い思いに過ごす。

　部活動とまではいかないが、趣しゅ味みに興じるグループがあって、刺し繡しゅうをしたり、定期的にお茶会を開いたり、ダンスの練習に、剣けん術じゅつを始めとした武術の鍛たん錬れん、果ては自分の馬を持ち込んで馬術をする者までいる。ミリアも一応馬には乗れるものの、急ターンをしたり柵さくを飛とび越こえたりまではできない。荷馬車なら大人顔負けに操あやつる自信があるのだが。

　どこのグループにも所属していないミリアの放課後の過ごし方は、専もっぱら図書館での読書だった。借りて部屋で読むより集中できる。単純に本に囲まれているのも好きだった。

　冬休みを終えてから全く行っていなかったが、ストレスが溜たまっていたミリアは、現実逃とう避ひをすべく、久しぶりに図書館にやってきた。

　ローズが転生者なのか確かめようにも、ミリアが近づこうとするとことごとく令れい嬢じょうたちにブロックされてしまうのだ。少しくらい現実逃避したくもなる。

　国内屈くっ指しの蔵書数を誇ほこる図書館は、モダンな雰ふん囲い気きに建たて替かえられた校舎とは違ちがい、石造りでどっしりとした趣おもむきがある。

　本ほん棚だなに並べられている分だけでなく、書庫にはもっとたくさんの本が眠ねむっているという。

　試験前には自習をする生徒で賑にぎわうが、平時はミリアのような変わり者しかいない。

　たまに、学園外から蔵書を求めてやってくる研究者のような人も見かけた。面めん倒どうな手続きを踏ふめばここまで入ってこられるらしい。

　ミリアが目指すのは、そういった高こう尚しょうな書物ではなく、娯ご楽らく小説が並ぶ書しょ架かだった。

　本を日焼けから守るために窓には分厚いカーテンがかけられていて、館内は薄うす暗ぐらい。

　ぽつりぽつりと壁かべにあるランプの光だけが頼たよりだが、ミリアは迷いなく目当ての本棚へとたどり着いた。

　本は手書き故ゆえに高価で希少だ。

　父親に何冊か買ってもらっていたが、シリーズものを全巻揃そろえるのは無理だった。

　それがここには全てある。恋れん愛あいものから冒ぼう険けんものまで選より取どり見取りだ。

　この場所を見つけた時には、この学園に入学できたことを心の底から感謝した。貴族になどなりたくはなかったが、これだけは良かったと言える。

　ミリアは本棚から一冊抜ぬき出だすと、足取り軽く閲えつ覧らんスペースに向かった。

　本棚の間にも閲覧席があるが、光源はランプしかない。時おり揺ゆれる光の下で読むと目が疲つかれる。

　しかし、図書館の一辺にある閲覧スペースにはカーテンがなく、ガラス越ごしの日光の中で本を読むことができた。テーブルの間には座れば視界が遮さえぎられるくらいの高さの衝つい立たてがあって、他の利用者の目が気にならない。

　試験前には真っ先に埋うまる場所なのだが、今はぽつりぽつりと利用者がいるだけだった。

　ミリアはさっそく空いているテーブルに着き、わくわくしながら本を開いた。




「はぁ……」

　最後のページを読み終えたミリアは深くため息をついた。

　控ひかえめに言って最高だった。

　特にラストが良かった。ヒロインの想おもい人がさらわれたヒロインを助けに来る所。

　普ふ段だんは冷静な彼がなりふり構わず駆かけつけ、悪漢を次々と倒たおし、ヒロインの無事を知って安あん堵どの笑えみを浮うかべるのだ。

　ぱらぱらとページを戻もどし、そのシーンを振ふり返かえる。

　二人の気持ちはまだ通じ合ってはいないが、両想いであることは間ま違ちがいなかった。

　じれったい。だがそれがいい。

　早く続きを読まねば。

「わっ」

　顔を上げたミリアは、目の前に人がいるのに気がついて驚おどろきの声を上げた。

　同時にここが図書館であることを思い出し、ぱっと口を覆おおう。

　向かいに立っていたのはアルフォンス・カリアードだった。

　席に座るでもなく、ただそこにいてミリアを見ていた。

「何かご用ですか？」

「いいえ、通りかかっただけです」

　通りかかっただけって……。

　いつからいたの？

　かぁっとミリアの頰ほおが赤く染まった。

　読みながら絶対にやにやしていた。少なくともラストは。

　ヒロインがさらわれ殺されそうになる所は手に汗あせ握にぎってはらはらしていただろうし、彼に想い人がいると勘かん違ちがいし苦く悩のうするシーンでは涙なみだぐんでいたかもしれない。

　最後だけなら……いや、にやけ顔が一番やばい。

　そこは黙だまって見てるんじゃなくて、知らないふりをして歩み去るのが紳しん士しじゃないの？

　ミリアがアルフォンスをにらんだが、その無表情は変わらなかった。

　何を考えているのかわからない。これなら笑われた方がましだ。

　用がないならこちらも構うことはない。

　ツンと顔をそむけ、ミリアは立ち上がった。無視して続きを取りに行くのである。

「令嬢がそこまで感情を表に出すものではありません」

　ぐっ。

　冷ややかに言われた言葉に、やはり見られていたのだ、と恥はずかしさが込み上げてきた。

「ご忠告、ありがとうございます」

　ミリアは、アルフォンスに言われた通り、作り笑え顔がおで感情を覆い隠かくし、今度こそ本を取りに行った。
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　それから何日かたった後の昼休み、廊ろう下かを一人で歩いていたミリアは、エドワードに呼び止められた。アルフォンスとジョセフも一緒だ。

「本日茶会を開こうと思うが、どうだ？」

「申し訳ないですけど──」

　これ以上エドワードに関わるものかと思っていたミリアは、即そく座ざに断ろうとした。

　王太子殿でん下かからのお誘さそいではあるが、エドワードは無む理り強じいはしない。これまでもミリアは気乗りがしない時は断っていた。

「いいのか？　季節限定の新作ケーキを手に入れたぞ？」

「まさか……！」

　息を飲んだミリアに告げられたのは、通常時でも朝から並ばないと買えない、超ちょう人気店の名前だった。しかもそこの限定品である。

　ああ、そんな。

　ミリアは甘い物に目がない。

　滅めっ多たに王都に出ないミリアは、ケーキの新作が出た、シュークリームのレシピが変わった、パティシエが移い籍せきしたらしい、他国産の果物を使ったフェアをしている、といった令嬢たちの会話を聞くたびに、行きたい気持ちを我が慢まんしていた。

　別に行けばいいのだが、誘う相手がいないし、家から護衛を呼ぶのも大げさすぎる。

　これまで稀まれにエドワードのお茶会の誘いを受けてきたのは、実はデザートが目的だったりしていた。要は餌えづけされていたのだ。

　とはいえ、いくら甘い物好きでも、ここで誘ゆう惑わくに負けるほど馬鹿ではない。

　断腸の思いで断ろうとしたところで、エドワードの後ろにいる側近二人に目を止めた。

　そうだ！

「やっぱり行きます！」

「そうか。では放課後に」

　承しょう諾だくしたミリアに、エドワードがまぶしいほどの笑顔を見せた。




　お茶会の会場は、学園の敷しき地ち内にある庭園の一つ、水の庭園だった。その名の通り、四基ある噴ふん水すいが美しい庭である。

　エドワードは庭園を丸ごと貸し切り、中央のテーブルに準備をさせていた。

　季節は春。若葉の青々しい香りと、花々の甘い香り、そして水の清せい涼りょうな香りがした。

　四人が腰こしを下ろすのを合図に、使用人が無む駄だのないきびきびとした、かつ優ゆう雅がでもある動きでティーセットを用意していく。

　目の前に音もなく置かれた皿の上には、小さなイチゴが複数乗ったショートケーキ。

　ミリアは期待に目を輝かがやかせ、カップに口をつけるよりも先にフォークに手を伸のばした。

　美味おいしい。超美味しい！

　甘いクリームにイチゴの酸味が合わさって、絶ぜつ妙みょうなハーモニーを奏かなでていた。スポンジは甘くてふわふわでしっとりしていて、文句のつけようがない。

　幸せだ。

　顔が自然とほころんでいく。

　腕うでまくりをする勢いで二口目に取りかかろうとした時、ふと視線を感じて顔を上げると、アルフォンスから冷たい視線が向けられていた。ミリアの食べ方が気に入らないのだ。

　ミリアは最低限のマナーはわきまえているが、それではアルフォンスにとっては不足らしく、何かにつけて不満そうな顔を見せていた。先日の図書館でのことに限らず、令嬢らしくない、というお言葉は何度も頂ちょう戴だいしている。

　だが、この場で一番上の立場のエドワードは文句を言ってこない。それどころか、エドワードは今も──残念なことに──笑顔でミリアを見ている。

　どうせこの人たちとは生きる世界が違うんだから、とミリアは開き直っていた。

　アルフォンスの視線を受け流しつつケーキを堪たん能のうしていると、エドワードの使用人の一人がやってきた。

　彼がエドワードに耳打ちをすると、エドワードはうんざりとした顔で立ち上がる。

「少し席を外す」

　使用人を従えたエドワードが見えなくなると、ミリアは顔を引ひき締しめた。

　よしっ。

　エドワードは、お茶会でこうしてたまに短い時間いなくなる。何度か参加する必要があるかと思っていたが、運よく初回でチャンスが巡めぐってきた。

「アルフォンス様とジョセフ様は、最近のエドワード様の行動を、どう思いますか？」

　エドワードがいなくなったのを確認して、ミリアはさっそく切り出した。

　これを聞くためにエドワードの誘いを受けたのだ。二人が自分の味方なのか確かめたかった。三人だけになれるのはこの場しかない。

「あー……やっぱミリアも気づいてる？」

　苦く笑しょうしたジョセフが両手を頭の後ろに持っていき、椅い子すの背にもたれた。即座にアルフォンスが行ぎょう儀ぎの悪さをとがめたが、ジョセフは無視した。

　ミリアは曖あい昧まいに笑った。冬季休きゅう暇か前は全く気づいていなかったが、今はエドワードの好感度がマックスであることを知っている。

「ミリアには災難だけどさ、もう少し付き合ってやってよ。エドの初はつ恋こいなんだ。さすがに婚こん約やく者にとまでは言い出さないだろうからさ」

「……言い出すんですよ、このままじゃ」

　ミリアは二人には聞こえない音量でぼそりと呟つぶやいた。全てを打ち明けてこの二人に協力してもらえたら、どれほど心強いことか。

「ま、俺はミリアが王おう妃ひになってもいいと思うけどね」

「何を馬鹿なことを」

　にやりと笑ったジョセフの言葉を、アルフォンスが一いっ蹴しゅうする。

「最近の殿下の行動は一時の気の迷いです。ミリア嬢じょうも変な気を起こさないように」

　言い聞かせるような口調だった。

「わかっています」

「王太子妃はローズ嬢をおいて他にいません」

「もちろんです」

　ミリアは強く首を縦に振った。

「殿下へはこちらからも強く言っておきます」

「よろしくお願いします」

「まあまあ、そんなに深刻にならなくても、そのうち収まるって」

　のほほんとジョセフが言ったところでエドワードが戻ってきて、密談は終しゅう了りょうした。

　わずかな時間だったが、二人の考えを聞くことができた。

　アルフォンスは今のエドワードの態度をよく思っていない。

　一方、ジョセフはそれほど問題に感じていないようだ。それどころか逆に面おも白しろがっているようですらある。下手に協力を持ちかけると混ぜっ返される恐おそれがある。

　ミリアの味方になってくれるとしたら、アルフォンスの方だ。

　側近二人の考えを探さぐるというお茶会の目的は達成した。

　ケーキを口に運ぶところをエドワードにとろけるような顔で見られているのを感じ、これからの誘いは全て断ろう、とミリアは心に決めた。
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　この日、誹ひ謗ぼう中傷にさらされ、ローズに近づくことは叶かなわず、反対にエドワードから逃にげ回まわっている日々に疲れたミリアは、一カ月ぶりに図書館で本を読んでいた。

　最高だった……。

　読み終えた本をぱたりと閉じ、ハンカチを目に当てる。

　しばらく余よ韻いんに浸ひたった後、ミリアは本を手に立ち上がった。

　すると、視界の端はしに、アルフォンスの姿が映った。

　ミリアの中にいたずら心がわき上がる。

　昨日の仕返しをしてやろう──。

　ミリアはこのひと月、エドワードのお茶会の誘いを断るだけでなく、廊下で呼び止められても聞こえないふりをし続けるという作戦も実行していた。もしや避さけられているのでは、と察してもらうためだ。

　それを昨日「殿下を無視するのですか」とアルフォンスにとがめられたのだ。お陰かげで「無視なんてしていませんよ？」と弁解する羽目になり、一カ月かけた作戦が水の泡あわになった。

　味方に後ろから刺さされたようなものだ。ちょっとした仕返しくらいしてもいいだろう。

　ミリアは気づかれないように後ろからそっと近づいた。驚いた顔を想像してほくそ笑む。

　アルフォンスは閲覧スペースの端の席に座り、テーブルの上に紙を広げていた。蔵書を参照しながら書類仕事をしているようだ。

　うん？

　アルフォンスの横に立ち、目に入った数字に、ミリアは違い和わ感かんを覚えた。並んでいる数の割に合計の桁けた数すうが合っていないように見える。

　無意識に確かく認にんしてしまうのは、商会の仕事で染しみついた習慣だった。

　ふとアルフォンスが顔を上げた。ミリアを認めて目がわずかに見開かれる。いつも仏ぶっ頂ちょう面づらのアルフォンスにしては十分すぎる反応だった。

　やった！

　驚かせてやった。仕返し成功だ。

　いい気分になったミリアは、見ていた書類をとんとんと指で叩たたいた。

「これ、計算間違ってますよ」

「のぞき見ですか」

　アルフォンスが眉まゆを寄せた。

「すみません……」

　目の前で広げられているとはいえ、他人ひとの書類を勝手に見るのはよくなかった。

　アルフォンスはミリアを一にらみすると、ミリアが指し摘てきした書類を取り上げて目を通した。視線が流れていくのが速い。

「確かに……誤っていますね」

　感情の乗っていない平へい坦たんな声だった。

「ではこれで」

　用は済んだとばかりに、ミリアはアルフォンスから離はなれようとした。

　しかし足を踏み出す前に、アルフォンスが別の書類を一枚差し出した。

「こちらはどうですか？」

　挑いどむように言われ、ミリアは書類を受け取った。立ったままさっと目を通す。

　請せい求きゅう書か発注書の写しのようだ。項こう目もくと数字だけ書かれていて、何のための書類なのかはわからないようになっている。布地やら飾かざり紐ひもやら人件費やら。布の厚さや耐たい久きゅう度といった仕様が細かく書いてあった。

「合ってそうですけど……」

　ざっと概がい算さんしてみた。先ほどのような桁数誤りはない。一の位の合計は正しい。それ以上の精算は暗算ではしたくない。

　それより、この値段……。

「紙とペンがないと正確な数は出せません」

　ミリアには本ほん腰ごしを入れて確かめるつもりはなく、それだけ言ってアルフォンスに返した。

「ありがとうございます」

「いいえ。では」

　今度こそ立ち去ろうとアルフォンスに背中を向ける。

　だが、やっぱり言っておこうと思い、足を止めてくるりと振り返った。

「相場よりだいぶ高い布地を使っているようですね。見た感じ、騎き士し団の制服でしょうか。この条件だと、うちならもっと安くできますよ」

　書かれている内容通りなら、通常価格の二、三倍はしている。

　アルフォンスは厳しい顔で、受け取った書類とミリアを交こう互ごに見た。

　うーん、商会うちの売り込みはよくなかったか。

「布地の価格……」

　アルフォンスの呟きは、小言を言われる前に、とさっさと立ち去ったミリアには聞こえていなかった。




　娯楽小説のコーナーまでやってきたミリアは、壁を背にした書架の一番上の段を見上げた。目当ての本はそこに並んでいる。踏み台を使わなくてはならない高さだ。

　いつもは五段の踏み台を使うのだが、近くには低い三段のものしか見当たらなかった。

　ものは試ためしに、と低い踏み台に乗って手を伸ばしてみると、なかなかどうして届いてしまう。しかし背表紙に触ふれはするのだが、引き抜くにはやや背が足りなかった。

　こうなると足搔あがいてしまうものである。反対の手で棚たな板をつかみ、うーん、と目め一いっ杯ぱい背せ伸のびして、なんとか本を引き抜こうとした。

　指先に力を入れ、ぐっと引っ張る。

　もうちょい、もうちょい、と頑がん張ばっていると、ずずっと本が動いた。

　取れた。

　そう思い、かかとを下ろした瞬しゅん間かん──。

　バキッ

　嫌いやな音がして、ミリアは足を踏み外はずした。

「ぅわっ！」

　支えをなくして仰のけ反ぞった拍ひょう子しに、つかんでいた棚板を引っ張ってしまう。

　ぐらりと本棚が手前に傾かたむいた。

　落ちてきた本から顔をかばおうとして、腕が顔の前に出た。

　踏み台から落ちるのを防ぐことも、倒れてくる本棚を避けることもできず、目を閉じて身を硬かたくする。

　その腰に誰だれかの腕が回り、ぐっと後ろに引っ張られた。

　ばさばさと本が落ちる音と、ガゴンと物同士がぶつかる音がした。

　予期した衝しょう撃げきが来ず、恐る恐る目を開けると、目の前に本棚が斜ななめに倒れていた。ミリアが乗っていた踏み台を支えにして、完全に倒れてしまうのを免まぬかれている。

　本棚と床ゆかの間に本が散らばっていた。でたらめに積み重なって山を作り、ページがぐちゃぐちゃになっていた。

　もうもうと埃ほこりが立ちこめている。

　助かったのだと知って体の力が抜けた。

　すると、はぁぁぁ、と肩かた口ぐちから長いため息が聞こえてきて、ミリアは再び体を硬くした。

　見ると肩の上に誰かの頭が乗っていた。

　後ろで束ねた銀色の髪かみ──アルフォンスだ。

　床に座り、ミリアを後ろから抱かかえるように両りょう腕うでを回している。ミリアはその長い脚あしの間にちょこんと収まっていた。

「怪け我がは？」

　アルフォンスが顔を上げた。

　わっ。

　ミリアは息を飲んだ。前まえ髪がみがつきそうなくらい近い。

　深い緑色の虹こう彩さいのきらめきや、切れ長の目を縁ふち取どる長いまつげの一本一本までもがよく見えた。

　ウエストに回る腕の感かん触しょくと体温を急に意識して、顔が熱くなっていく。心臓がうるさい。

「どこか痛みますか？」

　ミリアの頭は真っ白になって、何も考えられなかった。

「ミリア嬢？」

　アルフォンスは体の向きを変え、ミリアの頰に手を添そえて顔を上げさせると、正面からのぞき込んだ。綺き麗れいな瞳ひとみに、硬こう直ちょくしたミリアが映っていた。

[image: ]

　ミリアの口がぴくりと動いた。

　それに反応してか、アルフォンスの親指がわずかに頰をさすった。

「……てください」

　許容量の限界だった。

「え？」

「離して下さいっ！」

　ミリアはアルフォンスを突つき飛ばした。

　しかし直後に、はっと我に返る。

　助けてもらったのに何てことを……！

「ああっ、すみませんっ、怪我はありませんか？」

「私は大だい丈じょう夫ぶですが……」

「私も怪我はしていません。助けて下さってありがとうございました」

　立ち上がったアルフォンスが手を差し出してくれて、ミリアも立ち上がった。

　改めてお礼を言おうとしたが、派手な音を聞いて駆けつけた職員に状じょう況きょうの説明を求められ、ミリアはいったんその対応に追われた。

　事故の原因は踏み板が腐くさっていたことと、重心を考こう慮りょせずに本を並べていたことで、図書館側の責任として片かたがついた。




　職員に何度も繰くり返し謝罪された後、ようやく解放されたミリアは、アルフォンスの所に向かった。

「アルフォンス様、さっきは本当にありがとうございました」

　丁てい寧ねいに頭を下げる。

「いいえ。怪我がなくて何よりです」

「何かお礼をしたいのですが」

　言葉だけでは気が済まない。大怪我をしたかもしれないのだ。

　多少入手が難しい物でも、商会の伝つ手てをたどって取り寄せるつもりだった。

　さあ来い！　とばかりに構える。

「でしたら──」

　アルフォンスは目をそらしてあごに手を当て、何かを考えるような仕草を見せた。

「──少々手伝って頂けませんか？」

　アルフォンスの正面の席を手で示されて、促うながされるままにミリアは椅子に座った。

　その前に書類の束がとさりと置かれる。

「書類に不ふ審しんな点があったら言って下さい。わかる範はん囲いで結構です」

　状況についていけず目をぱちぱちさせているミリアを置いて、アルフォンスは書類仕事に戻ってしまった。

　さっきみたいに、計算間違いとか、値段のおかしな箇か所しょを言えばいいの？

　困こん惑わくしたミリアはアルフォンスを見た。

　つやつやとした銀糸のような前髪の隙すき間まから、形のいい眉と伏ふせた目がのぞいている。下を向いていても美人だ。姿勢がよく、ペンを持っている姿が様になっていた。

　実は女め神がみに祝福されたチート転生者なんじゃないか、と馬鹿なことを考えた。ミリアと、もしかしたらローズも転生者なら、アルフォンスもということだってあり得るのでは。

　私、この超ちょう絶ぜつイケメンに、後ろから抱だきしめられたの……？

　思い出すとまた鼓こ動どうが速くなっていく。ミリアには刺激が強すぎた。

　あれは事故。あれは事故。

　心の中で唱えるが、視線はアルフォンスに釘くぎづけだ。

　すると、ふとアルフォンスが顔を上げて、眉を寄せた。

「やりたくないのなら結構ですが」

「やります！」

　これはお礼なのだ。やるに決まっている。

　ミリアはさっそく書類に目を移した。




　始めれば集中するのは早い。商会で書類仕事には慣れていた。

　商会で取とり扱あつかっている商品はもちろんのこと、服ふく飾しょく関係に限らず、国内の物品の市場価格は、ざっくりとではあるが頭に入っていた。商あきないに関わっている者としての嗜たしなみだ。

　十何枚目かに怪あやしい書類を発見し、アルフォンスに報告した。

「このシルクの糸の値段、高すぎると思います。輸入品なら納なっ得とくできますが、国産の糸の質が他国より劣おとっているわけではないので……わざわざ輸入するとなると、よっぽどこだわりがあるのかな、と思いました。どこの物なのかわかりますか？」

「ふむ……」

　ミリアの説明を聞いて、アルフォンスはあごに手を当てしばらく考えた後、手元に置いてあった書類をあさり始めた。

　そこから一枚取り出すと、指摘したばかりの書類をすっとミリアの前に戻し、シルク糸の部分を長い指でとんとんと叩いた。

「糸はリレリア国からの輸入、となっています」

「リレリア！　まあ……それならその値段でもわからなくはないですね……」

「何か気になることでも？」

「うちではリレリア産のシルクは扱ってないのでそれほど詳くわしくはないんですが、リレリアって結構暑いですよね。養蚕には向いてないんですよ。だから高いのは納得なんですけど、質もそこまででもないと言うか……。綿の栽さい培ばいの方が盛さかんです」

　そこまで聞くと、アルフォンスは書類を取り戻して、糸の部分をぐるぐると囲んだ。その横に何やら書き込んでから、先ほど計算ミスのあった書類の上に重ねた。

「他にも高額なシルク糸の書類があったと思うのですが」

「ありました。……っと、これですね」

　ミリアは確認済みの山から一枚を探し出し、アルフォンスの方に向けて置いた。

「これはですね、ここにテレン小国産と注ちゅう釈しゃくがついています。テレン産のシルクは特別なので、高いのは当たり前です。それにこれ、王族用の衣い装しょうの材料費ですよね。ボタンの所に王家の紋もん章しょう入りって書いてあります。儀ぎ礼れい用の衣装とかなら、このシルクを使っていても不思議ではありません。刺繡に使うんじゃないでしょうか」

「特別というのは？」

「糸が白じゃなくて、元から金色をしてるんです。すっごい希少なんですよ。テレンはこの輸出で成り立っている国です」

「ああ、東方にあるという……」

「遠いし流通量がわずかなので滅多に見られませんが、さすが王族は違いますね。うちではたぶんコネがなくて取り寄せられません」

　アルフォンスは手元の本をぱらぱらとめくり、あるページに目を止めて文字を指で追うと、そのようですね、と言った。

「他に不審な書類はありましたか？」

「計算間違いの書類が何枚か」

「そうですか。では続きをお願いします」

「わかりました」

　アルフォンスは淡たん々たんとしていたが、役に立てることがミリアには嬉うれしかった。

　商会の仕事以外で自分の知識を使うことは滅多にない。エドワードのお茶会で話題にするくらいで、学園で誰かに頼られるのは初めてだ。

　紙がめくられる音と、カリカリとペンが紙をひっかく音が続く。

　束で渡わたされた書類の確認が全て終わったら、アルフォンスに声をかけて説明する。

　ミリアの指摘が杞き憂ゆうのこともあったし、怪しいとアルフォンスがチェックをつけていくものもあった。

　疲れてきて、ミリアがうーんと伸びをした時、アルフォンスが顔を上げ、そろそろ終わりにしましょうか、と言った。

　いつの間にか窓の外が暗くなりつつあった。さらに続けるならランプが必要になってくる。ランプの揺れる光は苦手だ。

「アルフォンス様がいいのなら」

「十分です」

「なら、この一枚だけ確認してしまって、その後、終わった分の説明をします」

　ミリアは急いで確認を終わらせた。暗いことに気づいてしまうと途と端たんに文字が見づらくなるから不思議だ。これ以上やると眼がん精せい疲ひ労ろうになりそうだった。

「ありがとうございました」

「お礼になったでしょうか」

「ええ。助かりました」

「よかったです」

　肩の荷にが下りた感じがして、ミリアはにこりと笑った。

　アルフォンスは本を片づけてから帰ると言い、ミリアは何か借りていこうと思ったので、簡単な挨あい拶さつを交かわしてその場で別れた。

　だが、選んだ本の貸し出し手続きをしようとカウンターに向かっている途と中ちゅうで、躊躇ためらいがちなアルフォンスの声がミリアにかかった。

「ミリア嬢」

「何でしょう？」

「大変申し上げにくいのですが……」

　アルフォンスが言葉をにごす。目がきょろきょろとさまよった。本当に言いにくそうだ。

「……明日も手伝って頂けないでしょうか」

　ミリアから顔をそらしたまま、不安そうにアルフォンスは言った。そして決心したように息を吸い込むと、ミリアに強い視線を向けた。

「休暇中に父に言い渡された監かん査さ業務を続けているのですがとても回しきれず今後もミリア嬢がいて下さると大変助かりまして当然お礼はいたしますしなんなら正式にスタイン商会を通して依い頼らいするのでも構いません」

　息いき継つぎなしの早口だった。言い訳でもしているかのように焦あせった顔をしていた。

　人に助けを求めそうにないアルフォンスが、こんなふうに自分に頼たのみ事をしてくるなんて、今後一生ないのではないだろうか。期限までに仕事が終わらなくて泣きついてきた会社の後こう輩はいを思い出した。

「いいですよ。どうせ暇ひまなので」

「読書の邪じゃ魔まをしてしまいますが……」

　それは言わないで欲しい。アルフォンスが抱えている小難しそうな分厚い本や書類の束と比べると、娯楽小説を読んでいる自分が恥ずかしくなる。

「本は後でも読めますから」

「ありがとうございます」

「お礼はしっかりもらいます」

　ミリアは少し悪い笑みを浮かべた。対価があった方がアルフォンスも気が楽だろう。

「もちろんです。どこの菓か子しがいいですか？」

　うぐ。

　お菓子だとバレている。宝ほう飾しょく品やドレスがいいと言うわけがないと確信しているのだ。

　だって、ずっとエドワード様のお茶会を断ってて、しばらく食べてないんだもの。

　悔くやしくなって、ちょっといい店のお菓子を頼んでやろうと思った。

「考えておきます」

「どの店のものでもどうぞ」

「……はい」

　アルフォンスには全てお見通しだった。
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　数日後、ミリアは廊下でエドワードに呼び止められた。後ろにはやっぱりアルフォンスとジョセフを連れている。

「ミリア嬢！」

「何でしょうか」

　エドワードはなんだか焦ったような怒おこったような様子だった。

「先日あった図書館の本棚が倒れた事件、ミリア嬢が下した敷じきになるところだったと聞いた。なぜわたしに言ってくれなかったのだ」

　あの後事故があったことは噂うわさになっていたが、ミリアの名前は上がっていなかった。

　騒さわぎになるのが嫌で、図書館側にも頼んだのだ。名前を出さないでくれと。

　エドワード様にだけは知られたくなかったのに……絶対面倒なことになるから。

　アルフォンスに視線を向けると、かすかに首が横に振られた。口を滑すべらせたわけではないらしい。カリアード伯はく爵しゃく家の嫡ちゃく男なんがそんなへまをするわけがなかった。

　学園は王立だもんね。王族に隠し事ができるわけないか。

「なんともありませんでしたので」

「アルがいなければ怪我で済まなかったかもしれないのだぞ!?」

「でも、なんともありませんでしたので」

　ミリアが淡々と告げると、エドワードがはっと目を見開いた。

「もしや誰かがミリア嬢を──」

「殿下」

　よからぬことを言い出しそうになったエドワードを、アルフォンスが止める。

　ミリアはひやりとした。

　誰かが罠わなを仕し掛かけたかもしれないとは考えていなかった。

　事故だったのは確かだ。ミリアも踏み台の状態を確認した。

「あれは踏み板が腐っていたのが原因です。事故で間違いありません」

「だが……」

　エドワードが気き遣づかわしげにミリアを見た。

　ミリアに対する悪評のことを気にしているのだろう。元げん凶きょうはエドワードだというのに。

　今エドワードが思い浮かべている人物は、恐らくローズだ。

　まずい。

「私のせいなんです。届くかなと思って低い方の踏み台を使ったから。ちゃんと高い踏み台を使っていればこんなことにはならなかったのに……貴重な本を台無しにしてしまってごめんなさい」

　ミリアは頭を下げた。

「いや、ミリア嬢のせいではない」

「そうだよ、事故だったんだから、ミリアが気にすることない」

　エドワードに続いてジョセフも慰なぐさめる。

　ジョセフがミリアの肩に手を置こうとしたのを、エドワードが叩き落おとした。




　翌朝、ミリアの部屋に紅あかい薔ば薇らの花束が届いた。エドワードからだった。

　届けに来た使用人たちはミリアの横をすり抜けて部屋に入り、テーブルの上に花か瓶びんを設置して手て際ぎわよく生けると、丁寧に頭を下げて出て行った。

　備えつけの調度品のみのシンプルでしかなかった部屋に、ぱっと赤い色が咲さいた。

　エドワードから直接花を渡されたことは今までにもあったが、それはせいぜいキッチンブーケほどの小さなもので、ここまで豪ごう華かな、しかも薔薇の花束は初めてだ。

　どれも完全に花開いていて、つぼみや開いたばかりの花を程ほどよく混ぜるような、長く楽しめるようにしたものではなかった。実用性よりも見み栄ばえに特化している。

　この時期にこれだけ見事に咲き誇っているのだから、王宮の温室で育てられたものだろう。市場で買えばかなりの値がつく。

　ミリアの見立てが正しければ、花瓶も某ぼう有名工こう房ぼうで作られた高級品だった。

「一体なんなの……」

　困惑したミリアだったが、いつまでも部屋にいると遅ち刻こくしてしまう。

　とりあえず校舎に行こう、と建物から出ようとしたところで、外が騒がしいことに気がついた。開いた玄げん関かんの向こうに人だかりができている。誰かがドレスの集団に囲まれているようだった。

　まさか──。

　ぶんぶん、と頭を振ってよぎった悪い予感を追い出す。考えるとフラグが立つ。

　だがミリアの悪い予感はやっぱり当たってしまう。

　人の輪の中心にいたのはエドワードだった。令嬢たちとにこやかに話している。

「ミリア嬢！」

　寮りょうから出るミリアを目にした途端、エドワードは駆け寄よってきた。

「おはようございます、殿下。今日は早いですね」

　ミリアが作り笑顔で挨拶をすると、令嬢たちにぎろりとにらまれた。

　顔ぶれは毎朝エドワードを囲んで校舎に来る令嬢たちだった。いつも学園の正門でエドワードの入り待ちをしているらしい。

「ミリア嬢を待っていたのだ」

「何の用ですか」

　多少冷たい反応になってしまうのは致し方ない。寮の前で待たれるなど迷めい惑わく以外の何物でもないからだ。

「また図書館での事故のようなことがあっては大変だ。校舎まで一いっ緒しょに行こう」

　登校中に事故なんて起きるわけないじゃない。

　しかし、断ったところで行き先は同じだ。抵てい抗こうしても意味はない。

　かくしてミリアは、王太子様と共にご令嬢方に囲まれて歩くことになった。

　エドワードは懸けん命めいに話を向けてきたが、会話を続ける気がなかったので、ミリアは適当にあしらった。

　そんなミリアに業ごうを煮にやしたのか、エドワードが爆ばく弾だんを落とす。

「贈おくり物ものは気に入ってもらえただろうか」

「……はい。ありがとうございました」

　お礼は後でこっそりと言うつもりだった。こんな大勢の前ではなくて。

「香りのいい薔薇だっただろう？」

　言われてミリアはめまいを感じた。

　ここでそこまで言う!?

　エドワードは婚約者のことをど忘れしたらしい。頭の検査に行くべきだ。そのまま入院すればいいのに。

「……そうですね。紅い色が綺麗でした」

　ミリアにはそう言うしかない。

　エドワードは満足そうにうなずいた。

　ご令嬢様方が発する黒くどろどろとした怨えん嗟さの空気の中、エドワードは一人でご機き嫌げんになっている。

　幼い頃ころから注目され続けた弊へい害がいなのだろうか。ごくごく平へい凡ぼんに育ってきたミリアは今にも窒ちっ息そくしそうだというのに、エドワードは全く意に介かいしていない。

　ミリアはどんよりとした空を見上げた。

　まだまだ校舎は遠い。




　やっとの思いで講義室にたどり着き、ミリアは隅すみの席へとさっさと向かった。エドワードの定位置、中央前方の席とは十分に離れている安全地帯だ。

　だが、エドワードはミリアを席まで追いかけてきた。

「昼には雨が降る。だからカフェテリアで共に食事をとろう」

　確かに今日の天気は悪かった。先ほどの空の様子は、今にも降り出しそうなほどだった。昼まで到とう底ていもちそうもない。

　エドワードは、以前宣言した通り、食事の場所をカフェテリアに移していた。

　一方のミリアは、あの「エドワード手ての甲こうに口づけ事件」以降、晴れの日は庭園で食べ、雨の日は昼食の時間をずらしてエドワードを避けていた。

　今日もそうするつもりだったのに、まさかエドワードに正面切って誘われてしまうとは。

　しかしそれはミリアにとっては幸いである。強ごう引いんに席に座られるより断りやすい。

「ご遠えん慮りょします」

　ミリアは一言で断った。

　むぅ、とエドワードが口をとがらせた。

　王太子様、人前でその顔は王族としてどうかと思いますよ。




　昼休み、なぜかミリアの向かいの席にはエドワードが座っていた。その横に並ぶようにしてアルフォンスとジョセフも着席している。

　三人はミリアについてきたのだ。

　しかもエドワードはミリアと共にカウンターに並び、自らトレイを運んだどころか、ミリアのトレイまで持つ始末だった。

「エドワード殿下、わたくしは先ほど、殿下のお誘いをお断りしたのですけれど？」

　わざと他のご令嬢を真ま似ねして丁寧に言う。

「そうだったか？」

　エドワードは笑顔ですっとぼけた。

「殿下、はっきりと申し上げます。こういったことは困ります。わたくしのことはお気になさらず、どうぞ他の方々との親交を深めて下さいませ」

「料理が冷めてしまう。食べようか」

　聞けよ。

　エドワードの見事なスルーに、本音が顔に出た。さすがに声には出さなかったが、半眼になった所を見られたのか、ジョセフがぷっと吹ふき出した。

　どうにかして下さいよ、とアルフォンスを見るが、無言で首を振られただけだった。止めはしたということなのだろう。

　エドワードは気品あふれる仕草で優雅に食事を始めた。アルフォンスとジョセフも続く。

　ミリアは、個室に引っ張り込まれなかっただけいいよね、とか、二人きりじゃないだけましだよね、とポジティブ思考に切り替えて、食事を楽しむことにした。

　周囲の反応はシャットアウト。食事に集中する。

　エドワードが振ってくる話に適当に受け答えしつつ、ミリアは存分にランチを味わった。

　全員が食べ終えたあたりで、エドワードが懐かい中ちゅう時ど計けいを見て席を立った。

「……そろそろ行く」

「え？」

　早くない？　食べた後もだらだらと居い座すわるつもりだと思ってたのに。

　思わず驚きの声を上げてしまったミリアに、エドワードが嬉しそうな顔をした。

「なんだ？　いて欲しいのか？」

「そんなことは全くありません」

「そうか。ではまた午後に」

　ミリアが心のままにはっきりと否定すると、苦笑いをしたエドワードが軽く手を上げて立ち去った。




　午後は休み時間のたびにエドワードが近づいてきた。

　そのまま放課後も付き合わされるものだと思っていたのだが、お茶会の誘いはなかった。

　拍子抜けして図書館で本を読んでいると、遅おくれてアルフォンスがやってきた。

「殿下の対応でお疲れとは思いますが……」

「エドワード様には困らされていますが、アルフォンス様のお手伝いは大丈夫ですよ」

「疲れたらおっしゃって下さい」

「わかりました」

　申し訳なさそうにしているアルフォンスから書類を受け取った。

　普段は無表情で塩対応なのに、仕事の時だけは色々と気遣ってくれる。手伝ってもらっているという負い目なのだろうか。

　その他にも、ミリアの指摘に感心する顔や、知らないことを少し悔しがっている様子、仕事を終えた時にほっと息をつくところなどを見せる。

　いつもと違うアルフォンスが見られるこの時間を、ミリアは割と気に入っていた。

　ミリアが仕事をきっちりとやり遂とげ、夜に自室に帰ってみると、部屋には新しい薔薇の花とメッセージカードが届いていた。朝とは違う花瓶に生けられたピンク色の薔薇は、もちろんエドワードからだった。




　翌朝、また薔薇が届いた。今度はオレンジ色だった。

　そして、二日連続の雨だった。

　寮の前には傘かさをさしたエドワードが待っていて、傘をさした令嬢たちに囲まれていた。

　エドワードはミリアを自分の傘に入れようとしたが、濡ぬれたくないと強く主張して難を逃のがれた。

　濡らしはしないと言われても、ミリアをかばってエドワードが濡れるのはもっと困る。王太子様に風か邪ぜでも引かれたら一大事だ。

　移動中にまた食事に誘われた。断ってもどうせ来るんだろうと思い、承諾した。

　これで午前中は静かになるという目もく論ろ見みもあったのだが、結局エドワードは休きゅう憩けいごとに何だかんだとミリアの所へやってきた。よっぽど暇なのだろう。そうに違いない。

　昼にカフェテリアへ移動している途中、アルフォンスが個室を提案してきた。

「人目を気にしているのでしたら、個室にしたらいかがですか？」

「そうだな。それがいい。そうしよう」

　自分は全く気にしていないくせに、エドワードがもっともらしく同意する。

「アルフォンス様とジョセフ様も一緒ですか？」

「もちろん」

「私、カフェテリアの日ひ替がわりランチセットが食べたいんですけど」

「用意させよう」

「それなら個室でもいいです」

　ミリアは渋しぶ々しぶ了りょう承しょうした。




　意外にも、個室での昼食は快適だった。

　日替わりランチならいつも通りに気楽に食べられる。三人とも同じセットにしてくれたので給きゅう仕じも必要なく、引っ込んでもらえた。水ぐらい自分で注ぐ。

　誰の目もない環境のなんと素す晴ばらしいことよ。

　カフェテリアでのぼっち飯も庭園でのぼっち飯も居い心ごこ地ちがいいが、個室も悪くない。

　ぱくりと川魚のフリッターを口に入れる。今日もご飯が美味しくて幸せだ。

「エドワード様、昨日の放課後と今朝のお花、ありがとうございました」

「気に入ってくれたのだな」

　気に入りはした。部屋が華はなやかなのはいい。薔薇の香りも心ここ地ちよかった。

「ですが、もうやめてもらえませんか？」

「なぜだ？」

「贈られても困ります。お返しもできません」

「返礼など気にするな。喜んでくれるならそれでいい」

　気にするなと言われても、下心が丸見えだ。エドワードは本気でミリアを落としにかかっている。図書館の事件がきっかけになったのだと思われた。

　こんなシナリオ、ゲームにはなかった。描びょう写しゃされていなかっただけかもしれないが、もしかしたら、ミリアがエドワードのことを好きではないからなのかもしれなかった。いわゆるシナリオ補正というやつだ。

「ローズ様に悪いです」

「ローズのことは気にしなくていい」

「そんなわけにはいきません。エドワード様の婚約者ですよ？」

「本当にローズのことは気にしなくていい。私がミリア嬢に贈りたいのだ。これからも受け取ってはくれないか？」

　エドワードが泣きそうな顔をした。

「そういうわけにはいきません」

「そうか……」

　応じてくれてほっとしたのも束つかの間、エドワードはナイフとフォークを置いてミリアの側そばまで来ると、床に片かた膝ひざをついた。

「エドワード様!?」

「殿下！」

　ミリアの悲鳴に続き、アルフォンスも声を上げた。

　エドワードが懐ふところから小さな箱を取り出す。表面は紺こんのベルベット。いかにもな箱だ。

「花が駄だ目めだというのなら、代わりにこれを受け取って欲しい」

　ぱかりと開いたその中には、イヤリングが一対入っていた。

　パーティでつけるような大げさなものではなく、小さなピンク色の石が一つついているだけの非常にシンプルなイヤリングだった。

「殿下……」

　アルフォンスが呆あきれていた。絶対に受け取るなとミリアに視線を寄よ越こす。

　その心配は無用だ。アクセサリーなどもらえるわけがない。花よりも質たちが悪い。

　何よりミリアは知っていた。

　可か愛わいらしい小さなその石は、ピンクダイヤモンドである。普ふ通つうのダイヤよりずっと希少で高価な宝石いしだ。

　こんな高いもの、受け取れるわけないじゃない。

「頂けません」

「気軽に使ってくれたらいい」

　気軽になんて使えるか。ぽろりと落としでもしたらどうする。

「無理です」

「ただ受け取ってくれるだけでもいいのだ」

「困ります」

「ミリア嬢」

　駄目だ。らちがあかない。

　私の気持ちをはっきり伝えるべきなの？

　でも、告白もされていないのに、何て言えばいいんだろう。ゲームになかったから、どう反応するのが正しいのかわからない。逆効果になるかもしれないし……。

「……わかりました。代わりにというなら、お花を受け取ります。でも薔薇はやめて下さい。出窓に置けるくらいの可愛い小さなものが好みです」

「わかった」

　両方受け取ってもらうつもりだったに違いないエドワードは、残念そうな顔でぱたんと箱を閉じ、席へと戻った。

　何もなかったような顔をして食事を再開するエドワードに、アルフォンスが厳しい目を向けていた。後で小言を言うのだろう。しっかりと言い聞かせてやって欲しい。




　エドワードから贈られる花が、希望通り小さなブーケに変わった。朝はミリアが寮を出る前に使用人が飾りに来て、夕方はミリアが寮へ帰ってくる時にはもう飾ってある。

　茶会に来ないから、とエドワードの毎朝のお迎むかえが日課になった。

　庭園で一緒に昼食をとるのを断ったら、雨の日は個室で昼食を食べることになった。

　休み時間に講義室にいないようにしていたら、隣となりに座るようになった。

「どんどん状況が悪くなってく……」

　ミリアが逃げようとすると、エドワードはますます距きょ離りを詰つめてくる。

　身動きがとれないまま、焦りだけが募つのっていった。
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　ぐいぐいと迫せまってくるエドワードをなんとか遠ざけ続け、後期も半分すぎたある日の昼、ミリアはいつも昼食をとっている庭園に向かっていた。

　図書館に行く途と中ちゅうにあるその庭園は、放課後はお茶をしている生徒もいるのだが、校舎から離はなれているため、昼休みはほとんど誰だれもいない。

　だだっ広い芝しば生ふに木が一本立っていて、下にテーブルセットが置いてある。芝生にもいくつかテーブルセットはあるが、木こ漏もれ日びの中で食べるのがお気に入りだった。

　ミリアの手にはバスケット。朝カフェテリアで注文して今さっき受け取ってきたこのカゴの中身は、サンドイッチとビンに入った紅茶だ。

　温かいお茶ではないのが残念だが、贅ぜい沢たくは言うまい。食後に用意してくれる使用人はいないのだから。ビンからラッパ飲みするわけにはいかないので、カップも入っている。

　重くはないが、令れい嬢じょう自ら持つものではないんだろうな、と苦く笑しょうする。

　白く塗ぬられている金属製の丸いテーブルの上にバスケットを置いた。

　四脚きゃくある椅い子すの一つに座ると、誰も見ていないことを確かめてから、行ぎょう儀ぎ悪くテーブルに両手を伸のばして突つっ伏ぷした。

　疲つかれた。すんごい疲れた。

　エドワードが構い倒たおしてくるのをあしらうのは骨が折れる。

　それに、ローズが何も言ってこないのが不気味だった。

　婚こん約やく者なら普ふ通つう、嫌いや味みの一つや二つ、言ってくるものじゃないの？

　エドワードに対たい抗こうするだけで精せい一いっ杯ぱいで、ローズに対しては何もできていない。

　ローズが静かでいればいるほど、やっぱり転生者なんじゃないか、という不安が膨ふくれ上あがっていく。

　とりあえず、ご飯を食べて元気を出そう。

　ミリアは気を取り直して体を起こし、バスケットから昼食を取り出した。

　分厚いハムとチーズが挟はさまったサンドイッチを前に、あーん、と大きく口を開けた時、遠くに赤とオレンジのドレスが見えた。

　この距きょ離りなら大口を開けているのも見えるまい、と遠えん慮りょなくがぶりとかぶりつく。今日も美味おいしい。塩加減が絶ぜつ妙みょうだ。

　令嬢二人との距離を測りつつ、まだいけると踏ふんで二口目。

　三口目はそろそろ小さくいこうかとにらんでいると、令嬢たちの様子が変だった。庭園の横を通り過ぎるだけなのかと思いきや、まっすぐミリアの方へ向かってくる。

　しかもよく見ればローズとリリエントだった。

　ミリアはサンドイッチを置いて紅茶を飲んだ。

　落ち着いているように振ふる舞まってはいたが、内心はどきどきだった。

　何せローズと話をするのは数カ月ぶりなのである。

　待って、もしかしてこれって大チャンス？　ああでも、転生者かどうか確かめる方法をまだ思いついてない……！　せっかくの機会なのに!!

　思考を巡めぐらそうとするが、焦あせるばかりで何も思おもい浮うかばない。

　とうとうローズとリリエントが目の前まで来た。ミリアは立ち上がり、ごきげんよう、と作り笑え顔がおの挨あい拶さつを交かわす。

　何か、何かヒントだけでも……！

「どうぞお座り下さい」

「いいえ、すぐに済みますわ」

　二人の侯こう爵しゃく令嬢様を差し置いてミリアだけ座るわけにもいかない。エドワード──といつも一いっ緒しょにいるアルフォンスとジョセフ──は例外中の例外だ。

　三人は立ったまま話すことになった。

「ミリア様にお伝えしたいことがあって参りましたの」

　ローズが完かん璧ぺきな微笑みを浮かべる。

　その横で、リリエントがさっとミリアの全身を眺ながめ、勝かち誇ほこったような笑えみを見せた。

　リリエントは平へい凡ぼんな茶色い髪かみと目を持ちながらも、ローズと同じく超ちょう美人である。ローズが悪役令嬢らしいきつめの美人なら、リリエントはさらにきつい美人だった。

　ミリアを見る目は、ミリアの振る舞いを視線でとがめるアルフォンスにそっくりだ。さすが婚約者。

　ローズに視線を戻もどす。

「なんでしょうか」

「五日後にうちでお茶会を開きますわ。ミリア様もぜひいらして」

「お茶会、ですか？」

「ええ、王都の別べっ邸ていで。内輪の集まりですから、気楽にいらして下さいね」

「えぇと、私は──」

「ハロルド家から正式に招待状をお送りしましたわ。ミリア様がお部屋に戻られる頃ころには届いていることでしょう」

　ご遠慮します、という決まり文句は言わせてもらえなかった。

　ハロルド侯爵家からの正式な招待状。それは、男だん爵しゃく令嬢であるミリアには容易に断れないことを意味していた。エドワードでさえしない禁じ手だ。逃にげられない。

「わたくしもご招待頂きましたの。ミリア様とお話しできることを楽しみにしていますわ」

　にんまりとリリエントが笑った。

　用件はそれだけです、と言って二人は去ろうとした。

「どうして急に私を？」

　引き止めるように聞いたミリアに、だって、とローズが振り返ってにこりと笑った。

「わたくし、ずっとミリア様と親しくなりたかったのです」

　目が笑っていなかった。

　茫ぼう然ぜんとしたミリアは、二人の姿が見えなくなってから、へなへなと椅子に座り込んだ。

　悪役令嬢がヒロインに話しかける＝イコール嫌味、と考えていたが、相手は転生者かもしれないのだ。そう単純なわけはなかった。

　何が待ち受けているのか全く読めない。悪役令嬢とのお茶会なんてゲームにはなかった。

　ただ嫌味を言われるだけ？　ビンタでもされる？　参加者全員で罵ば倒とうとか？

　それならミリアはただじっと耐たえていればいい。覚かく悟ごして行けばなんとかなるだろう。

　でももしエドワード様との仲を激げき励れいでもされてしまったら？　喜んでご協力いたしますわ、とか。

　悪い想像はいくらでもできた。

　ううん、嫌味を言われるだけでもまずいんじゃない？　ヒロインへの暴言は、悪役令嬢が婚約破は棄きされる理由の定番だもの。

　どっちに転んでも事態は悪化する。

　なんとか断れないかと思うも、侯爵家の正式な招待状の前では、しがない男爵令嬢のミリアは無力だった。諦あきらめて行くしかない。下手に仮け病びょうでも使って噓うそだとバレたら余計こじれてしまうだろう。

　それで、行くのは決定として、お茶会って何着て行けばいいの？　話す内容は？　手て土産みやげとかって必要なの？

　エドワード以外にお茶会に招待されたのは初めてで、しかも学園ではなく屋や敷しきでの開かい催さいだという。何もかもがわからなかった。

　もしいつも通りに振る舞ったら……あれ？　まさか私が転生者だってバレる……？

　元は平民だが、もう貴族の学園に二年半以上通っている。お茶会のマナーくらい学んでいて当然なのかもしれない。エドワードのお茶会には参加しているのだから。

　それなのに全く身についていないということになったら、転生したせいで身分制度に疎うといからだ、と思われるような気がした。

　せめて、貴族社会に溶とけ込んでいるようには振る舞った方がいいのではないか。

　普ふ段だんのミリアを見ていれば今さらではあるが、不安要素は潰つぶしておきたい。

　やるしかないと思った。お茶会で完璧なマナーを見せるのだ。

　とはいえ──。

　今からお茶会のマナーを身につけるとして、一体どうすればいいのだろうか。

　悩なやみながら食べるのを再開したサンドイッチは、何の味もしなかった。

　あんなに美味しかったのに、と涙なみだが出そうになる。

　食べ物を粗そ末まつにはできないので、ミリアはもそもそと全部食べ切った。




　途と方ほうに暮れたミリアは、アルフォンスに助けを求めることにした。

「五日後、ローズ様のお茶会に参加することになりました」

「そうですか」

　書類仕事の合間に打ち明けると、アルフォンスは、だからなんだ、という顔をした。

「着ていくドレスとか、振る舞い方とか、マナーが全然わからなくて……」

　もごもごと言うミリアに、アルフォンスは諦めと憐れん憫びんの目を向けた。そんなことも知らないのか、と視線が言っていた。

　だって誰も教えてくれなかったんだもの。

　幼少期からお茶会を日常的に開いているお貴族様は、紅茶を飲みながら談だん笑しょうするだけ、とでも思っているに違ちがいない。

　まさか、自分には関係ないからと最低限のマナーしか身につけようとしなかったツケを、こんなところで支し払はらう羽目になるなんて思いもしなかった。

「エドワード様以外のお茶会に参加したことがなくて……。相応ふさわしいマナーを身につけたいんです。ほらっ、失礼があってはいけませんしっ！」

　相手が転生者かもしれないので、とは言えない。当あたり障さわりのない理由を口にした。

「どうか私にお茶会のマナーを教えてもらえませんか？　アルフォンス様しか頼たよれる人がいないんです」

　祈いのる思いで頭を下げた。

　だが、返事が返ってこない。

　やっぱり迷めい惑わくだっただろうか、とミリアが恐おそる恐る顔を上げると、アルフォンスがため息をついた。

「……わかりました。私でよければお教えしましょう」

「ほんとですかっ!?　ありがとうございますっ！」

「では、まずはその言こと葉ば遣づかいからどうにかしましょうか」

「えっ？　いえ、私はお茶会のマナーを──」

「何を言っているんです？」

　アルフォンスは冷え冷えとした目をミリアに向けた。

「きちんとマナーを身につけたところで、その話し方では全てが台無しです」

　えぇー……？

　困こん惑わくするミリアの前で、アルフォンスはてきぱきと広げていた書類をまとめて横に置き、テーブルの上に組んだ手を置いた。

「さっそく始めましょう。先ほどの会話を振り返る所からやりましょうか」

「あの、マナーだけで──」

「始めましょう」

　有う無むを言わさぬ口調だった。

「はい……」

　人選を間ま違ちがえたのではと思うも時すでに遅おそし。ミリアにはうなずくしかなかった。

　こうして、アルフォンスによる厳しく妥だ協きょうのない令嬢教育が始まった。




　四日後、アルフォンスはミリアのためにお茶会を開いてくれた。言葉遣いと並へい行こうしてみっちりと詰つめ込んだ作法を実じっ践せんするためである。

　参加者はアルフォンスとミリア、そしてジョセフだ。エドワードは呼んでいない。話してもいないらしい。さすがアルフォンス。よくわかっている。

　場所は学園内のサロンの一室、花の間まだった。エドワードのお茶会はいつも庭園で開かれていたので、ミリアがサロンに入るのは初めてだ。

　花の間はその名の通り、花をテーマにした部屋だった。

　壁かべの上三分の二と天てん井じょうが柳やなぎ色で、壁の残りの下三分の一はワインレッド。蔦つたをモチーフにした金色の彫ちょう刻こくが細く境目に入っている。床ゆかにはアイボリーを背景に薔ば薇らが描えがかれた毛足の短い絨じゅう毯たんが敷しかれていた。

　テーブルセットは焦こげ茶ちゃ一色だったが、テーブルの上面以外は椅子の背もたれの縁ふちに至るまで、草花が隙すき間まなく彫刻されていた。椅子のクッションは壁の下方と同じワインレッドだ。

　紅茶と一緒に出されたのはミルフィーユだった。

　サクサクとした軽いパイ生き地じにこってりとしたカスタードクリームが挟まれている。皿の上にはスライスされたイチゴと生クリームが添そえられていた。

　ミルフィーユをそのまま崩くずさずに食べるのは不可能だ。上からナイフで切ろうとすると潰れてクリームがはみ出てくる。

　これは横よこ倒だおしにしてからナイフを入れて食べるのである。

　以前、四苦八苦しているミリアに呆あきれたアルフォンスがそう教えてくれた。

　今もアルフォンスとジョセフは倒してから綺き麗れいに切っていた。勢い余ってナイフの先を皿に強くぶつけることもなく、サクッと見事に分けている。

　まあ、この二人の前で今さら取とり繕つくろう意味はない。

　……と、いつもなら気楽に食べ始めるところだが、今回ばかりはそうはいかない。アルフォンスの厳しい視線が痛いほどに注がれている。

　うう……。

　実践の場で、よりにもよって難易度の高いミルフィーユ。なんという鬼き畜ちく。知ってたけど。……知ってたけど!!

　見られすぎていると、緊きん張ちょうして手が震ふるえそうになる。

　ミリアは慎しん重ちょうに最初の一口を切り分けた。

　アルフォンスは何も言わない。とりあえずは及きゅう第だい点ということか。

　ぽろぽろとこぼしてしまわないように、注意して口へと運ぶ。

　ああ、美味しい……！

　生地はふんわりとバターの香りがして、表面のキャラメリゼ以外に甘みはないが、甘めのカスタードクリームと一緒に食べると、口の中でちょうどいい甘さになった。クリームに使われているバニラビーンズの香りが鼻に抜ぬけていく。

　至福の時だった。自然と顔がほころんでいく。

　乙おと女めゲームのことも、エドワードのことも、ローズとのお茶会のことも、懸け念ねんは全て頭の中から消え去って、味にだけ集中できた。

「それで、明日ローズ嬢じょうのお茶会に行くんだって？」

　一口目を堪たん能のうし終えたところで、ジョセフが話を切り出した。

　あっという間に現実に引き戻される。

「はい……」

　考えたくないけど、考えないと。

「呼ばれたからとりあえず来たけど、俺は何をすればいいわけ？」

「ミリア嬢の振る舞いにおかしな点がないかチェックを。それと、参加者のリストを手に入れましたので、情報の補足をして頂きます」

「参加者のリストなんて一体どこで……ああ、リリエント嬢か」

「ええ、まあ……」

　さすが婚約者。そういう情報も入ってくるんだ。

「服は決まったのか？」

「はい」

　アルフォンスには、明るい色のバッスルドレスを、と事前に助言をもらっていた。

「それですが、今から水色のドレスを用意することはできますか？」

　確か王都の別邸の衣い装しょう部屋にあった。

　でもなんで水色なんだろう。

「できますけど……」

　答えた途と端たん、アルフォンスから厳しい視線が飛んできた。

「え、ええ、できますわ」

　慌あわてて言い直すと、ジョセフが珍ちん獣じゅうでも見たかのような顔をした。

「では水色にして下さい」

　疑問を挟む余よ裕ゆうがなく、ミリアは黙だまってうなずいた。

「ハロルド領のダイヤを使った宝ほう飾しょく品の用意もできていますね？」

「はい」

　ハロルド領はダイヤモンドのカットが盛さかんなのだ。これも事前にアルフォンスに指定されていた。

「そこまで気にするか？」

　ジョセフが呆れたように言った。

「下手に敵対関係の家縁ゆかりのものを身につけて悪印象を持たれるよりいいと思いますが？」

「うわー……」

　ジョセフは引いていたが、ミリアにはありがたいアドバイスだった。隙すきはなければないほどいい。

「あ、そうだ」

　聞き忘れていたことを思い出してミリアが声を上げると、カップを傾かたむけたアルフォンスにじろりとにらまれた。

「……失礼いたしました。お茶会には、何かお菓か子しなどを持参した方がよろしいのでしょうか？」

　んぐ、とアルフォンスの方から異音が聞こえた。紅茶を吹ふき出だしそうになったらしい。そこまで変なことを言っただろうか。

「何も持っていく必要はない。よっぽど親しければ渡わたすこともあるけど、それは招待に対するお礼というよりは、プレゼントって感覚」

　ナフキンで口を押さえているアルフォンスの横で、ジョセフは優やさしく答えてくれた。

「商談に行く時は何かしら持っていくよな。新しい商品のサンプルとか、お菓子とか」

　ジョセフがフォローするように言った。うんうん、とミリアがうなずく。スタイン商会の常識では、訪問時の手土産は絶対に必要なのだ。

「馬車で向かえばいい……よろしいのですよね？」

「ああ。男爵家の馬車でいい。侍じ女じょを連れてな」

「…………私一人で向かうつもりでした」

「そこからでしたか……」

　アルフォンスが片手で目を覆おおっていた。常識すぎて教えるのを忘れたらしい。

「お茶会の間は、何をお話しすればよろしいでしょうか？」

「令嬢だけの茶会ですから、まずは他の令嬢のドレスなど、身につけているものを褒ほめるのが無難です。くれぐれも殿でん下かとの茶会のように菓子の話ばかりしないように」

　ジョセフがくっと笑った。

「わかりました」

　ミリアは不服そうに答えた。お菓子のことばかり話してなどいない。他の話題に比べて、ほんのちょっと多いくらいだ。

「後は噂うわさ話ばなしでしょうか。主に恋れん愛あい関係です」

「それは、要するに私のこと、ですわね」

「そうですね」

　アルフォンスに肯こう定ていされて、ミリアは項うな垂だれた。エドワードとのことは絶対話題になる。

「エドワード様とのお話になった時に、気をつけることはございますか？」

「花とイヤリングのことは言わないで下さい」

「自分から言いませんよ、そんなこと」

　思わず言葉が崩れた。

「いや、花は聞かれるから何か言い訳を用意しておいた方がいい。毎朝毎夕だろ？　最初は薔薇だったっていうし。朝の迎むかえもな」

　大変だなー、とジョセフが笑いながら言った。絶対面おも白しろがっている。

　ミリアとアルフォンスは揃そろってため息をついた。

　自分がアルフォンスの立場だったら、あのバカ王太子がっ、と悪態をついているところだ。さすがに二人の前では口に出せなかったので、心の中で罵倒しておく。

「平民の生活についてエドワード様にお教えしていて、お花もそのお礼に頂いているというのはどうでしょうか？　ご遠慮しましたが気を使って下さって、と。薔薇だったのは、私が前に好きだと申し上げたことにします」

「朝の迎えも平民の話をするためってことにする？」

「平民の話はしておりません。と言いますか、特に実のある話はしておりません。ただの雑談です。それに会話は他の方も聞いていらっしゃるので、誤ご魔ま化かしはできません」

　今思い出そうとしても内容が出てこないくらい、どうでもいいことしか話していない。

　またアルフォンスとため息が揃った。

「エドワード様関連の言い訳は自分でじっくり考えておきます」

「殿下との関係が危あやういと思われるような事態をローズ嬢が許すとも思えませんから、話題にもならないかもしれません」

「そうならばいいのですが……。他に気をつけておくことはございますか？」

　アルフォンスが参加する令嬢について教えてくれた。名前、容姿、親の職業、社交界における家の立場などだ。そこにジョセフが噂話を補足していく。

　ミリアも情報だけはそれなりに持っているつもりだったが、知っているよりもずっと濃こい内容が聞けた。

　貴族の世界は跡あと目め争いでドロドロだった。世せ襲しゅう制なんてろくなものじゃない。

　浮うわ気きやら不ふ倫りんやらでもドロドロだった。政略結けっ婚こんもろくなものじゃない。

　一通り話を聞いた後、アルフォンスによる実技指導が行われた。

「最初の印象というのは非常に重要です。ですから、まずはカーテシーからやりましょう。立って下さい」

「そ、そこからですか？」

「ほら、時間がありませんよ。早くこちらへ」

　椅子から立ち上がると、まずはやってみろと言われた。

　ミリアはその場でドレスをつまみ、片足を引いて膝ひざを曲げ、正面に立ったアルフォンスに淑しゅく女じょの礼を披ひ露ろうする。

　それを見たアルフォンスは、眉み間けんに指を当ててため息をついた。

「やはり全く駄だ目めですね」

「そうか？　悪くないと思うけど」

「ジェフは黙っていて下さい」

　ぴしゃりと言われ、ジョセフは肩かたをすくめた。

「いいですか、正しいカーテシーはこうです」

　アルフォンスが見せたお手本は完璧だった。引くほどに。なぜ女性の仕草なのにこんなに上手うまいのか。

「こうでしょうか」

「全く違います。背筋を伸ばして。あごは引く。手はこの辺りです」

「こ、こう……？」

　言われた通りに動いてみるが、ぎくしゃくしていくばかりで、一向によくならない。

　首を捻ひねりながら四苦八苦していると、アルフォンスがつかつかとミリアに近づいてきた。

　かと思うと、膝を曲げたままの姿勢でいるミリアの腰こしの両りょう脇わきに手を添え、ぐっと下方向に力を加えた。

「腰はここまで落とします」

　ちょっ!?

　突とつ然ぜんアルフォンスが触ふれてきたことに驚おどろいたミリアは、バランスを崩した。

　倒れそうになるところを、アルフォンスに抱だき留められる。
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「しっかり立って下さい」

「はいっ」

　ミリアは瞬しゅん時じに離れたが、アルフォンスは再度ミリアの腰を押さえた。前かがみになったアルフォンスの頭が顔のすぐ横にある。うつむいたミリアの額が肩につきそうだ。

　ちかっ、近いぃっ！

「背中はこうです」

「ひゃっ」

　離れようと反そったミリアの背中を、横に回ったアルフォンスが容よう赦しゃなく押してくる。もう片方の手はお腹なかに添えられていた。

「背筋を伸ばして」

「ひっ」

　今度は後ろから肩を反らされた。

　触れられるたびに体を震わせていたのだが、アルフォンスは全く気づかない。

　その声は真しん剣けんで、本気でミリアをなんとかしようとしてくれている気持ちが表れていた。

　──恥はずかしがっているのは失礼だ。

　ミリアはパンッと両りょう頰ほおを叩たたいて羞しゅう恥ち心しんを追い出すと、アルフォンスの言葉に真面目に向き合った。鼓こ動どうが速いのだけはどうしようもなかったが。

　指導はカーテシーに留まらず、他にも様々な仕草をチェックされた。

　質問をする際の首を傾かしげる角度にまで注文をつけられた時には気が遠くなりかけた。お嬢様方は本当に普段からこんな所まで気を使っているのだろうか。

　ジョセフはいつの間にかいなくなっていた。

　最後に総チェックを受けて、実技指導は終しゅう了りょうした。ミリアはへとへとだった。

「まだまだではありますが、最初に比べたら格段に良くなりました」

「あ……ありがとう……ございます……」

　アルフォンスが満足げにうなずいてくれて、それだけがミリアには救いだった。




　お茶会当日、講義を終えたミリアは王都にあるスタイン家の別邸にいた。

　使用人に正式なコルセットの紐ひもをぎゅうぎゅうに引っ張ってもらう。たくましい腕うでから繰くり出される力は凄すさまじく、ミリアは息もできなくなるのではというほどに締しめられた。

　ドレスは空色で、お尻しりの部分を膨らませたバッスルスタイルだ。上半身から前に垂らした布を左右に割って後ろのリボンでとめていて、ドレープが綺麗に出ていた。

　髪かみ飾かざりは最小限にして、ドレスと同じ色のドレスハットをつける。

　お茶会に参加するに相応しい、きちんとした令嬢が出来上がった。

　マナーのおさらいはしたし、今朝も鏡を見ながらアルフォンス様に教えてもらった仕草も練習した。付つけ焼やき刃ばだけど、今までの私と比べれば、かなりマシになった方だよね。

　後はローズ様がどう出るかなんだけど……。

　一応、想定される会話のやりとりはシミュレーションしたが、ローズが転生者だとしたら、突とっ拍ぴょう子しもない一手を繰り出してくるかもしれない。

　ミリアはこれから戦場に赴おもむく心境だった。ドレスは女の戦せん闘とう服とはよく言ったものだ。




　開始時間よりもやや遅おくれて、ミリアはハロルド家の屋敷に到とう着ちゃくした。時間前行動をするのではなく、少し遅れるのが正しいマナーだそうだ。

　お屋敷はさすが侯爵家といったたたずまいだった。

　王都の貴族街は土地が限られているため、屋敷同士が隣りん接せつしているのが普通だが、ハロルド邸ていの敷しき地ちには余裕があった。

　別邸でこれなのだから、領地の本ほん邸ていはさぞかし広大なのだろう。鹿狩がりのできる森が含ふくまれているという話だ。

　侍女を従えたミリアは、出で迎むかえの使用人に案内されて中庭へと足を踏み入れた。

　他の参加者はすでに揃っていて、席は全て埋うまっていた。ローズの隣となり以外は。

　少し遅れるのが正しいんじゃなかったのか。

「ようこそいらっしゃいました、ミリア様」

「お招きありがとうございます、ローズ様」

　アルフォンス直伝の完璧な淑女の礼を披露する。

　促うながされるまま席に着くと、すぐに紅茶が運ばれ、お茶会は始まった。

　ローズは薔薇色のバッスルドレスを着ていた。

　一見ミリア同様に単色のドレスだが、よくよく見れば、場所によってわずかに濃のう淡たんがついていて、スタイルが美しく見えるようになっていた。

　表に刺し繡しゅうはないが、ドレープで隠かくれた所に薔薇をモチーフにした刺繡が入っていて、ローズが動くとちらりと見えた。こんな所でお洒しゃ落れを演出するとは、さすが未来の王おう妃ひ様だ。

　ミリアはローズによって参加者に紹しょう介かいされ、それぞれの名前を教えてもらった。

　アルフォンスからの情報通り、ローズ本人とリリエント、そしてミリアを含む参加者十人のうち、七人が学園の生徒、三人が年上の伯はく爵しゃく令嬢だった。

　会話は和なごやかに進んだ。本音を上手くくるんで表面上の穏おだやかさを保っているに過ぎないのだが、この程度ならミリアにも覚えがある。伊達だてに女を長くやっている訳ではない。

「ミリア様がつけていらっしゃるネックレス、素す敵てきですわ」

　そう言ったのはリリエントだ。彼女は明るい黄緑色を基調に、濃い緑のドレープやリボン、レースなどを使ったドレスを着ていた。こちらもバッスルスタイルだった。

「あら、そちらは我が領のダイヤではなくって？」

「はい、デザインがとても素敵で」

「それは嬉うれしいですわ」

　ローズが微ほほ笑えんだ。好こう感かん触しょくだ。

　ハロルド領のダイヤにしておいて正解だった。

　空色のドレスにしたから、主しゅ催さい者のローズ様や、同じ侯爵令嬢のリリエント様と色が被かぶることも避さけられたし。

　どちらもアルフォンスのお陰かげだった。

「リリエント様のネックレスもとてもお似合いです」

　ミリアはリリエントへと視線を移し、褒め返した。礼れい儀ぎの通りに。

　リリエントの胸むな元もとにあるネックレスには、小指の爪つめほどの大きさのエメラルドが下がっている。

　派手好きのリリエントにしては随ずい分ぶん小ぶりの宝い石しだったが、全く傷が入っておらず、希少性の高い一級品だった。

　ミリアは色味から国外の産出地を推定し、頭の中で値段をはじき出した。これを昼間のお茶会につけてくるのだから恐ろしい。

「ありがとうございます。アルフォンス様に頂きましたの」

「まあ、素敵だわ」

「瞳ひとみと同じ色の宝石を贈おくられるなんて、リリエント様は愛されていらっしゃるのね」

　得意げに言ったリリエントに、令嬢たちが口々に羨せん望ぼうの言葉を述べた。

「頂いた時、アルフォンス様がつけて下さって、よく似合う、と褒めて下さいました」

　えぇ!?

　キャーッと黄色い悲鳴が上がる中、一人ミリアは驚きょう愕がくしていた。

　アルフォンス様が、褒める？

　ミリアの知るアルフォンスは、褒め言葉など口にしそうな男ではない。

　一体どんな顔で言ったの？　頰ほおを染めて笑ったりしたの？　あのアルフォンス様が？

　いや、たとえアルフォンスでも、恋こい人びとにしか見せない顔はあるのだろう。

　どうにも釈しゃく然ぜんとしなかったが、無理やり自分を納なっ得とくさせて、ミリアは出されたマドレーヌに手を伸ばした。

　しっとりとしていて、ブランデーの香りがかすかにした。エドワードのお茶会で舌が肥えているミリアでも、これまで食べた中で一番の味だと断言できた。

　どこの店のものか知りたいと思っていたら、聞く前にローズが教えてくれた。

「うちのパティシエが作りましたの。お口に合いまして？」

　非売品かぁ。残念。この味を独ひとり占じめできるなんて羨うらやましい。

「はい。今までで一番美味しいです」

「あら、嬉しいですわ」

　ローズがにこりと笑った。

「エドワード様のお茶会では最上級の品が頂けるでしょう？　舌の確かなミリア様にそう言って頂けたなら、パティシエも喜びます」

　周りの会話がぴたりと止まった。

　来た。ついに来た。

　話題にはならないのでは、という予想もあったが、ローズが自ら切り出してきた。

　心臓がどきどきする。

「ええ、エドワード様が用意して下さるお菓子はどれも大変美味しいです」

　下手に否定しては何かあると言うようなものだ。肯定し、何てことはないのだと示す。

「わたくしはあまりエドワード様のお時間を頂けませんの。ミリア様が羨ましいですわ」

「エドワード様は元平民の私を気き遣づかって下さっているだけです。ローズ様のことをよくお話ししていらっしゃいますよ」

「まあ、どんなことをおっしゃっているのかしら。恥ずかしいわ」

　にこりと笑ってついたミリアの真っ赤な噓に、ローズは頰を染め、両手で顔を挟んで目を伏ふせた。これが演技だとしたらオスカーものの女優だ。

「でもミリア様は、毎日エドワード様からお花を頂いていらっしゃるのでしょう？　わたくしにはちっとも贈って下さらないのよ」

「ええ。朝と夕方に。平民の生活が知りたいとおっしゃるのでお話ししているだけなのですが、そのお礼にと下さるのです。最初は薔薇で驚いてしまいました。以前私が好きだと申し上げたのを覚えて下さっていたようで」

　一日二回。毎日。当初は薔薇だった。

　隠そうとすればローズはそこを突いてくるだろう。だから先にこちらから言ってしまう。

　これで全部だ。攻こう撃げき材料はない。

　だが、ローズは一枚上うわ手てだった。

「イヤリングも贈られたのですってね。ピンクダイヤの」

　令嬢たちが互たがいに視線を交わした。花やお迎えのことは知っていても、イヤリングについては初耳らしい。

　一体どこからその情報を入手したの。

　バレないようにやってよ、とミリアは心の中で毒づいた。

「いいえ。頂いておりません」

　贈られそうになったなどと馬鹿正直なことは言わない。もらっていない。それが全てだ。

　ローズはミリアをじっと見ていたが、ミリアがさりげなくマドレーヌに目を移すと、わたくしの勘かん違ちがいだったようですわね、と言って目を伏せ、紅茶のカップに口をつけた。

　エドワードについての話はここで終わりかと思った矢先。

「ローズ様ったら、ミリア様に嫉しっ妬としていらっしゃるの？　エドワード様がミリア様をお気に召したからといって、ご心配なさることありませんわ。婚約者がローズ様なのは変わりませんもの」

　やれやれと妹を言い含めるような様子で言ったのは、リリエントだった。

　そっちから来る!?

　まさかの伏ふく兵へいだ。

　ミリアは吹き出しそうになったマドレーヌをごくんと喉のどに押し込んだ。ナフキンで口を押さえている令嬢もいる。

　ローズが涼すずしい顔でこくりと紅茶を飲み、リリエントに微笑んだ。

「それはエドワード様のお心次し第だいですわ」

「いいえ。男爵令嬢であるミリア様ではせいぜい側そく妃ひ……いえ、元平民だから愛あい妾しょうかしら？　どちらにしろ、ローズ様が正せい妃ひになるのは間違いありませんわ」

　王太子の婚約者、王太子妃、王妃、正妃。そういった地位にこだわるのであれば、リリエントの言う通りだ。ローズ以外に適任はいない。

「ミリア様もまさか正妃になれるとはお思いになってらっしゃらないでしょう？　それとも、国母になりたいのかしら？」

　側妃であっても、国王の母親となることはできる。現にエドワードは側妃の子だ。

「いいえ！　私はエドワード様のお妃きさき様になどなれません。とんでもないことです」

　全然、全く、微み塵じんも考えてない、という表情で手と顔を振っておく。

「ミリア様もこうおっしゃっていますもの、ご安心下さいませ。正妃はローズ様で間違いありませんわ」

　リリエントは優しくローズに微笑んだ。その首元には、婚約者アルフォンスから贈られたのだという婚約者の瞳の色エメラルドのネックレスが光っている。

　政略結婚が当たり前の貴族社会。家のために他家と婚こん姻いんを結ぶのは子どもの義務だ。恋こいだの愛だのは許されないし、許されるとしても家の利益を損そこねない範はん囲いでのこと。

　とはいえ、乙女であれば誰だって、愛し愛される関係には憧あこがれるし、恋こい慕したう男性と添い遂とげたいと思うものだ。だからこそ、愛されていることは一種のステータスとなり得る。

　リリエントはアルフォンスに愛されているというステータスでもって、マウントをとりにきた。

　この二人、家格は同じ侯爵家。ローズの父親は財務大臣、リリエントの父親は宰さい相しょう。論じるまでもなく宰相の方が上なわけで、リリエントがローズにつき従うのはおかしな話だ。

　唯ゆい一いつにして絶対、ローズとリリエントの地位を大きく分けるもの。それがローズの王太子の婚約者という立場だった。伯爵令息であるアルフォンスの婚約者では到とう底てい勝ち得ない。そして将来的にはその差は王妃と伯爵夫人まで広がる。

　もしかすると、リリエントはその鬱うっ憤ぷんをずっと抱かかえてきたのかもしれない。プライドの高いリリエントのことだ。同格のはずのローズが自分の上にいるのを、そして今後ずっとそこに居続けるのを内心忸じく怩じたる思いで見ていてもなんらおかしくはない。

　貴族社会での地位は覆くつがえすことはできない。だが、令嬢──いや、夫人たちも含めた女社会では、婚約者や配はい偶ぐう者に愛されているというステータスは何物にも勝まさるとも劣おとらない。

　それも相手は才さい色しょく兼けん備び、眉び目もく秀しゅう麗れい、天が二物どころか三つも四つも与あたえたアルフォンス・カリアードである。

　これまではローズもエドワードから愛されていたかもしれないが、今は違う。

　立場は完全に逆転していた。下げ克こく上じょうである。

「ローズ様も、エドワード様のお気持ちに振り回されることなく、泰たい然ぜんとしていらっしゃればよろしいのです。ローズ様は名門ハロルド侯爵家の血を引いていらっしゃるのだもの、エドワード様だって、お世よ継つぎはローズ様との間にもうけたいとお考えに違いありませんわ」

　わざわざ、お世継ぎは、と強調する念の入れようである。ローズは何も言えないようだった。

「ミリア様もそう思われるでしょう？」

　女って怖こわい、と完全に第三者目線でいたミリアは、突然矛ほこ先さきが自分に向いて焦った。

　同時に令嬢方の視線もミリアに向いた。ついでにローズの怒いかりも向いたような気がした。

「照れなくてもよろしいのですよ。殿との方がたから愛されることは女の幸せですもの。王太子であるエドワード様から想おもいを寄せられているなんて、ミリア様はさぞかし素す晴ばらしい魅み力りょくをお持ちなのでしょうね」

「魅力など、そのようなことは……。私、御ご覧らんの通り、平民出身でろくな礼儀作法も知らない有あり様さまですし」

「いいえ。本日拝見したところ、わたくしたちと遜そん色しょくありませんわ。ねえ、みなさま？」

　令嬢たちはおずおずとうなずいた。

　褒められたのだと思うのだが、喜んではいけない気がする。

「エドワード様に相応しくあるよう、努力なさったのね」

　やはり喜んではいけなかった。

　ローズに万が一にも転生者だとバレないようにやったことなのに、逆効果になってしまった。アルフォンスの厳しい指導を受けたこの地じ獄ごくの四日間は何だったのだ。

「ミリア様はエドワード様のお手をお取りになったらよろしいですわ。エドワード様は次期国王となるお方ですし、何より一いち途ずですもの。生しょう涯がい愛して下さるに違いないわ」

　にこりと笑ったその顔は、リリエントとは思えないほど慈じ愛あいに満ちていて、だがその仮面の下に、にやりと毒々しい笑みを浮かべているのが透すけて見えた。

「私、不ふ遜そんながらエドワード様に特別な想いは抱いだいておりませんし、エドワード様がそのような事をおっしゃったこともございません。ローズ様ただお一人を王妃にと望んでいらっしゃるに決まっています」

「ローズ様のことをお考えになれば、そうおっしゃるのも無理はありませんわ。ですが、ご自分のこともお考えになってよろしいと思いますの。エドワード様へのお気持ちに素す直なおになってはいかがですか？　エドワード様の愛を公私共に一身に受けることのできる立場──正妃として迎えて欲ほしいとおっしゃってみてはどうでしょう？　真実の愛の前では、誰も止めることなどできませんわ。ねえ、みなさま？」

　リリエントが再び令嬢たちを見回すと、みな曖あい昧まいな笑みを浮かべていた。リリエントに逆らうわけにはいかない。だが、うなずけばローズに敵対することになる。彼女たちはミール家もハロルド家も敵に回せないのだ。

　さっきと言っていることが違う、とミリアは思った。

　ミリアは側妃か愛妾にしかなれない、ローズが正妃になるのは間違いない、と言っていたではないか。

　それなのに、なぜかミリアが正妃になりたがっていて、希望すればなれそうな空気になっている。

「ですから、私はエドワード様にそのような想いは──」

「おかわいそうに……。男爵令嬢、それも一代貴族だというお立場がそう言わせるのですね。ご安心なさって。わたくしたちはミリア様の味方です。どうぞ真実の愛を貫つらぬいて下さいませ」

「いえ──」

「リリエント様」

　反論しようとしたミリアの言葉をローズが遮さえぎった。その声は静かで落ち着いていた。リリエントの発言に腹を立てているようにも、焦っているようにも見えなかった。

「エドワード様のお気持ちをわたくしたちで勝手に決めるのはよろしくありませんわ」

「あら、ではローズ様はエドワード様のご寵ちょう愛あいがまだご自身におありになると？」

　リリエントが首を傾げて挑ちょう発はつするように言った。
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　言っちゃう？　それ言っちゃう!?

　ミリアのみならず周りもはらはらしていた。家格が同じとはいえ、さすがに問題発言ではないだろうか。

「わたくしは存じ上げません。エドワード様は何もおっしゃっていませんもの。エドワード様がお決めになれば、それに従うだけですわ」

　ローズは悠ゆう然ぜんと笑った。

　婚約破棄を狙ねらってるからこその余裕？　それとも、エドワード様の気持ちはもう離れてしまっているから、っていう諦め？

　もしエドワードに恋をしているのなら、お願いだから諦めないで欲しい。

「大だい丈じょう夫ぶですよ、ローズ様」

　ミリアはローズに笑顔を向けた。

「本当は秘密なのですが……エドワード様はローズ様に贈る宝飾品にお悩みでいらっしゃるのです。先ほどローズ様がおっしゃったイヤリングは、その相談の一いっ環かんで拝見いたしました」

　噓だ。でもこうするしかない。

「まあ、そうでしたの」

「ですから、ローズ様から欲しい物をおっしゃってみてはいかがでしょうか」

「わたくしから？　そんなはしたないことはできませんわ」

　ローズはちらりとリリエントを見た。リリエントがアルフォンスに宝飾品をねだったという話はよく聞く。

「婚約者なのですから、遠慮は不要でしょう。エドワード様も喜ばれると思います」

　エドワード様がローズ様への贈り物を考えてるっていうのは大噓だけど、まさか婚約者からプレゼントをねだられて拒きょ否ひはしないでしょ。お金なら唸うなるほど持ってるんだもの。

「考えてみますわ。ミリア様、ご助言ありがとうございます」

　ふふっとローズが嬉しそうに笑ったので、ミリアはほっとした。満まん更ざらでもなさそうだ。

　リリエントが悔くやしそうにしていたが、それ以上エドワードのことに言げん及きゅうすることはなく、その後はいかに自分がアルフォンスに愛されているかという自じ慢まん話に終始していた。

　ローズからは、罵倒も協力の申し出も一いっ切さいなかった。

　一時はどうなるかと思ったが、ミリアはなんとかローズとのお茶会をやり過ごせたのだった。
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　次の日、ミリアは庭園で一人もぐもぐとサンドイッチを食べていた。

　昨日のお茶会は大変だった。だけど何とかなって本当によかった。

　一難去って、気持ちがほんの少し楽になったような感じがする。

　でも、ローズ様が転生者なのかは結局わからずじまいなんだよね。

　転生者だって様子も全く見せないし、私が考えすぎなのかな……。

「ミリア様、ご一緒してもよろしいかしら」

「わっ！」

　考え事をしていたミリアは、突然ローズに話しかけられて、椅子から飛び上がらんばかりに驚いた。近づいてきたことに全く気づいていなかった。

　ローズはバスケットを持った侍女を一人従えていた。言葉の通り、ミリアとランチを一緒にしたいということなのだろう。

「ど、どうぞ」

　ミリアがおっかなびっくり向かいの椅子を勧すすめると、ローズは礼を言って席に着いた。

　侍女がてきぱきとバスケットの中身を広げていく。バスケットを自分で運び、一人で全部準備するミリアには羨ましいことだ。

　食事の用意が整うと、ローズは会話が聞こえない場所まで侍女を下がらせた。

「昨日は我が家でのお茶会にいらして下さってありがとうございました。ミリア様とお話しできて嬉しかったですわ」

「こちらこそ、お招きありがとうございました」

「我が領のダイヤを身につけてきて下さって、デザインを褒めて下さったのも大変嬉しかったです」

「本当に素敵でしたから」

「ありがとうございます。それで、折り入ってミリア様にご相談がありますの」

「ご相談？　何でしょうか」

　お茶会の振り返り「かーらーのー？」と身構えていたミリアは、予想外の言葉に目をぱちくりとさせる。

「ミリア様は国外の流行にもお詳くわしいでしょう？　今の最さい先せん端たんのダイヤモンドカットを教えて頂けないでしょうか。もちろん、対価はお支払いいたしますわ」

「ダイヤモンドカットですか？」

　ミリアは首を傾げた。どうして突然そんなことを聞いてくるのだろう。

　確かにミリアは、仕事柄がら、近きん隣りん諸国の流行は一通り押さえている。田舎いなかのローレンツ王国には、周辺の国から流行が伝わってくることも多いからだ。

　なぜ、と訊たずねようとしたミリアだったが、はっと理由に思い至った。

　エドワード様にねだるつもりなのね？　お茶会で私がアドバイスした通りに。

　二人の仲を深める絶好のチャンス！

　それに、ローズ様が最先端のカットのダイヤを身につけて、それがエドワード様からの贈り物だとわかったら、周りの見る目も絶対変わる。

　この機会は絶対に逃のがせない……！

　ミリアは即そっ決けつした。

「お教えいたしましょう。対価はいりません」

「よろしいのですか？　ご実家のお仕事に関わることでしょう？」

「他でもないローズ様の頼たのみ事ですから。今後スタイン商会をご贔ひい屓きにして下さると嬉しいです」

「もちろんですわ」

　ローズが先ほどの侍女に指示を出すと、どこからともなく紙とペンが現れた。

　期待に満ちた目でローズがそれを差し出す。

　ミリアは自身の知る中で最も優すぐれているカットのデザインを紙に描いた。

　ラウンド・ブリリアント・カット──いわゆる日本で見慣れていたダイヤモンドの形だ。

　この世界ではまだ発明されておらず、もっと面の少ないカットが主流になっている。

　チート？　知るか。自分の幸せの方がずっと大事だ。

「やっぱり……」

　デザイン画を手にしたローズは、視線を落としたままぼそっと呟つぶやいた。

　どきりとした。

　やっぱりって、どういうこと？

「このカットはわたくしも存じ上げております。ミリア様がおっしゃるのなら、今の最先端で間違いありませんわね」

　ローズ様がブリリアント・カットを知ってる？　まだ発明されていないはずなのに？

　背中を冷ひや汗あせが流れていく。

「だ、ダイヤモンドが、最も輝かがやくカット……と言われて、います」

　ミリアはしどろもどろになっていた。

「ええ、わたくしもそう思いますわ」

　ローズは微笑んだ。

「このお礼はまた後日必ず。スタイン商会には優先的に卸おろしますわ。さっそく職人に指示を出さなければならないので、これで失礼いたします。本当にありがとうございました」

「いえ、私は何も、していない、ので……」

「いいえ、ミリア様が太たい鼓こ判ばんを押して下さったお陰で、量産に踏み切ることができます。最近、ダイヤは産出国でカットされることが多くなりまして、原石を仕入れて加工するだけの我が領は押され気味なのです。これで巻き返すことができますわ」

　本当にありがとうございます、と改めて礼を口にして、ローズはミリアの前から颯さっ爽そうと去っていった。

　侍女が一口も口をつけていないランチを急いで片づけて、その後を追いかけていった。

「噓、でしょう……」

　どくどくと心臓が嫌いやな音を立てていた。

　どうしてローズ様がブリリアント・カットを知ってるの？

　転生前の記き憶おくがあるからなんじゃないの……？

　ううん、私が知らないだけで、もうどこかの国が発明したのかも。ローズ様はたまたまそれを知ったんだ、きっと。

　そんなふうに楽観的に考えようと思っても、ローズ転生者説がどんどん重みを増していく。

　それに加えて、ローズが本当に転生者だとしたら──。

　私がブリリアント・カットを知っているのを見て、ローズ様はどう思った？　私と同じように、私が転生者なんじゃないかって疑うんじゃない？

　どこで知ったのかと聞けばよかったのかもしれない。だがそうすれば、ミリアも聞き返されただろう。ミリアには答えられない。

　ローズが転生者で、婚約破棄を狙っていて、ミリアが転生者だと気がついて、ミリアが婚約破棄を阻そ止ししようとしていることがバレたらどうなるか。

「私、ローズ様の仕し掛かけた罠わなに、まんまと嵌はまったんじゃ……」

　誰もいない庭園に、ミリアの震えた声が落ちた。
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「アルフォンス様、ご相談があるのですが」

　その日の放課後、図書館において、ミリアは沈ちん痛つうな面おももちでアルフォンスを迎えた。

　このままエドワードから逃げ続けるだけではなく、自分からも動かなくてはならない、と思ったのだ。

　ミリアの思おも惑わくがバレたという最悪の想像が当たっていたら、もうどうしようもない。

　だが、そうだと決まったわけではないのだ。ミリアにはローズが転生者ではないという希望もまだ残されている。

「どうしました？」

「昨日のローズ様のお茶会で、実はリリエント様から、エドワード様に正妃になりたいと言ってみてはどうか、と勧められました」

　途端、アルフォンスの眉間に深いしわが刻まれた。アルフォンスが眉まゆ根ねを寄せることは少なくないが、ちょっと見たことがないほどに深かった。それほどミリアを王妃にするのは許容できないことなのだろう。

「ローズ様もエドワード様次第みたいなことをおっしゃっていて……。このままではローズ様のお気持ちがエドワード様から離れてしまうのではと思いまして」

「もともとローズ嬢には殿下へのお気持ちはないと思いますよ」

「えっ？　そうなんですか？」

「ええ、幼い頃に決まった政略結婚ですからね。特別な想いはないと思います」

　今度はミリアが眉を寄せた。だからあんなに落おち着つき払はらっていたのか。

「でしたら、ローズ様は婚約が解消されてもいいと考えていらっしゃるのでしょうか？」

「それはありません。ローズ嬢個人の感情はともかく、王族との繫つながりが持てるのに、それをみすみす逃すような貴族はいません」

　アルフォンスがきっぱりと言い切った。

　目の前にいるんですけどね、わざわざそれを捨てたがっている男爵令嬢が。

「それでも、お二人が今後結婚なさることを考えると、やはりこのままではよくないと思います。何かお二人の仲を深めるようなことができないでしょうか」

　アルフォンスは怪け訝げんな顔をした。なぜそれを自分たちが、と言いたげだ。

「アルフォンス様も、エドワード様に落ち着いて欲しいと思っていらっしゃいますよね？　でしたら協力して頂けませんか。少しでいいのです。きっかけになるような何かがあれば」

　ふむ、とアルフォンスがあごに手を当てた。

「殿下が落ち着いて下さるのならそれに越こしたことはありません。それに、ハロルド家に繫がりのある家はもちろんのこと、血統主義派の貴族たちが、殿下が元平民の男爵令嬢にご執しゅう心しんであることをよく思っておらず、批判の声も高まってきています。──と、失礼」

「いいえ」

　アルフォンスが気まずそうな顔をしたが、ミリアは全くその通りだと思っていたので、気分を害したりはしなかった。

　王太子様と元平民の男爵令嬢。実際釣つり合あうわけがないのだ。

「逆に、爵しゃく位いにこだわらない実力主義派の中には、容よう認にんしてはどうかと言う者も現れているようですが」

「えっ!?　そんなの困ります！」

　貴族の反対もエドワードとローズの婚約を維い持じするための枷かせなのだ。総出で反対してくれないと困る。派は閥ばつ争いの駒こまにされてはたまらない。

「ごく一部ですからご心配なく。大多数は反対しています」

　アルフォンスが大きくうなずいた。

　そこまで自信たっぷりに言われると、喜んでいいのか悲しむべきなのか一いっ瞬しゅん迷う。

　二人は、エドワードとローズの仲を深めるためにはどうしたらいいか、具体的な作戦を考え始めた。
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　なんで私はこんな所にいるの？

　ミリアは今、馬車から降りたところだった。王都にある平民街だ。それも貴族街から離れている、ド庶しょ民みんの生活圏けんだった。

　ミリアとアルフォンスは、エドワードとローズを誘さそって王都に出たらどうかと話した。

　二人は今まで一度も一緒に出かけたことがないらしい。婚約者なのに、と思ったが、高貴な方々では普通だそうだ。

　アルフォンスとリリエントが一緒に買い物に行ったという話はよく聞いていたので、そういうものだと思っていたのだが。

　エドワードとローズを誘うにあたり、エドワードの方はミリアが誘えば──悲しいことに──ほいほいついて来ることがわかっていたので、アルフォンスが政務の予定を調整するだけでよかった。

　問題はローズが応じてくれるかどうかだったが、こちらもあっさりと承しょう諾だくがもらえた。

　行きたい所があるというので、場所はローズに任せた。

　そうして連れて来られたのがここである。

「お誘いありがとうございます、ミリア様。わたくし、一度訪おとずれてみたかったのですわ。みなが反対するものですから今まで来られなかったのですが、ミリア様の案内があればうっかり危険な所に近づくこともないだろう、と許してもらえたのです」

　ミリアに続いてエドワードのエスコートで馬車から降りたローズは、頰を上気させてミリアの両手を取った。

　ミリアのホームはフォーレンであるからして、ものすごく王都に詳しいわけではない。

　とはいえ三年もいるのだから把は握あくはしている。少なくともこの三人よりはずっと詳しい。

　だからって、ローズ様が来たかった場所が、よりにもよって平民街……。

　変だと思ったんだよね。迎えに来た三人が三人ともものすごく簡素な服を着てたから。

　アルフォンス様も知ってたなら、事前に教えてくれればよかったのに。

　初めて来たという言葉が救いだった。実は平民になる時のために今まで着々と準備していました、というわけではなさそうだ。

　ローズは普段の華はなやかさからは想像もできないほど、質素で地味な服を身につけていた。

　その横にいるエドワード、そして最初に降りていたアルフォンスも、ズボンにシャツというシンプルな出いで立たちだ。三人ともお忍しのび姿というわけである。

　だが非常に残念なことに、顔面偏へん差さ値ちとまとうオーラが人にん間げん離ばなれしていて、全く忍べていなかった。とりあえずブロンドとプラチナの髪がまぶしすぎる。

　ちらちらと庶民から向けられる視線は、学園でのものとはまた違った痛さがあった。

　一番いい服を着てるはずの私が、一番周囲に馴な染じんでるってどういうこと？

「エドワード様、楽しみですわね！」

「ああ、わたしもここまで来たのは初めてだ」

　ローズとエドワードが二人で楽しそうに会話していたので、三人がどう見ても上流階級でしかないことは考えないことにして、ミリアは目的達成に集中することにした。




　ミリアはローズのリクエストに応えつつ、スタイン商会の系列店に連れていった。

　基本的に庶民は貴族にいい感情は持っていない。ミリアはともかく、一目で貴族とわかってしまう三人を、その辺の店に安易に連れていくわけにはいかなかった。

　事実、店員はローズたちが店に入ると途端に嫌な顔をする。

　だが、一緒にいるのがミリアだと知ると、すぐに相好を崩した。

「ミリア様、珍めずらしいですね」

「お嬢！　今日はどうした？」

「ミリア様!?　……まさか抜き打ち監かん査さ!?」

　かけられる言葉は様々だが、ミリアが三人を学園の友達なのだと紹介すれば、快く迎えてくれた。偉えらそうな物言いも、物もの珍めずらしそうな顔も、「ミリアの友達」の一言で許された。

　店員がエドワードに礼儀のなっていない言葉をかけた時は冷や冷やしたが、エドワードは怒おこることなく普通に応答していた。幸か不幸かミリアで慣れっこになっていたのだ。

　誰も「エドワード様」が王太子のエドワード・ローレンツであることには気づかない。彼らの頭の中で、「ミリアの友達」と「王太子」が結びつくことはないのだ。

　さすがに「殿下」と呼んでしまうとバレるので、アルフォンスは「エド」と呼んでいた。私的な場ではそう呼ぶこともあるらしい。




「ミリア様、この真しん珠じゅ、丸くありませんのね」

　アクセサリー店でローズが手にしていたのは、真珠のついたネックレスだった。だが連なっているそれらは球ではなく、いびつな形をしている。

「丸くなりそこねた真珠は安いのです」

　海のないローレンツ王国において、真珠はとても貴重なものだ。当然値段も張る。庶民が買えるような代しろ物ものではない。

　だが、球になり損ねた形の悪いバロックパールは安い。スタイン商会では平民向けのアクセサリーとして少量仕入れていた。

　安いといっても、庶民にとっては清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるような気持ちになる値段だ。今も目の前では店員が目を光らせている。

　普段ローズが何気なくつけている髪飾りだけでここの商品がごそっと買えてしまうのだから、盗ぬすむことなどあり得ない。店員だってローズが高貴な身分であることは見み抜ぬいているだろう。それでも目を離そうとしないところは評価できる。

「不格好な真珠だな」

　エドワードが横からひょいと顔を出した。

　綺麗な涙型や卵型のものは貴族街寄りのもう少し高級な店で出しているので、ここにあるのは本当にゆがんでいるものだけだ。

「あら、そんなことはありませんわ。これなんて、少しへこんでいる所がえくぼみたいで可か愛わいらしいではありませんか」

「それならこちらはかぎ爪だな」

　ローズとエドワードが並んでいるネックレスやイヤリングを見てわいわい言い始めた。

「アルフォンス様、あちらへ行きましょう」

「そうですね」

　ミリアとアルフォンスはそっと二人から離れた。

「なかなかいい感じではありませんか？」

「ええ、そう思います。殿下も楽しそうです」

　二人には見えない位置で、アルフォンスとこそこそと話す。

　すると後ろから声をかけられた。

「お、ミリアじゃん。久しぶり」

　ミリアが振り返ると、見知った店員がいた。ミリアよりも一つ年上の青年だ。商品の入った木箱を抱えている。

「わぁ、久しぶり。珍しいね、店に出てるんだ？」

「ああ、うん。姉さんに子どもができてさ」

「えっ、おめでとう！」

「ありがと。でも、それで代わりの人手を探してるんだけど、まだ見つかってないんだ」

「支部に言えば探してくれると思うよ？」

「それが条件の合う人がいないみたいでさ。今は姉さんも座り仕事ならできてるけど、そろそろ生まれそうなんだよ。なんとかならないか？」

　青年が眉を下げた。困り果てているようだ。

「うーん……見習いの子でよければ心当たりはあるけど……」

　ミリアは冬休みに店で会った子どもを思い浮かべた。そろそろ新人教育用の店を離れて、実店てん舗ぽに移る頃だ。

「本当か!?　この際、見習いでもなんでもいい。ここに寄よ越こしてくれ！」

「れ、連れん絡らくしてみる。でももう店が決まってるかもしれないから、期待しすぎないで」

「助かる！　今日ミリアが来てくれてよかった！　ありがとな！」

　感謝感激といった様子で、青年はミリアの二の腕のあたりをぽんぽんと叩いた。

　話が終わり、青年が口笛でも吹きそうなほど上じょう機き嫌げんで離れていったところで、ちょうどローズとエドワードが近づいてきた。

「見て下さいませ、ミリア様。エドワード様に頂きましたの」

　ローズの首には、先ほど見ていたネックレスが下がっていた。河原で拾ってきた石のような、丸っこくもいびつな形の真珠が五粒つぶ通してあるものだ。

　庶民なら「彼かれ氏しさん頑がん張ばったね！」って言えるけど、侯爵令嬢様にそれはちょっと……。

　そうは思ったが、せっかくのエドワードからの贈り物だ。ここはエドワードがローズに装そう飾しょく品を買ってあげたという事実を称たたえるべき。

「わ、わあ！　よかったですね、ローズ様！　似合っていらっしゃいますよ。また平民街にいらっしゃる時に身につけたらいかがですか」

　普段は駄目よ、という意味を暗に込こめて言ったのだが、ローズは違った解かい釈しゃくをした。

「まあ！　またご一緒して下さるの？　嬉しいですわ。ぜひお願いしますね」

　違う、そうじゃない。

　意図せず次の約束をさせられてしまい、嬉しそうなローズを前にミリアは遠い目をした。




　次の店へと向かっている時、ふとローズが通りかかった店に入りたいと言い出した。

　刃は物ものを扱あつかっている店だ。

　スタイン商会直営ではないが、店主や店員とは顔見知りだ。裏にある工こう房ぼうとは別に大きな工房も持っていて、刃物以外の鉄製品も扱っている大口のお客様だった。

　ミリアは他に客がいないのを確かく認にんし、問題ないだろうと判断した。

　エドワードとアルフォンスは壁に掛けられた剣けんに興きょう味み津しん々しんだった。

　といってもそれは売り物ではない。騎き士し様たちとは違って庶民に剣は必要ないのだ。使う場面がない。

　護衛を生なり業わいとしている人向けに武器や防具を売っている店もあるが、それは貴族街の近くにあった。

　ここで売っているのは生活に必要な刃物だ。大きな肉切り包丁から小さなペティナイフまで様々。斧おのや鉈なたなんかも置いてある。

　ほとんどが木の柄つかに刃はがついているだけの簡素なものだが、彫刻が入っているものや、柄が動物の骨でできているものもあった。

　どれも鋭するどく研とがれていて、鈍にぶく光っている。

「わたくし、ペーパーナイフが欲しいのですが、どちらにあるかしら」

　ローズが一通り店の中を探した後、ミリアに聞いてきた。

「残念ですが……こちらのお店にはありません」

　なぜなら庶民は手紙をやりとりしないから。紙は高いし、そもそも識字率が低い。必要なら代筆と代読のサービスを利用する。だからペーパーナイフなど必要ない。

　これまた貴族街の近くまで行けば売っている店がある。商会の人間のように、頻ひん繁ぱんに紙を使い、手紙をやりとりする平民も、いるにはいるからだ。

　ローズがひどく悲しそうな顔をした。すると横にいたエドワードが店員を呼びつけた。

「ペーパーナイフが欲しいのだが、刃を潰すことはできないだろうか」

　若い店員は嫌そうにした。せっかく研いであるのにわざわざ潰すのか、と言いたげだ。

　刃物屋にとっては、切れ味の良さというのは命だ。

「手間賃は払いますので、どうにかお願いできませんか」

「おやっさんに聞いてきます」

　ミリアがダメ元で頼むと、店員は裏にいる店主──というか親方の所へ向かった。

　怒ど鳴なり声が聞こえて、ばんっとカウンターの向こうの扉とびらが開く。

「お前か、うちの商品に文句つけてんのは」

　ザ・職人の頑がん固こジジイといった風ふう体ていの男がエドワードの前に仁に王おう立だちした。

　二人の間にアルフォンスが素す早ばやく体を割り込ませる。

「待って待って、おじさん、待って！」

　ミリアはぴょんぴょん飛とび跳はねながら手を大きく振って、エドワードの後ろから親方に声をかけた。親方が王太子様に手を上げるようなことになったら一大事だ。

「おお？　嬢ちゃんじゃないか。今日はどうした？」

「だからスタインのお嬢さんが来てるって──」

「うるせぇ！」

　親方は後ろから声を出した店員に怒鳴り、黙らせた。そして先ほどとは打って変わって、愛あい想そのいい笑みを浮かべる。

「で、どうしたんだ？」

「こんにちは、おじさん。今日は友達を連れてきたの」

「友達、ねぇ……」

　親方がエドワードとアルフォンスに鋭い目を向けた。

「それでね、この子がペーパーナイフを欲しがってるの。おじさんとこのナイフの切れ味がすごいのはわかってるんだけど、その……ペーパーナイフって切れ味が良すぎると困るから……」

　ローズの方をちらりと見てから、お願い、とミリアが両手を顔の前でパンッと合わせた。

「よろしくお願いいたしますわ」

　隣でローズも頭を下げる。

　親方が、ふんっ、と鼻を鳴らした。だが気を悪くした様子ではない。若い娘むすめに弱いのだ。

「わぁったよ。嬢ちゃんとその友達の頼みってんじゃ仕方ねぇな。──おい、この別べっ嬪ぴんの嬢ちゃんが気に入ったもんがあったら、刃ぁ潰してやれ」

「へいっ！」

「おじさん、ありがとう！」

「ありがとうございますわ」

「いいってことよ」

　親方が照てれくさそうに笑った。そして、何かを思いついたような顔をする。

「嬢ちゃん、ちょっといいか？」

　ミリアを手招きして、壁かべ際ぎわへと連れていく。

「どうしたの？」

「嬢ちゃんとこのガキをうちに入れるって話なんだがよ」

　親方は言いにくそうに切り出した。

　養護施設から引き取った子どもたちの教育期間後、職人になりたいと希望する子を、工房に徒と弟ていとして受け入れてもらう話だ。昨年からミリアの発案で始まった。

　商会系列の服ふく飾しょく系の工房の他、取引先へも話を持っていっている。しかし、系列以外の工房からは、まだ一つも色よい返事はもらえていなかった。

　技術は普通、親から子へ受うけ継つがせるものだ。外から人を入れることに、職人たちが首を縦に振らないのだった。守秘義務の契けい約やくを結び、技術が外部に漏もれた場合は商会が補償すると言っても、昔気質かたぎの職人たちは納得しない。

　ここの工房にも、親方を筆頭に猛もう反はん対たいされた。

「最初は俺も反対だったんだがよ、前に嬢ちゃんが言ってた、後あと継つぎが減ってるっての、当たってんだよな。最近の若いもんは他にやりたいことがあるって言って、父親の後を継ごうとしねぇ。俺やあいつらも、このままじゃやってけねぇのはわかってんだ。それに、嬢ちゃんとこの工房じゃあ、ガキどもがいい働きをしてるって言うじゃねぇか。その、あー、だからな……」

　親方は、頭の後ろをがしがしと乱暴にかいた。

「引き受けて、くれるの……？」

　ミリアはそっと聞いた。

「ああ、まあ、そういうこった」

「噓っ！　やった！　ありがとう！」

　ミリアは飛び上がって喜んだ。

「一番下したっ端ぱからだぞ」

「もちろん！」

「うちの仕事はきつい。泣き言言ったらすぐ追い出すからな」

「大丈夫！　うちの子たちは根こん性じょうあるから！」

　努力次第で境きょう遇ぐうを変えられる、と知った子どもたちは強いのだ。ちょっとやそっとのことではへこたれない。

　やった、やった、とミリアは手を叩いて小さな子のようにはしゃいだ。

　そこに、できましたよ、と声がかかる。

　裏から戻ってきた店員だった。ローズのペーパーナイフができたのだ。

　ローズは布に包んでもらったそれを嬉しそうに受け取った。

　エドワードは自分でもナイフを何本か選び、ローズの分も一緒に支払っていた。アルフォンスまでもが別で一本購こう入にゅうしていた。

　真珠のネックレスに続き、ペーパーナイフもエドワードからローズへの贈り物になった。

　計画は順調に進んでいる。

　もう一度親方にペーパーナイフと徒弟を引き受けてくれたことに礼を言い、ミリアは三人と共に店を出た。




　それからいくつか店を見て回った後、四人は広場で休きゅう憩けいをとることにした。噴ふん水すいの周りに置いてあるベンチに、ミリア、ローズ、エドワード、アルフォンスの順で座る。

「あちらは何かしら」

　ローズの見ている方向に目を向けると、首から木箱を下げているワッフル売りがいた。その前には数人の列ができている。

「ワッフル売りですね。私はこちらに来るとよく頂いています」

「あそこにあるのは何だ？」

「あれは果実水を売っているワゴンです。果実水とは言っても、水で薄うすめてありますので、レモン水のような味わいです」

「頂いてみたいですわ！」

「それはやめておいた方がよろしいかと……」

　無造作に売っているそれらは衛生的とは言いがたい。お腹を壊こわしたら大変だ。

　しかし、ミリアが食べて問題ないのだから大丈夫だ、と押し切られてしまった。

「わたしが買ってくるぞ！」

「それなら私も」

　ぐっと手を握にぎりしめてエドワードが意い気き込ごみを示したので、ミリアはついて行くことにした。一人で四人分持つのは無理だ。

　そこにローズが手を上げる。

「わたくしもご一緒したいですわ！」

「ではエドとローズ嬢で行ってきてはいかがでしょう」

「あ、そうですね。それがよろしいと思います」

　アルフォンスの提案にすかさずミリアは賛成した。二人きりにするチャンスだ。

　エドワードは現金での買い物にも慣れてきた。平民に成り済まして護衛をしている騎士もいるらしい。二人だけでも何とかなるだろう。

　二人は意気揚よう々ようと向かっていった。

　平民に交じって列に並びながら、楽しそうに喋しゃべり始める。仲睦むつまじくて大変よろしい。

　ミリアは三つ隣に座るアルフォンスの横顔を見た。

　今日も今日とて美しい。

　きりりと上がった眉。長く量のあるまつげ。鋭い眼まな差ざし。高い鼻筋。薄い唇くちびる。膝の上の指は細くて長く、爪の形が綺麗に整えられている。しかし剣を握ることもあるその手は、意外にも男らしくごつごつしているのを、ミリアは知っていた。

　平民のような服を着たアルフォンスと一緒に平民街のベンチに座っているなんて、不思議な感じだ。

　はた目から見たら、デートをしているように……は見えるわけないか。座っている位置が離れすぎだし、釣り合わないし。

　じーっと見ていると、視線に気がついたアルフォンスが目を向けてきた。かちりと目が合って、一瞬どきっとした。

「あのっ、アルフォンス様は、甘い物は好きですか？」

　口に出した途端、もっといい話題があっただろう、と後こう悔かいする。以前、お菓子の話ばかりしていると言われたのに。

　だがアルフォンスは、呆れたりせずに答えてくれた。

「甘い物ですか？　特別好きとも嫌きらいとも思いません」

「そうなんですね。アルフォンス様がくれるお菓子はどれも美味しいので、お菓子が好きなんだと思ってました」

　初めはミリアからリクエストしていた書類仕事の対価のお菓子だったが、この頃ごろはアルフォンスに任せていた。

「それはよかった。どれが一番お気に召めしましたか？」

「そうですねぇ……先日のクッキーはさっくさくで美味しかったですし、マドレーヌもオレンジピールが効いてて美味しかったです。そうそう、以前頂いたブランデー入りのチョコレート、少し酔よっぱらってしまいました」

「それは……申し訳ありません」

　ぽわんと気持ちがよくなった時のことを思い出して、おどけながら言ったのだが、アルフォンスは眉を下げた。責めたわけではないのに。

「いえいえ、美味しかったですよ。でも……本当のことを言うと、お酒が入っていないチョコレートの方が好きです」

「わかりました」

　アルフォンスが真剣な顔でうなずくものだから、ミリアは可笑おかしくなってしまった。

　その後も、アルフォンスと他た愛わいもない話を続ける。仕事以外でこんなにたくさん話したのは初めてだったし、とても楽しかった。

　しばらくして、ミリアは自分の言葉が崩れてしまっていることに気がつく。

「あっ！　失礼いたしました。私、言葉が……」

　ローズとのお茶会の後も、アルフォンスのマナー指導はなぜか続いていて、ミリアはずっと気をつけていた。なのに、平民街の雰ふん囲い気きに流されてつい気を抜いてしまった。

「令嬢教育は一時中断しましょう。ここではそちらの方が自然です」

　まさかアルフォンスが許してくれるとは思わなくて、ミリアは目を瞬またたかせた。

「ミリア嬢は、平民街にいる時の方が気が楽そうですね」

「そうですね。貴族の方々の中にいるよりは、ここにいる方がずっと気楽です」

　自分に言い聞かせるように話しながら、広場の中心へと目を向ける。

　雑多で、喧けん騒そうにまみれていて、決して綺麗でも洗練されてもいないけれど、平民街に出てくると、自分の世界はやっぱりこちらなのだと感じる。

「平民街へはよく来られるのですか？」

「頻繁にではないですが、父さんや弟が王都に来た時には会いに出てきます。お客として来ることはほとんどないので、実は今日は少し新しん鮮せんです」

「その割には、店員と何やら商あきないの話をしているようでしたが」

　ミリアは首をすくめた。仕事の話をしているところを見られてしまったのは失敗だった。せめて奥に引っ込んで、見えない所でするべきだった。

　令嬢らしからぬ行動を、アルフォンスはよく思わなかっただろう。

　ミリアが視線をさまよわせていると、アルフォンスが腰を浮かし、ローズとエドワードのために空けておいた空間を詰めて、ミリアのすぐ隣に座った。

　ミリアが驚いてアルフォンスを見上げる。

「宝飾店では若い店員と人の手配の話をしていましたね。随分親しそうにしていましたが、どういったご関係ですか」

「学園に入学する前、彼を引き取ってから、私が教育係をしていました」

「ミリア嬢が？」

　アルフォンスが眉を寄せた。令嬢自ら教育をすることに対して、というより、ミリアにできるのか、というニュアンスに感じた。

「そうですが？」

　マナーは全然駄目だけど、仕事のことなら、私だって新人教育くらいできるんだから。

「人材の教育をするほどとは。さすがです」

　アルフォンスが感心したように言ったので、馬鹿にされたのだと思ったミリアは、あれっ、と思った。

「引き取ったというのは、養護施設からですか？」

「はい。スタイン商会では、希望する子どもを引き取って従業員として育成しているんです」

「存じています。ひょっとして、冬期休きゅう暇かの二日目に馬車で出かけていたのも養護施設関係ですか？」

「そうです。新しく引き取る子を決めた帰りでした」

「あれは仕事だったのですね。お父上の商談に同行されることもあるのでしょうか」

「以前はそうでしたが、今は弟が同行しています。私が向かう時はだいたい一人です」

「ミリア嬢が、お一人で？」

　アルフォンスはまた驚いていた。

「私はこの前の休暇で初めて父の仕事に携たずさわったというのに……。ミリア嬢は商談を任されるほどに信しん頼らいされ、立派にこなされているのですね」

「いえ、それほどのことでは……」

　ミリアは慌てて両手を振った。なんだか恥ずかしい。

「刃物店では何の話をされていたのですか？　商談でも成立した様子でしたが」

　ぱっとミリアの顔が明るくなった。

　親方に承諾をもらえた時の嬉しさがよみがえってくる。

「商談とはちょっと違うんですけど、前々から、基き礎そ教育を終えた子を工房に入れてもらえないかと交こう渉しょうしていたんです。その承諾をもらえたところでした」

「その交渉も、ミリア嬢自身が？」

「はい、私が発案したので。子どもたちに技術を身につけさせたくて、去年いろんな所に説得をしに行ったんですが全ぜん滅めつで。やっぱうちの工房だけかー、って諦めてたんですけど、まさかここでオッケーがもらえるなんて、思ってもいませんでした」

「発案まで……」

「はい！」

　大きくうなずいて、ミリアはぱっと両手で口を押さえた。興奮しすぎた。

　アルフォンスはそんなミリアをまぶしそうに見ると、ぐっと声を落とした。

「ミリア嬢は、王妃になりたいと思いますか？」

「え、嫌です」

　何の脈みゃく絡らくもなく聞かれ、ミリアは食い気味に答えた。何を今さら。嫌に決まっている。

「即そく答とうですね。なぜです？」

「面めん倒どうくさいからです」

　きっぱりと宣言する。

「そうおっしゃると思いました」

　アルフォンスはうなずいた。

　その目元が少し緩ゆるんでいて、ミリアはどきりとした。

　そんな顔もするのか、とまじまじと見てしまった。

「ではミリア嬢は、卒業後は何を？」

「とりあえず実家に帰ります」

「ご実家というと、フォーレンですね。商会で働くのですか？」

「はい。でも、商品の取引をするよりは、教育事業に携わっていけたら、と思っています。基礎教育と職業訓練、ですね。まずは引き取った子たちからですけど、ゆくゆくは一いっ般ぱんの人にも広げていきたいです。生まれた環かん境きょうで生活に差が出るの、ずるいと思うんです」

　これは以前から考えていたことだが、記憶を取り戻してから、より強く思うようになった。

　この世界の庶民は貧ひん富ぷの差が大きすぎる。その要因の一つが基礎教育の有無だ。読み書きと計算ができるだけで収入が劇的に変わる。富める者は子どもに教育を受けさせることができるから、ますます富むのだ。

　アルフォンスが目を見開いた。

「女が働きたいと言うのは意外ですか？」

　日本では自立していたから、女であっても働くことに抵てい抗こうはない。むしろ働かずに家族に養ってもらうことに違い和わ感かんがある。せめて結婚までは働きたい。

「いえ、そちらではなく、教育事業に携わりたいとおっしゃったところに驚きました。それで先ほどの話になるわけですね……」

　アルフォンスは考え込むような仕草を見せた。

「まあ、それも結婚するまで、ですけどね」

「というと？」

「お相手次第ですから。妻には家にいて欲しいと考える人が大半でしょう」

　アルフォンスが眉を寄せた。

「ミリア嬢の希望は？」

「もちろん続けたいですよ」

　簡単に成果が出るようなことではないから、できるだけ長く携わりたい。外で働くのが性しょうに合っているとも思っている。

「王宮に入る気はありませんか？」

　アルフォンスの突然の言葉に、ミリアは目を丸くした。

「文官として？　私じゃ国政は無理ですよ。女じゃなかなか試験に通りませんし。それに推すい薦せんがないと」

　何を言っているのやら、とミリアは首を振った。

　実力主義派寄りの現国王は、女性や平民の登用に理解を示していた。

　血統主義派の貴族の反発があり、限りなく狭せまいが、門戸は一応開かれている。地方は人材不足なのもあって女性の文官も増えていた。

　しかし、王宮の文官になるための試験を受けるには、然しかるべき立場の人間の推薦が必要だ。ミリアでは受験にすらこぎつけられない。

「私が推薦します」

　ミリアは目を瞬しばたたかせた。

　そりゃあ、王太子様の側近が推薦してくれるのなら、受験は余裕でできるだろうけど。

　でもなんでアルフォンス様が？

「どうして私を？」

「ミリア嬢にはそれだけの能力があると思うからです」

「私に？」

「ええ」

　アルフォンスは強くうなずいた。

「仕事を手伝って頂くようになってからそれほど長くはありませんが、ミリア嬢の能力の高さに感服しています。国内の経済に対して明るく、国外の事情にも詳しいです。各領の主要生産物や生産体制も把握していらっしゃいますね。教育に携わりたいという思いも、そのための行動力も素晴らしいと思います」

「えぇ……？」

　ミリアが戸と惑まどいの色を見せたが、アルフォンスは言葉を続ける。

「私たちが貴族たるべくして礼儀作法や芸術を学んでいる間に、ミリア嬢は経済や仕事のやり方を学んでこられたのですね。これまでよほど努力されてきたのでしょう。これほどの見識や実行力をお持ちなのですから」

　ミリアは赤面した。褒められたのが嬉しかったからだ。自分でも驚くほどに。

　学園に入ってから、ミリアを否定するような言葉は浴びるように受けてきた。エドワードとのことを抜きにしても、成り上がりの商人の娘であり、自身も商売に関わっているということで。

　ミリアはそんな自分を誇らしく思っていたが、令嬢としては褒められたものではない。

　しかし今のアルフォンスの言葉は、元平民であり、商人の娘であるミリアを生おい立たちごと肯定する言葉だった。

　令嬢らしくあれと言い続けてきたアルフォンスからだったことが、余計に嬉しかった。

　認めてもらえたという喜びが、じわりじわりと大きくなっていく。顔が緩んでいくのが自分でもわかった。

「ありがとうございます……」

　ミリアは顔を下に向けたまま、消え入るような声を出した。

　恥ずかしすぎて、アルフォンスの顔を見ることができない。

「ですから、王宮に入ることを真剣に考えて頂けませんか？」

「そう言って頂けるのはありがたいことですが……」

　王宮の文官になるということは、すなわち官かん僚りょうになるということだ。ミリアにはそこまでの向上心も野心もない。

　できるだけ家族の側そばにいたいという気持ちもあった。日本ではあまり大切にできなかったから。

「ぜひお願いします」

　そっと目を上げてみればアルフォンスがじっと見つめてきていて、ミリアは目をそらせなくなった。

　イケメンの圧がすごい。そんな顔で迫られたら、うっかり承諾してしまいそうになる。

「あなたが、必要なんです」

　ひゅっと喉が鳴った。

　言い方……！

　これではまるで告白ではないか。

　ミリアは目を伏せた。

　どきどきと心臓がうるさい。今顔が赤いのは、さっきとは違う理由だ。

　顔を上げられない。

　落ち着け、落ち着け。そういう意味で言ったわけじゃない。

　ただミリアの能力を高く買ってくれているというだけだ。あくまでも仕事上の話。

　だとしても、どうしようもなく嬉しくなってしまう。

　この自他共に厳しいアルフォンスに褒められて、しかも必要だと請こわれるなんて。なかなかあることではないだろう。

　ミリアは小さく息を吸って吐はいた。澄すました顔の仮面を貼はりつける。

「買いかぶりですよ」

「そんなことはありません。現にとても助けられています」

　それ以上褒めないで……！

　緩みそうになる口元に力を入れる。

「仕事を続けるかも、さっきも言ったようにお相手次第です。文官になれたとして、すぐに辞やめることになったら申し訳ないですから。それにフォーレンに帰りたいとも思っています。アルフォンス様が推薦すると言って下さるのは本当に嬉しいんですけど、今のところは王宮に入ることは考えていません」

「……わかりました。ですが、選せん択たく肢しの一つとして、ぜひ考えてみて下さい」

「はい」

　平静な顔で話を続けることができず、ミリアはエドワードたちの方に顔を向けた。
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　エドワードが買ってきたワッフルを食べるミリアの横顔を見ながら、アルフォンスはミリアとの会話のことを考えていた。

　王妃になりたいかと訊ね、否定の言葉が返ってきたことには安あん堵どした。万一ミリアが王妃になりたいと言い出せば、エドワードの暴走がひどくなるに違いないからだ。

　これまでの言動から王妃を望んでいないことはわかっていたが、本人の口から直接はっきりと聞けたのはよかった。理由が面倒だからというのもミリアらしいと思った。

　ミリア自身が言った通り、王妃には相応しくない。到底務まらないだろう。ローズとは比べるべくもない。

　ミリアは卒業後は商会で働きたいらしい。

　女性なのに、とは思わなかったし、教育に携わりたいと述べたことには感かん銘めいを受けた。

　アルフォンスは卒業後はエドワードにつき、否いやが応おうでも国政に携わることになる。しかし、ミリアのように、具体的に成し遂げたいと考えていることはなかった。

　しかももう自ら行動に移しているという。ミリアが推進すれば、必ず成果は出るだろう。

　だというのに、婚姻後も仕事を続けるかは相手の希望によるという。

　相手が許さなければ、ミリアは家庭に入ることをよしとするのか。平民として家事と子育てに追われるか、もしくは貴族の夫人として社交に精を出すか。

　そう、例えば、宝飾店でミリアに親しく接していた店員──あの男がミリアに仕事を辞めろと言えば、言う通りに辞めるのだろうか。

　そんなことが許されるものか。

　王国のためにあれと育てられてきたアルフォンスには理解できなかった。能力があるのなら、それを発揮して王国に貢こう献けんすべきなのだ。

　それに、アルフォンスはミリアとの時間を心ここ地ちよく思っていた。

　余計なプライドがなく、マナー違い反はんを指し摘てきすれば、素直に受け取って是ぜ正せいしようと努力する。平民と貴族の両方の価値観を理解し、古い慣習にとらわれない柔じゅう軟なんな発想ができる。

　表情を取りつくろうのが苦手で、すぐに感情が顔に出る。裏表がないから、顔色を窺うかがったり、腹の中を探さぐったりしなくていい。ミリアの前では気を張らずにいられた。

　あれほどミリアの令嬢らしからぬ様子をよく思っていなかったのに、今はそこに好感を持っている。

　今日のミリアを見て、なおさらそう思った。

　ミリアは学園にいる時より自然体に見えた。歩く姿は令嬢らしくきちんとしていたが、表情はいつも以上に豊かで、声が弾はずんでいる。

　これが本来のミリアなのだ。

　本を読んでいる時の様子と少し似ている。

　アルフォンスがミリアを認めていると告げれば、頰を染めて喜んでいた。

　自分の言葉でそんな反応をするのは意外だったし、そんなに喜ぶのなら、もっと早く伝えればよかった。

　感情のままにくるくると表情を変えるミリア。真剣な顔で商いの話をするミリア。どちらもきちんとした令嬢とは程ほど遠とおいが、そういう姿を見られるのが嬉しかった。

　共にエドワードの補佐をしていければいいのに。

　ミリアが隣にいれば、教育に限らず、様々な政策を打ち出し、実現させていけるだろう。共に過ごす日々は、充じゅう実じつしたものになるに違いない。

　ミリアは、この国にとって──そして自分にとっても──必要な人間なのだ、とアルフォンスは思った。




　　　　　　　[image: ]




　帰りの馬車の中、ミリアとアルフォンスの向かいで、エドワードとローズはずっと今日の話で盛り上がっていた。特に広場でワッフルと果実水を買えたことがお気に入りらしい。

　小こ銭ぜにがなくてワッフルの売り子に売るのを拒否され、ショックを受けていたら並んでいた他の客が両りょう替がえをしてくれただとか、果実水が入っていたカップを店に持っていくと少し返金してくれるのが画期的だっただとか。

　ミリアにとっては当たり前のことでも、二人には新鮮だったようだ。

　共通の楽しい思い出を作ることができて何よりだ。

　ただ、移動の間、ローズがやたら平民の暮らしについて聞いてきたのは気になった。

　建物の間に渡してある洗せん濯たくロープの使い方なんて聞いてどうするの？　洗濯は使用人の仕事でしょ？

　質問の内容からして、ローズが転生者という線は薄いようにも思えたが、ミリアを警けい戒かいして噓をついているのかもしれなくて、断定することはできなかった。

　そのローズは、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているミリアの前で購入品の包みを開け、エドワードに見せながら、買ってもらったことへのお礼を言っていた。
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　ローズとミリアをそれぞれ屋敷と寮りょうに送った後、エドワードとアルフォンスは馬車で王宮に向かっていた。

　アルフォンスもミリア同様、計画の成功に概おおむね満足していた。

「楽しめたようですね」

「ああ！　また行きたい。庶民の暮らしを見るというのも面白いものだな」

「護衛が苦労していたようですから、次は少し抑おさえて下さい」

　あちらこちらに好き勝手に移動するエドワードを追いかけて、本当に大変そうだった。

　エドワードは短たん剣けんを所持していたから、たとえ誰かが襲おそってきたとしても自分で対処しただろうが、守る方としてはたまったものではない。

「次はローズ嬢とお二人で行かれてはどうですか？　事前に準備を整えて、平民街に詳しい者を案内につければ可能ですよ」

「何を言う。ミリア嬢がいなければ意味がない」

　アルフォンスの提案に、エドワードはきょとんと返した。

　そして、ミリアのあれがよかったこれがよかった、と次々に述べ始めた。

　アルフォンスは片手で目を覆ってうつむいた。

　ローズとの仲を深められたと思っていたのは勘違いだった。エドワードの目にはミリアしか映っていなかったのだ。

　そんなアルフォンスの落らく胆たんなど知る由よしもなく、エドワードは笑顔で話を続けていく。

「ワッフルを食べている時の顔を見たか？　自分で買ってきたものを食べさせるというのはいいものだな。やはりミリアは菓子を食べている時が一番可愛らしい」

「そうですか」

　アルフォンスは生返事をしながら、エドワードはミリアの他の顔を知らないのだ、と思い、優ゆう越えつ感を覚えていた。
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　その時ミリアは油断していた。

　どうやら作戦は失敗したらしいとアルフォンスに聞かされてがっくりきていたのと、文官に誘さそわれた時のことを考えていて、つい注意が疎おろそかになっていたのだ。

　ミリアは、庭園から講義室まで人ひと気けのない場所を歩いていた。ランチをとる庭園から講義室まで、建物をぐるりと回るより、渡わたり廊ろう下かを使って校舎を渡り歩いた方が早いからだ。ほとんど知られていない近道だった。

　そこの階段を下りようとした時。

　どんっ

「わっ！」

　背中に何かがぶつかり、ミリアは前のめりにバランスを崩くずした。

　とっさに手すりをつかもうとするが、するりと手が滑すべってしまう。

　そこから先はスローモーションだった。

　段差が目の前に迫せまってくる。

　踏ふみ面づらに上手うまく手をつけば、何とかなるかもしれない。

　手を伸のばす。

　思考はできるのに、手の動きが遅おそい。

　それでも狙ねらい通りに手をついた。

　が、勢いのついた体を支えきれない。

　肘ひじが曲がり、手首を支点にぐるりと回転したミリアは、頭に強い衝しょう撃げきを受けた。

　階上にちらりと見えたドレスの色は赤色。




　──その日ローズが着ていたドレスと、同じ色だった。
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「くそっ、まだか！」

　エドワードは学園の救護室への続き部屋をイライラとしながら歩き回っていた。ジョセフは心配そうな顔で立ったり座ったりと忙せわしない。

　アルフォンスもソファにこそ座っていたものの、悪い想像が駆かけ巡めぐり、目の焦しょう点てんが合わなかった。膝ひざの上に置いた手を、血が通わなくなるほどに強く握にぎりしめていた。

　救護室では意識のないミリアが医師の診しん察さつを受けている。エドワードが強ごう引いんに王族の侍じ医いに看みさせた。

　階段の踊おどり場ばで倒たおれていたミリアが発見されたのは、午後の一つ目の講義が終わった後だった。別の講義室へ移動していた令れい嬢じょうが見つけて悲鳴を上げたのだ。

　昼休みに庭園から戻もどる途と中ちゅうだと思われた。

　アルフォンスはミリアが講義に出ていないのを不思議に思っていたが、まさか階段から落ちて倒れていたとは思うはずもない。

　講義の間中そうしていたのかと思うと胸が痛んだ。

　その時、ようやく救護室の扉とびらが開いた。

「容体は!?」

　エドワードが侍医に駆け寄よった。

「手首を捻ねん挫ざしていますが、大きな外傷はありません。頭部に内出血──いわゆるたんこぶができていますので、頭を打ったのでしょう。意識は戻りました」

　その言葉を聞くやいなや、エドワードが侍医を押しのけて救護室の扉へと突とっ進しんした。

「おいエド！　ミリアは寝しん台だいにいるんじゃないのか!?」

　ジョセフの声に、エドワードはぴたりと足を止めたが、すでに扉を開けてしまっていた。

　幸いなことに、寝台にはレースのカーテンがかかっていて、ミリアの姿は見えないようになっていた。

「ミリア嬢じょう……？」

「エドワード様？」

　寝台に寄ったエドワードがレースの向こうにそっと声をかけると、ミリアが自らカーテンを開けた。体を起こし、寝台から出ようとしている。

「まだ寝ねていなくては」

「大だい丈じょう夫ぶですよ」

　エドワードが押し留とどめようとしたが、ミリアは寝台から出て立ち上がった。手首に巻かれた包帯が痛々しい。

「アルフォンス様とジョセフ様まで？　講義はどうされました？」

「抜ぬけてきました」

「それはご迷めい惑わくをおかけいたしました……。私は大丈夫です。少し手を捻ひねって軽く頭をぶつけただけですから」

　ミリアは明るく言って笑った。

　その両りょう肩かたを、エドワードがつかむ。

「何があった？」

「階段で足を踏ふみ外はずしました」

　ミリアの瞳ひとみは揺ゆれていた。噓うそをついている。

　エドワードもそれを感じ取ったのだろう、小さいながらも強い口調で繰くり返かえした。

「何があったか言え」

　ミリアは視線をさまよわせた後、観念したように目を伏ふせた。

「突き落おとされました」

　エドワードの手にぐっと力が込こめられた。

「誰だれに」

「わかりません」

「わからないとはどういうことだ」

「見ていないのです」

　ミリアが首を振ふる。

「全くか？」

「はい。後ろから押されましたので」

　エドワードが舌打ちをして、ミリアから手を離はなした。

「ああ、すまない。今のはミリア嬢に対してではない。犯人への怒いかりだ」

「わかっております」

「今日は帰った方がいい。騎き士しに送らせる。そのまま護衛としてつけよう」

「そこまでして頂かなくても大丈夫です」

「大丈夫なものか！」

　手を振って拒きょ否ひしたミリアを、エドワードが怒ど鳴なりつけた。

「……すまない。だが、ミリア嬢が階段から落ちて意識不明だと聞いて、生きた心ここ地ちがしなかった。頼たのむから守らせてくれ」

　エドワードの両手は強く握りしめられていた。

「ミリア、エドの提案を受け入れろ。これは傷害事件だ。王立の学園内で事件が起こったんだから、在ざい籍せきしている王太子エドが対処するのはおかしなことじゃない」

「……では、お言葉に甘えます。ありがとうございます」

　ジョセフが説得すると、ミリアはエドワードに頭を下げた。

「犯人は絶対に見つけよう。ミリア嬢は少し休んでから戻るといい」

　そう言うと、エドワードは部屋を出ていった。ジョセフがその後に続き、アルフォンスも扉に手をかけ──振り向いた。

「本当に何も見なかったんですか？」

「はい……見ておりせん」

　噓をついている、とアルフォンスは思った。

　ミリアは何かを目もく撃げきしている。そして誰かをかばっている。

　だが問とい質ただしたところで、ミリアが話しそうにはなかった。

　アルフォンスはそれ以上聞くことはせず、救護室を出た。

「少し寄りたい所がありますので、二人は先に行っていて下さい」

　エドワードが講義に戻る気がないことをアルフォンスは知っていた。そのまま王宮に帰り、犯人を捜さがすために動き出すだろう。

　アルフォンスは二人と別れ、手近にあった空き部屋に入った。

　扉を閉め、胸に片手を当てる。

　どきどきと心臓が大きく鼓こ動どうしていた。

　ミリアが意識不明だと聞いて、心臓が止まるかと思った。その後は握りつぶされるような痛みに襲おそわれ、それからずっとこの調子だ。

　大きく息を吐はいて心を落ち着かせようとする。

　ミリアは無事だった。怪け我がはしたが、大事には至らなかった。

　もう大丈夫だ、と自分に言い聞かせる。

　動どう悸きが収まると、ふつふつと怒りがわいてきた。

　誰がミリアを害したのか。

　なぜかミリアは口をつぐんでいるが、犯人は絶対に見つける。

　そして相応の処しょ罰ばつを与あたえてやろう。

　アルフォンスは両手を固く握りしめて誓ちかった。
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　ミリアの手首の捻挫は全治二週間だった。多少不便ではあったが、利きき手てでなかったのが幸いして、なんとか学園生活を送ることはできた。

　階段から落下したことは、犯人を油断させるために事故として処理された。

　エドワードは裏で調査を進めて犯人を捜し出そうとしている。

　突き落とされたことを隠かくし通せなかったのが悔くやまれる。

　アルフォンスはミリアの怪我を気き遣づかって仕事を休みにしてくれていて、その間にミリアはミリアで証しょう拠こ集めに動いていた。

　ミリアを突き落とした人物は、確かにローズと同じ色のドレスを着ていた。

　だが、だからと言ってローズが犯人とは限らない。ミリアもはっきりと見たわけではないのだ。

　ドレスの形や装そう飾しょくまでは見ていないし、赤色だということしかわかっていない。誰かがローズに罪をなすりつけようとした可能性さえあった。

　それに──。

　これが悪役令嬢ものだとしたら、ローズが犯人であることは絶対にあり得ない。最後に反撃ざまぁが待っているはずなのだ。

　ミリアが探しているのは犯人を突き止めるための証拠ではなく、ローズが犯人ではない証拠だった。

　殺されそうになったのだから、犯人に対する怒りはもちろんあるが、目下最も重要なのはローズの潔白を証明することだ。

　エドワード様も曖あい昧まいな証拠だけで断罪したりしないと思うけど……。

　ミリアは学園に出入りしているスタイン商会の商人にも協力してもらっている。学園内の職員や使用人に顔が利くのだ。

　これだけ多くの人が学園で働いているのだから、すぐに情報が集まると思った。

　だが、当時のローズの動向は全くつかめない。該がい当とうする時間だけローズを見た者がいなかった。

　まるで人気のない場所でミリアを待まち伏ぶせてでもいたかのように──。

　いやいや。

　ミリアは首を左右に振った。

　そして、自分でも情報を集めるため、見知った職員を捜しに歩き出した。

　エドワードにつけてもらった護衛の騎士は、ミリアの邪じゃ魔まにならない距きょ離りでぴったりとついてきている。

　訪ねるのは庭師だ。

　望みは薄うすいが、もしかすると当時のローズの姿を目撃しているかもしれない。

　事務局に寄って目当ての庭師の今日の予定を聞き出し、その場所を目指した。

　途中で、庭園の一つを横切ろうとした時。

　小さな池のほとりにある東屋ガゼボに人ひと影かげを認めた。アルフォンスとリリエントだった。

　ミリアはとっさに木の後ろに隠れた。二人がただならぬ様子だったからだ。

　騎士には変に思われただろうが構うものか。幸い、ガゼボは騎士には見えない位置だ。

　二人は至近距離で向かい合って立っていた。リリエントはアルフォンスの胸に手を当てていて、アルフォンスがその両肩に手を添そえている。今にもキスをしそうな雰ふん囲い気きだった。

　アルフォンスを見上げているリリエントはミリアに背中を向けているため、どんな表情をしているのか窺うかがうことはできない。

　一方で、アルフォンスの表情はよく見えた。

　いつもの無表情ではなかった。その口元がわずかに弧こを描えがいていたのだ。
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　ミリアはそっとその場を離れた。




　とんでもないものを見てしまった……！

　婚こん約やくしているのだから、キスの一つや二つ、何の問題もない。

　あのアルフォンスが、微び笑しょうとはいえ、笑えみを浮うかべていたのが衝撃的だった。

　誰しも恋こい人びとにしか見せない顔がある──。

　ローズとのお茶会でミリアが考えたことだ。

　あの時は、リリエントにネックレスをつけてやり、よく似合う、と褒ほめ言葉を発したと聞いて、意外に思っただけだった。

　なのに、今は胸をぎゅっとつかまれたような感覚がある。呼吸が苦しい。

　その後無事に出会えた庭師への聞き込みは、空から振ぶりに終わった。
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　リリエントと会った後、王宮へと向かったアルフォンスは、馬車の中で先ほどの出来事を思い出して顔をしかめた。

　アルフォンスはミリアに怪我を負わせた犯人がローズではないかと疑っていた。ミリアを排はい除じょしたいと考えるだろう人物の筆頭がローズだからだ。

　あの聡そう明めいなローズがそのような短たん絡らく的な行動をとるはずがないと思ってはいたものの、人間、嫉しっ妬とのあまりにとんでもない行動に出ることもある。

　ローズがそうでないとは言いきれなかった。

　誰かを特別に想おもったことのないアルフォンスには理解できない感情だったが、似たような事件は枚挙に暇いとまがない。

　いつも共にいるリリエントならローズの動向を知っているかと思い、聞き出すために呼び出した。

　場所は生徒が立ち入らないような奥まった所にある庭園だ。リリエントと二人きりでいるところを誰かに目撃されるなど冗じょう談だんではない。

「お聞きしたいことがあります」

　適当な理由をつけて当時のローズの行動を知りたいと告げると、リリエントが一歩近づいてきた。アルフォンスの胸に手を当てて見上げてくる。物もの欲ほしそうな顔だ。

　むせかえるようなきつい香こう水すいの匂においがして、顔をしかめるのをこらえるのが大変だった。

　アルフォンスはリリエントの両肩に手を置いた。自身が逃にげ出だしてしまわないように。

「何か欲しいものはありますか？」

　声に嫌けん悪お感がにじみ出そうだったので、ささやくように言う。

　ゆがみかける口を無理やり笑みの形に持っていく。顔の筋肉がつりそうになった。

「以前頂いたネックレス、お友達に褒めて頂きましたわ。そういえば、今度開かい催さいされるオークションで大おお粒つぶのダイヤが出品されるそうですの」

　甘ったるい声でリリエントが答えた。

「ネックレスにしてお贈おくりしましょう」

「嫌いやだわ。これではわたくしがねだったみたい」

　リリエントが頰ほおに手を添えて顔をそらす。

「私がリリエント嬢に贈りたいのです。どうか受け取って下さい」

「アルフォンス様がそうおっしゃるのなら……」

　リリエントが勝かち誇ほこったような顔をした。毒々しい赤い色の口が三日月を描いていた。

　アルフォンスはこみ上げてきた吐き気を飲み下した。

　そしてようやく得られたのは、その時リリエントはローズと一いっ緒しょではなかった、という証言だった。ローズがどこにいたのかも知らないのだという。

　アルフォンスは怒りを抑おさえられなくなり、リリエントの前から早々に立ち去った。

　リリエントはいつもこうだ。

　自分は好き放題に我わが儘ままを言うくせに、アルフォンスが些さ細さいな頼み事をしようとすると、見合わない対価を要求してくる。

　ミリアがローズの茶会に出席する時、アルフォンスはリリエントから招待客のリスト、そしてローズとリリエントが着る予定のドレスの色を聞き出した。

　その対価に、リリエントはエメラルドのついたネックレスをねだってきた。

　瞳の色の宝ほう飾しょく品を自ら求めてくるという図ずう々ずうしさにめまいがした。

　その上、茶会ではミリアに正せい妃ひの座を勧すすめたのだという。

　王家を取り巻く状じょう況きょうも、血統主義派であるミール侯こう爵しゃく家の立場も、何も考えていない軽けい率そつな発言だった。

　そんな女が自分の婚約者で、将来結けっ婚こんしなければならないのかと思うと、憂ゆう鬱うつな気分になる。リリエントはカリアード家の一員となった後も同様の行動を続けるに違ちがいない。

　ふと、ミリアだったら、と考えた。

　他人を気遣えるミリアなら、そのような不用意な発言をしたりはしないだろう。

　高価な品を要求されることもきっとない。贈ったところで逆に突き返されそうだ。菓か子しか花の方がきっと喜ぶ。

　書類仕事の終わりに笑え顔がおで菓子を受け取るミリアのことを考えて、ふっと心が和なごんだ。
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　講義室やカフェテリアでも、ミリアは情報収集に勤いそしんでいた。何か手がかりはないかと、いつも以上に生徒たちの話に聞き耳を立てる。

　ローズ周辺の話は特に重要なので、ぎりぎり声が聞こえる距離をキープするようにしていた。

「みなさま、卒業パーティの準備は進んでおりまして？」

　唐とう突とつにその話題を出したのはリリエントだ。

「何着かドレスの注文をいたしましたが、どれにするかまだ決められていませんわ」

「わたくしはもう決めました」

　令嬢たちがきゃいきゃいと楽しそうに話し始め、そのうちの一人がローズに水を向けた。

「ローズ様はどんなドレスをお召めしになるの？」

「形はまだ決めておりませんが、色は緑にいたしました。変かわり映ばえしなくてお恥はずかしいですわ」

「エドワード様がいらっしゃるのですから当然ですわ」

　婚約者同士、衣い装しょうの色を合わせることは多く、エドワードはパーティではいつも瞳の色に合わせて緑色の服を着る。

「まあ、困りましたわ。わたくしも緑色にしようと思っていたのです。ローズ様が着られるのでしたら、別の色にした方がよさそうですわね。アルフォンス様が宝飾品を贈って下さるとおっしゃるので、それに合わせたドレスをデザインさせておりましたのに」

　わざとらしい言葉だった。

　この自じ慢まん話をするためにドレスの話を持ち出したのだ。

　ローズはにこりと笑った。

「わたくしのことはどうかお気になさらないで」

「そうはいきませんわ。エドワード様と並ぶローズ様と比べられてしまいますもの」

　比較されて困るのはあんたよ、と言わんばかりの口調だった。

　リリエントの口からアルフォンスの話を聞くのがなんとなく嫌で、ミリアは逃げるようにその場から立ち去った。
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　ミリアの怪我が完治してから、アルフォンスとの書類仕事は再開された。

　このところアルフォンスは忙いそがしそうで、図書館に来るのが特に遅くなっていた。ミリアはアルフォンスが来るまで読書をして過ごす。

　本を取ってテーブルに着く。

　ローズ犯人説を覆くつがえす証拠が見つからず、不安で睡すい眠みん不足気味だ。

　静かな場所で分厚いガラス越ごしの日差しに照らされると、講議の間必死に耐たえていた眠ねむ気けがふわりと戻ってきた。

　しかしミリアの手には本がある。一度読み始めてしまえば睡すい魔まなどなんのその。徹てつ夜やだって余よ裕ゆうだ。

　本の途中、前日の続きから読み始めたミリアは、その巻をすぐに読み終えてしまった。

　次の巻を取りに行くために席を外し、戻って来ると、アルフォンスがそこにいた。

　正面に座ろうと近づいて、ミリアは絶句した。

「うそ……」

　書類の山を前にしたアルフォンスは、腕うでを組み、目を閉じ、顔をわずかにうつむかせて──眠ねむっていた。

　ミリアは思わず左右を見回してしまった。

　アルフォンス・カリアードのこんな姿を見られるわけにはいかない、となぜかミリアが心配してしまうほどに、レア中のレアに違いなかった。

　幸いなことに、テーブルを区切る低い衝つい立たてのお陰かげで、誰の目にも触ふれていないようだ。ミリアの護衛の騎士も離れて待機していて見えていない。

　だが、誰かが通りかかれば見られてしまう。

　アルフォンスはすぅすぅと小さな寝ね息いきをたてていて、とても気持ちよさそうだった。

　ミリアは腰こしをかがめ、アルフォンスと顔の高さを合わせて顔を近づけた。

　わ、可か愛わいい……。

　ひそめてばかりの眉まゆは少し下がり、普ふ段だんむっと結ばれている口がわずかに開いていて、いつもよりも幼く見えた。やや緩ゆるんだ表情に、思わず口がほころんでしまう。

　これはレア中のレアどころか、ウルトラレアな顔なのではないだろうか。

　今アルフォンスを見ているのはミリアだけで、この表情を独ひとり占じめできていることに、なんだかくすぐったい気持ちになる。

　ミリアがほんのちょっと席を外していた隙すきに、それも人前で眠ってしまうくらいだから、よほど疲つかれているのだろう。それはきっと、ミリアが突き落とされた件を調べてくれているからなのだ。

　もう少しだけ寝かせておいてあげたい。その分自分が手伝いを頑がん張ばればいい。

　アルフォンスの柔らかい寝ね顔がおをもう一度見てふふっと笑った時、目の前で、アルフォンスの目がぱちりと開かれた。

「何をしているんです？」

　ぐっと手をつかまれる。

　ミリアは小さく悲鳴を上げた。反射で離れようとしたが、手をつかまれていて動けない。

　動どう揺ようして、ミリアの心臓はばっくばっくと大きく拍はく動どうしていた。

　なんと言い訳しようものかと目がさまよう。

「人の寝顔を観察するとは、感心しませんね」

「違ちがっ！」

　人聞きの悪い。

　そう反論したかったが、間ま違ちがいなくミリアはアルフォンスの寝顔を見ていた。そして勝手に幸せに浸ひたっていたのだ。

　自分の行動の恥ずかしさに、ミリアの顔はみるみる赤くなっていった。

　何より顔が近い。息がかかりそうな距離だ。

　顔を近づけてまじまじと見ていたのはミリアなのだが、自分がこっそり見ているのと、相手にがっつり見られるのは全然違う。

　アルフォンスの深い緑色の瞳でじっと見られると、落ち着かない気分になった。

「離して下さいっ」

「どうして？」

　どうして!?

　首をわずかに傾かたむけ、なぜなのか、とアルフォンスが目で問うてくる。

　反対の手が伸びてきて、ミリアの顔に触れた。

　ミリアはびくっと体を硬かたくし、目をぎゅっとつぶった。

　するりと頰を撫なでられ、指先が耳に当たる。

「ひゃっ」

　驚おどろいて再び逃げようとしたミリアだったが、逆にぐっと手を引かれてしまう。

　逃げるために半はん端ぱに腰を引いていたのが災わざわいして、倒れ込んだミリアはアルフォンスに抱だきつきそうになった。とっさにアルフォンスの肩かたに片手を置いてそれを防ぐ。

　しかしアルフォンスはなおもミリアを引き寄せようとした。

「あああ、アルフォンス様っ!?」

　ミリアはパニックになりながらも肩に置いた手を突っ張ぱり、目を潤うるませて抵てい抗こうした。

　すると、アルフォンスの目が愉ゆ快かいそうに細まった。口角がほんの少しだけ上がる。

　息が止まるかと思った。

　アルフォンス・カリアードの笑顔は、寝顔に匹ひっ敵てきするレアな表情だ。

　だが、ミリアはつい先日見たばかり。あのガゼボで。

　顔の熱が、すっと冷めた。

「アルフォンス様、離して下さい」

　ミリアが冷静に、しかし強く言うと、アルフォンスは目を丸くしてぱちぱちと瞬まばたきをした後、あっさりと手を離した。

　ミリアは立ち上がってさっと距離を置いた。

「……失礼。寝ぼけました」

　アルフォンスは口を片手で覆おおい、目をそらしている。

　先ほどまでのアルフォンスはしっかりと喋しゃべっていたし、目が胡う乱ろんなわけでもなく、手には力が入っていて、はっきりと覚かく醒せいしていたように見えた。

　だが、アルフォンスがミリアに笑いかけるわけがない。それこそ寝ぼけてでもいなければ。

「本を片づけてきます」

　ミリアは読み終えた本を抱かかえて書しょ架かへと向かった。




　胸が痛い。

　心臓が握り潰つぶされそうだ。

　アルフォンスから距離を置いたミリアは、本ほん棚だなの一つに身を隠し、胸の辺りを押さえた。

　その場にうずくまり、本棚の一番下の本を探しているふりをする。

　じわりと目に涙なみだが浮かんできた。

「ふぅっ」

　ぐっと目に力を入れてこらえようとするが、逆に嗚お咽えつが漏もれた。

　あれは、恋人にしか見せない特別な顔。

　ミリアはリリエントに間違えられた。

　細められた深緑の瞳に映っていたのはミリアだったのに、アルフォンスはミリアの向こうにリリエントを見ていたのだ。

　それがとてつもなくショックだった。

「ぐぅっ、くふっ」

　ぎゅうぎゅうと胸が締しめつけられていく。

　ミリアはドレスの胸むな元もとをより一層強く握った。

　頭の中がぐちゃぐちゃで、心が粉々に砕くだけてしまいそうだった。

　あふれる涙が止まらない。

　──私、アルフォンス様が好きなんだ。

　自覚してみれば、それはすとんと胸に落ちた。

　本棚に潰されそうになった時、助けてくれた。

　ローズのお茶会に招待された時、招待客のリストを手に入れてくれて、ドレスの色も指定してくれて、作法を叩たたき込んでくれた。

　そして、降って湧わいた男だん爵しゃく令嬢という身分ではなく、元平民の、商人の娘むすめとして生きてきたミリアを認めてくれた。

　馬鹿じゃないの。

　あり得ないほどの美形で。頭が良くて。伯はく爵しゃく家の嫡ちゃく男なんで。王太子の側近で。

　そして──婚約者がいる。

　そんな人を好きになるなんて、馬鹿じゃないの。

　頰に優やさしく触れる手を知っている。ミリアの名を呼ぶ声も。細められた目も。

　だけど──。

　アルフォンスのキスは知らない。好きだという声も知らない。

　リリエントは知っているのだろうか。

　そう思うと胸が痛くなる。

　どうして私じゃないんだろう。

　わかっている。婚約は家同士で決めるものだ。ミリアにどうこうできることではない。

　そうでなくとも、ミリアにはリリエントに勝まさる要素が何一つなかった。

　リリエントの方が美人で、スタイルがよくて、侯爵家の娘で、礼れい儀ぎ作法もしっかり身についていて。リリエントにはアルフォンスの求める令嬢らしさがある。個人的には性格が大層悪いと思うが、そこもアルフォンスは受け入れているのだろう。

　そして何より、アルフォンスはリリエントを想っているのだ。リリエントにしか見せない顔を持っている。

　自分がアルフォンスに人として好かれていることは感じていた。

　だけど、恋れん愛あい感情は持ってくれない。

　王太子の側近アルフォンスルートを攻こう略りゃくしていればよかった──。

　そうすれば、今いま頃ごろアルフォンスはミリアに夢中になってくれていたはずだ。

　それとも、これから攻略方法に近い行動をとれば、アルフォンスはミリアを見てくれるのだろうか。

「最低だ、私……」

　そんなことをして何になる。

　アルフォンスに自分のことを無理やり好きにさせて、それでどうするのだ。ミリア自身の魅み力りょくではないのに。

　選せん択たく肢しを選び間違えさえしなければ誰でも得られてしまう気持ちに、何の価値がある。

　それでも──。

　それでもいいから、と思ってしまう。

　私を見て欲しい。他の女性ひとではなくて。

　元平民ではなかったら、商人の娘ではなかったら、生きっ粋すいの貴族だったら、礼儀作法が完かん璧ぺきだったら、自分のことを見てくれただろうか。

　そうは思っても、ミリアにはどうすることもできないのだった。生おい立たちは変えられない。

　そしてミリアは、商人の娘として生きてきた自分に誇りを持っている。

　アルフォンスは絶対に、ミリアを見てはくれない。

「うぐぅっ、ぐっ」

　胸が痛くて痛くて、心臓が止まってしまうかと思った。




　止まってしまえばいい、と思った。




　　　　　　　[image: ]




　ミリアが本を片づけてくると言っていなくなった後、アルフォンスは片手で目を覆って項うな垂だれていた。

　今し方自分がしてしまった行動に大変な衝撃を受けていたのだ。

　人前で眠るという大失態を犯おかした上に、気がつけばミリアを抱き寄せようとしていた。

　目を開けると触れそうなほどすぐ近くにミリアがいて、思わず手を伸ばしていた。真っ赤になったミリアが可愛くて、もっと触れたくなった。

　ミリアは本気で嫌がっていた。当然だ。好きでもない男に抱きしめられそうになったのだから。

　アルフォンスは自身の感情に戸と惑まどいながら、ため息をついた。




　ミリアは随ずい分ぶん長い時間をかけて戻ってきた。目元が少し赤くなっていて、アルフォンスは罪悪感に苛さいなまれる。

「ミリア嬢、先ほどは申し訳ありませんでした」

「いいえ、私こそ失礼いたしました。お互たがい様ということで、なかったことにいたしませんか。私も忘れます」

　頭を下げると、ミリアは作り笑顔を返してきた。断固とした態度だった。

　アルフォンスはうなずくしかなかった。

　その後は、アルフォンスが話しかけてもミリアからは事務的な答えしか返ってこず、会話が続かなかった。書類についての報告も最低限だった。

　当たり前だ。男にあんなことをされて怒おこらない方がおかしい。

　なかったことにしたいと言われて同意したのだから、謝罪を重ねることはできない。

　どうすればいいのかわからず、アルフォンスは途と方ほうに暮れた。

　無言で書類に向かっているのはいつものことなのに、空気を重く感じ、息苦しささえ覚えた。ミリアと図書館にいて、これほど居い心ごこ地ち悪わるく感じたことはなかった。

　耐えきれなくなったアルフォンスは、途中で音ねを上げ、いつもよりも早く切り上げた。

　時間を置けばミリアの態度も改善するかもしれない。

　しかし、翌日以降も、ミリアのよそよそしい態度は変わらなかった。
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　それから数日、ミリアを突き落とした犯人について、独自に調査を進めていたアルフォンスだったが、全く収しゅう穫かくを得られていなかった。

　エドワードが調べた情報と照らし合わせても、全生徒のアリバイを確かめることはできなかった。当時その周辺にいた彼らの使用人や学園の職員まで対象を広げれば、容疑者はもっと増えた。

　そんな時、エドワードの執しつ務む室へ一枚の書類が届けられる。

　エドワードは渡された書類に目を通して無言で畳たたむと、机に肘をつき、両手で顔を覆った。

「アル、ジェフ」

　呼ばれた二人が視線を向けると、エドワードはそのままの体勢で口を開いた。

「犯人が見つかった」

「誰ですか!?」

　エドワードが顔を上げた。何度か口を開閉した後、ため息と共に吐き出した。

「……ローズだ」

「なんですって？」

　その言葉が信じられずに、アルフォンスは聞き返した。

「ミリアを階段から突き落とした犯人は、ローズ・ハロルドだ」

　言い聞かせるようにゆっくりと告げられ、アルフォンスは絶句した。ジョセフも何も言葉を発しようとしない。

　ローズが犯人？　本当に……？

　最も怪あやしい人物ではあった。ミリアの存在を最も煩わずらわしく思っているだろう人間──それがローズ・ハロルドだ。

　だが、決定的な証拠がなかった。それに、まさか本当にあのローズが、という気持ちがどうしてもあった。

「ミリア嬢が倒れていた階段にローズが向かったのを目撃した令嬢がいた。これまでハロルド家に忖そん度たくして黙だまっていたそうだ」

　決まりだった。人気ひとけのない場所だ。他に誰かいたとも思えない。突き落とした瞬しゅん間かんの目撃ではないにしろ、状況証拠としては十分だ。

　しばし沈ちん黙もくが流れる。

　すると突とつ然ぜん、エドワードの喉のどから、くくくっ、と笑い声が漏れた。

　そして天てん井じょうを仰あおぐと、大きく笑い声を上げた。

「まさかこんなことになるとはな。わたしは悲しむべきなのだろう。だが──」

　エドワードは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

　その顔から、エドワードが何をする気なのか、アルフォンスは悟さとった。

「まさか……！」

「これでミリア嬢を婚約者に迎むかえることができる」

「なっ！」

　ジョセフが目を見開いた。

「いやいやいやいや。求きゅう婚こんしたところでミリアは受けないだろう。だってミリアだぞ？」

「……ミリア嬢は承しょう諾だくするでしょうね」

　アルフォンスの声は震ふるえていた。握りしめた両手の指先が冷たくなっていく。

「なんでだよ。前にミリアに聞いたことがある。王おう妃ひにはなりたくないと言っていた。エドのことを好きとも思えない」

「それでもするんですよ。──王太子殿でん下かがご命令されるのですから」

　声がかすれて上手く話せない。

「そういうことだ」

　エドワードは椅い子すにもたれて脚を組み、腹に両手を置いて微ほほ笑えんだ。

　ジョセフが息を飲む。

「……最低だな」

「何とでも言えばいい」

「見み損そこなった」

　エドワードはジョセフの軽けい蔑べつの視線を受け流し、上体を起こして、組んだ手を執務机に置いた。

「ミリア嬢が意識不明だと聞いた時、ミリア嬢を失うのかと思うと怖こわくて仕方がなかった。もうあんな思いはしたくないのだ。わたしがミリア嬢を守る」

「ミリアを王妃にするなんて無理だ。元平民で、一代男爵の娘だ。周りが納なっ得とくしない」

　ジョセフは、ミリアが王妃になるのもいい、と面おも白しろ半はん分ぶんに口にはしていたが、現実にはあり得ないと思っていた。

「ローズでないのなら誰でも同じだ。王妃教育をこれから受けさせるのは変わらない。ならば私はミリア嬢を望む」

「それにしたって──」

「他に相応ふさわしい令嬢でも？」

　ジョセフは即そく答とうできなかった。

　いないからだ。

　幼い頃ころからローズが婚約者でいたのもあって、他の古くから続く名家の令嬢たちはすでに婚こん姻いんを結んでいるか婚約者がいる。

　王族からの要よう請せいということで、無理やり破談に持ち込むこともできなくはないが……。

「身分は父親に高位の爵しゃく位いを与えるだけで済む。元平民のミリア嬢を王妃にすれば民たみの支持も得られるだろう」

「それは……。おい、アル、何か言えよ。このままでいいのか？」

「いいわけないでしょう……ミリア嬢を王妃にするなんて……」

　アルフォンスはうわ言のように言った。

　そう、ミリアを王妃にするなんて、いいわけがない。

　アルフォンスは目を一度きつく閉じ、エドワードを見み据すえた。

「殿下、いくらこれから王妃教育を受けるとしても、ミリア嬢には素養がありません。礼儀やマナーが身についていないんですよ。お話になりません」

「そうか？」

　エドワードがアルフォンスを見上げる。

「アルが教え込んだんだろう？　最近のミリア嬢の立ち居振る舞まいは様になっている。言こと葉ば遣づかいも覚えてきた。不足しているのは経験くらいで、そんなもの、やりながらでなんとでもなる」

「外交はそうはいきません。一度でも失敗をして関係がこじれたら、修復の機会さえ失われることもあるんですよ」

「ミリア嬢は諸外国に明るい。他国の王妃が自国に精通していることは、多少の失態など霞かすむほどの好印象をもたらすと思わないか？　王妃教育において、他国の事情の学習が重要なことは知っているな？　ミリア嬢はそれをすでに終えている」

　アルフォンスは口をつぐんだ。エドワードの言う通りだった。ミリアと共に書類仕事をしているアルフォンスは、それが痛いほどわかっている。

「ミリア嬢が苦手とする社交界の付き合いについては、わたしが前面に出る。その分内政に関わってもらうことにはなるが、ミリアは学業も優ゆう秀しゅうだし、商会の手伝いで書類仕事が何たるかもわかっているはずだ。然しかるべき補佐をつければ政務もなんとかなるだろう」

「ミリアの気持ちはどうする」

「仕方ない」

　エドワードが肩をすくめた。

「わたしも、ミリア嬢の想いを踏みにじるつもりまではない。だがミリア嬢に関してそういった話は出ていないだろう。もしミリア嬢が誰か他の男の手を取るというのなら潔いさぎよく退ひこう」

　余裕たっぷりな口調だった。ミリアにそんな相手はいないと確信している。

　エドワードがこうと決めたのなら、止められるのは国王しかいない。

　そして、明確な反対理由がない限り、王子たちの自主自立を尊重する国王が止めるとは思えない。

　今までならば絶対に許さなかっただろうが、もはやハロルド家に遠えん慮りょは必要なかった。

　アルフォンスは目の前が真っ暗になっていくのを感じていた。

「卒業パーティだ。そこでローズとの婚約を破は棄きし、ミリア嬢との婚約を発表する」

　エドワードははっきりと宣言した。




　その日、アルフォンスはどうやって屋や敷しきに帰ってきたのか覚えていない。気がついたら自室のソファに腰を下ろしていた。

　ミリアがエドワードと婚約する──。

　エドワードの言う通りだった。ミリアには王妃を務められるだけの素質があり、素養を身につけた。ほかならぬアルフォンスの手によって。

　相応しくないとはもう思わなかった。

　そして、悔くやしい、と思った。エドワードはミリアのことを何もわかっていない。

　然るべき補佐をつければ政務もなんとかなるだろう、だって？

　ミリアならあっという間に王宮内を掌しょう握あくするだろう。たとえエドワードが外交や公務で王宮を空けても、その間も政務は滞とどこおりなく回るようになる。

　──そうじゃない。

　アルフォンスは両肘を膝に乗せ、目を覆った。

　この焦しょう燥そうは、この激情は、エドワードがミリアの価値を理解していないことへの悔しさからくるものではない。

　ミリアがエドワードのものになる──。

　そう考えただけで、胸をかきむしりたい衝しょう動どうにかられた。

　アルフォンスはミリアを必要としている。

　それが仕事上だけのものではなくなっていたことを、まざまざと思い知った。

　自分はミリアを欲ほっしている。

　つい半年前、スタイン男爵の馬車で同席した時には全く持っていなかった感情だ。

　ミリアと共に過ごすうちに、その魅力に心奪うばわれていた。

　ミリアが必要だと言った時、恐おそらくあの時にはもう、ミリアに特別な想いを抱いだいていたのだ。

　本人に告げていながら自覚していなかったとは、笑うしかない。

　アルフォンスは目を覆っていた両手を組み合わせてきつく握った。

　図書館での事故でミリアを助けた時のことを思い出した。

　あの時は何も感じなかった。

　今は、触れたミリアの温かさを忘れてしまったことを悔やんでいる。

　もう一度抱きしめることができたなら、もう絶対に忘れないのに──。

　だが、ミリアはエドワードのものになる。二度とアルフォンスが触れることはない。

　アルフォンスは唇くちびるを嚙かんだ。

　なぜ自分ではないのか。

　こんなに想っているのに。こんなに欲しいのに。

　──ああ、せめて、この想いを伝えたかった。

　しかし、アルフォンスにはただそれだけのことすら許されない。

　リリエントがいるからだ。

　どんなに認めたくなくとも、それは変えようのない事実だった。

　たとえエドワードとの婚約が成立しなかったとしても、アルフォンスがミリアの隣となりに立つことはない。

　いずれ誰かがそこに立つだろう。他の貴族の子息か平民の男が。

　握りしめた手が震えるほどに強く力がこもった。

　考えたくない。胸が潰れそうになる。ミリアが他の男の手を取るところなど見たくない。

　深く息をついて嫌な想像を頭から追い出し、別のことを考える。

　図書館での充じゅう実じつした日々。

　それだけでも維い持じすることはできないだろうか。

　私生活でミリアの隣に立つことはできなくとも、仕事上の立場でなら側そばにいることはできるかもしれない。

　アルフォンスにはもう、ミリアのいない未来は考えられなかった。
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　翌日、ミリアは図書館でアルフォンスの向かいの席に座っていた。言うまでもなく間のテーブルには書類が積み重ねられている。

　アルフォンスに笑いかけられてから、ミリアはアルフォンスの顔をまともに見ることができなくなっていた。その緑の瞳を見ると泣きそうになるからだ。

　失礼であることは承知の上で、曖昧に視線をずらして、できる限り顔を見ないようにしている。

　自然、二人の会話は少なくなっていた。

　本当はこうして二人でいるのもつらい。

　しかしこれは仕事なのだ。

　アルフォンスにはミリアの都合を優先していいと言われていたが、ミリアのプライドにかけて、私情で仕事を投げ出すのは絶対に嫌だった。

　ミリアは手に取った書類を見て内心ため息をついた。

　それは項こう目もくと数字だけが書かれた確かく認にんのための写しではなく、タイトルから作成者までがっつり記載されている、ガチの書類だった。

　これってもしかして王宮に入れっていう無言の圧力？　外そと堀ぼりから埋うめる的な？

　以前アルフォンスに誘われた王宮の文官には、絶対にならないと決めていた。

　アルフォンスの近くにいたくないからだ。

　王宮にいればふとした拍ひょう子しに出くわしてしまうかもしれない。会えるかもしれないと期待しながら毎日を過ごすのは御ご免めんだし、会えたら会えたでつらいだけだ。

　王都にすらいたくないと思っていた。

　卒業後は予定通りフォーレンに帰る。伯爵令息様と一代男爵の娘は、きっと二度と会うことはないだろう。

　卒業パーティまであと少し。

　ミリアはローズが犯人ではないという証拠を見つけることはできていない。

　だが、ローズが犯人だという話も出ていない。もしそんな証拠が出てきたら、エドワードがすぐに言ってくるはずだ。それがないということは、まだ見つかっていないということだ。

　このまま何も起こらずに終えられるかもしれない。

　ミリアはそんな淡あわい期待を捨てきれずにいた。

　でなければ、アルフォンスの側で、エドワードとの結婚生活を送ることになる。

　ふと気配を感じて視線を上げると、アルフォンスと目が合った。きゅっと胸が詰つまる。

　ミリアは書類に視線を戻し、なんでもないふりをした。不自然には見えなかったはずだ。

「ミリア嬢」

「なんでしょうかー？」

　アルフォンスの呼びかけに、顔を上げず生返事を装よそおって答える。

「お話ししておかなければならないことがあります」

　声がひどく真しん剣けんだったので、今度はちゃんと顔を上げた。アルフォンスの顔が強こわ張ばっている。

「なんでしょうか」

「ここでは少し……」

　嫌な予感がした。

　二人は図書館の中でも誰も立ち入らないような、隅すみの方に場所を移した。

「ローズ嬢でした」

　何が、と聞く必要はなかった。それだけで十分伝わった。

「それで……殿下が、ミリア嬢との婚約を望むと」

「承諾は、いたしません」

　弱々しく告げるミリアに、アルフォンスは硬い表情で首を振った。

　これもそれ以上の言葉は必要なかった。

「そう……ですか……」

　ミリアは目を伏せた。

「スタイン男爵は反対しませんか？」

「私が嫌だと言えば反対すると思います。でも最終的には妥だ協きょうするでしょうね。私が王妃になれば、商会にも利益がございますから」

　フィンからは、商会のために婚姻を結べと言われたことはない。そのようなことは全く考えていないだろう。

　しかし父親が納得しようとしなかろうと、どのみち命令ならば従うしかない。この王国の国民である以上、王族の命令は絶対だ。

「殿下は……もしもミリア嬢に想い人がいるのなら、その想いを踏みにじるつもりはない、と言っていました」

「え？」

　驚いたミリアが視線を上げる。

　アルフォンスは何かを懇こん願がんするような、切せっ羽ぱ詰つまった表情をしていた。

「他に、婚姻を結びたいと思う男はいないのですか？」

　ミリアはアルフォンスをじっと見た。

　好きな人に聞かれるとは思わなかった。脈がないにも程ほどがある。

　アルフォンスはミリアに他に好きな人がいることを期待しているのだ。そうすればミリアを王妃にしなくて済むから。

「もしいたら、エドワード様は考え直して下さるということですか？」

「ミリア嬢が他の男の手を取ったなら、諦あきらめると言っていました」

「それでは駄だ目めですね……」

　ミリアは寂さびしそうに笑った。

　ああ、心が痛い。

「相手が私に手を差し出して下さることはありませんから」

　だってアルフォンスはリリエントのことが好きなのだ。

　アルフォンスが息を飲んだ。

「いるん、ですか？」

「さあ、どうでしょう」

「既き婚こん者ですか？　それとも婚約者がいる男ですか？」

　焦あせった顔で迫られた。

　アルフォンスは、それが自分のことだとはちらりとも思っていないのだろう。

　エドワードとの婚約を阻そ止しするためなら協力する、とでも言い出しそうだ。

「どうせ報むくわれないなら、私のことを好きだとおっしゃって下さるエドワード様と結婚した方が、幸せかもしれませんね」

　ミリアは無理して微笑んだ。
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　ミリアの泣きそうな顔を見て、アルフォンスは思わず近寄って両りょう腕うでを伸ばしていた。

　抱き寄せそうになったところで、はっと我に返る。

　手を握りしめて一歩下がった。ミリアが戸惑いの目を向けてくる。

「すみません」

「いえ……」

　なんとか謝罪の言葉を絞しぼり出して、奥おく歯ばを嚙みしめた。

　抱きしめる権利があるのは、ミリアの想い人だけだ。

　あんな顔をさせるのは誰だ。

　ミリアの心を得ながらそれを欲しないとしたら、なんと愚おろかな男なのだろう。

　答えてはもらえなかったが、既婚者か婚約者のいる男なのは確実だった。でなければ、ミリアを選ばないはずがない。

　もしもミリアに想い人がいるのなら、自分の心を殺して、二人の仲を応おう援えんしようと思っていた。自分の手で幸せにすることはできなくとも、ミリアには笑っていて欲しかった。

　だが今は、訊たずねたことを後こう悔かいしている。

　ミリアの心が他の男の元にあると知った途と端たん、胸の中がどす黒い感情で塗ぬり潰されていくのを感じた。

　その男を殺してしまえば、ちらとでも自分のことを見てくれるだろうか、とさえ思った。

　ミリアは、想い人と一緒になれないのであれば、エドワードでもいいようなことを言っていた。ならば自分でもいいのではないか。

　誰かの代わりでもいい。ミリアをこの手に抱きしめられるなら。

　リリエントさえいなければ──。

　軽く目をつぶって感情を抑えようとしたが、上手くいかなかった。
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　卒業パーティの前日、ミリアは王都にある人気の菓子店の個室で、弟のエルリックに会っていた。アルフォンスの手伝いは二日前に終しゅう了りょうしている。

　十日前に、仕事で王都に行くから会いたい、と手紙が来た時には、卒業したら帰るのに、と思っていた。

　しかし今は王太子の婚約者に内定している。すぐにフォーレンに帰るのは無理だろう。

　アルフォンスから話を聞いた翌日、エドワードからローズが犯人だったと聞いた。

　そして卒業パーティでミリアに求婚するつもりでいることも告げられた。

　プロポーズの予告なんてどうかしている。何の色気もない。

　だが、知らない間に親同士で決められた婚約を後から知らされることもあるのだから、それと比べれば、本人から聞けるだけまだましなのかもしれない。

　フィンからはエドワードから婚約の打だ診しんがあったという連れん絡らくは来ていない。エルリックも知らないようだった。

　エドワードは事前にフィンの了りょう承しょうを取りつけるつもりはないのだろう。

　あまりにも誠意のない振る舞いだが、どうせ命じて従わせるのだから、すっ飛ばしたところで大差ないとも言える。

　思い返せば、王妃ハッピーエンドを回かい避ひしたいと足搔あがいたのが悪かったのかもしれない。

　記き憶おくさえ取り戻さなければ、エドワードと淡たん々たんと交流を持ちながらも、こうまで執しゅう着ちゃくされることはなかったのではないだろうか。

　だってミリアは乙おと女めゲームのヒロインとは全然違うのだ。あんな天てん真しん爛らん漫まんな娘ではないし、そもそもエドワードを好きになっていない。

　シナリオを忠実になぞり、きちんとフラグを回収して好感度がマックスになっていても、最終的には友情ノーマルエンドで終えられたかもしれない。

　階段で突き落とされつつも無傷で済み、何事もなく卒業パーティを終える。そんな未来もあったように思う。

　こうしていれば、ああしなければ、と思い当たる節がありすぎて、気分が沈しずんだ。

　結局のところ、今の未来を引き寄せてしまったのは自分なのだ。

「姉さん、どうしたの？　元気ない？　僕の分も食べる？」

「そんなことないよ？」

　落ち込んでいることをエルリックに見破られてしまい、ミリアは明るい声で否定した。

「そういえば、ハロルド領でダイヤモンドの新しいカットが始まったらしいよ」

　ミリアはぎくりとした。もしかしなくても、ブリリアント・カットのことだ。

「それをうちの商会に卸おろしてくれるらしくて、大口の取引になるって父さんが張り切ってた。なんでうちなんだろうね？　姉さん、何か知ってる？　実はハロルドのお嬢じょう様さまと仲がよくて、お願いしたとか？」

「ううん、知らない」

　ミリアは笑って誤ご魔ま化かした。

「ハロルドのお嬢様ってすごい美人だよね。この前見てびっくりしたよ」

「へえ、会ったことあるんだ」

「ちょっと見かけただけ。そうそう、姉さんが階段から落ちた日の昼だよ。僕王都にいたのに、なんで知らせてくれなかったの？　時間がなくて会うことはできないけど、王都に行くって手紙に書いたでしょ？　姉さんが怪我したって知ってたら、用事なんか放り出してすぐ会いに行ったのに。後から聞いて知った僕の気持ちが──」

「リック、あの日ローズ様を見たの!?」

　椅子を蹴け倒たおして立ち上がったミリアに、口を尖とがらせていたエルリックは目を丸くした。

「た、たぶん。馬車にハロルド家の紋もん章しょうがついてたから……」

「どこで!?」

「メイン通りの南側の、帽ぼう子し屋の近く」

「ごめん、私ちょっと大事な用事！」

　ミリアは個室を飛び出した。

「えっ!?　ちょ、ちょっと、姉さんっ！　どうし──」

　後ろからエルリックの声が追いかけてきたが、ぱたりと閉じた扉がそれを遮さえぎった。

　どきどきと鼓動がうるさい。

　もしも……もしもローズ様があの時、学園の外にいたのなら──！

　エドワードはローズの目撃情報があると言っていた。

　だけど、だけどっ！




　ミリアは王宮に馬車を乗りつけたが、エドワードに面会を取りつけることはできなかった。エドワードに伝われば応じてくれると思うのだが、取り次ぎさえしてもらえなかった。

　それが男爵令嬢ミリアと王太子エドワードの本来の立ち位置だった。いくら学園内で親しくとも、一歩外に出れば、顔を合わせることすら容易ではない関係なのだ。

　ミリアはほぞを嚙む。

　他に頼たよれるのはアルフォンスしかいない。

　ミリアは急いでカリアード邸ていへと馬車を走らせた。

　だが、そこでも門もん前ぜん払ばらいを食らった。

　先ぶれも出さない突然の訪問なのだから当然である。ミリアの身分では強引に押し通すことなど不可能だった。

　ここでもアルフォンスがいれば話は通っただろうが、不運なことにアルフォンスはまだ帰宅しておらず、居所も教えてもらえなかった。

　相手がミリアだということも影えい響きょうしていたのだろう。ミリアは特とく徴ちょう的な容姿をしているし、ローズを差し置いてエドワードに取り入っているという悪評は有名だった。

　対応は丁てい寧ねいだったが、厄やっ介かい払いしたがっているのだろうということはミリアにも推察できた。

　言こと伝づてだけはと、ミリアはエルリックから聞いた話を紙に書いて家令に渡した。

　伝えてもらえるのを祈いのるしかなかった。
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　いよいよパーティ当日。

　アルフォンスからは何の連れん絡らくもなかった。ミリアは自分でも調査を進めさせていたが、こちらも何の成果も上がっていない。

　寮りょうからスタイン家別べっ邸ていへと移動したミリアは、昼食後早々に身み支じ度たくを始めていた。

　使用人三人がかりでぎゅうぎゅうにコルセットを締しめ上あげられる。

「これでは入りませんよ」

「太ったかなあ」

　せっかくお風ふ呂ろに入ったのに、コルセットを締めるだけで汗あせだくである。ミリアよりも彼女たちの方が大変なので文句は言わない。太ったミリアが悪い。

　書類仕事のお返しにお菓か子しをもらっていたのがよくなかった。

　食べすぎ注意。運動大事。頭を使っていたからカロリーも消費されているのではと期待していたが、使い切れるわけはなかったのだ。

　ついアルフォンスのことを思おもい浮うかべてしまい、ちくりと胸が痛んだ。

　今日ミリアはエドワードと婚こん約やくする。好きな人と結ばれる未来は来ない。

　もう一度息を思いっきり吐はいて下さい、と使用人に言われ、現実に引ひき戻もどされる。

「あ、無理ですね。まだボタンが留まりません」

「えぇぇっ!?　もう無理。これ以上は絶対無理っ」

　息ができなくなってしまう。

「少しドレスの方を直しましょうか」

「お願いっ！」

　涙なみだ目めで抗こう議ぎすると、なんとか妥だ協きょうしてもらえた。

　シルエットが〜とか、刺し繡しゅうの位置が〜とか小言を言われたが、そんなのどうでもいい。

　婚約発表があるのだから、本当なら気にしなくてはならないのかもしれない。しかし、ミリアの知ったことではなかった。

　卒業パーティだからと、これでも一番豪ごう華かなドレスなのだ。一応高級な素材を使った夜会用のドレスなのだから、エドワードも文句はないだろう。

　逆に、いっそ茶色や黄土色の地味ぃなドレスで行ったらどうかな。そしたらエドワード様は思い直してくれたり……するわけないか。

　ミリアが現実逃とう避ひをしているのをよそに、使用人たちはせっせとミリアを着き飾かざっていくのだった。




　きらきらと光を放つシャンデリア。細かな彫ちょう刻こくの施ほどこされた柱。ぴかぴかに磨みがかれた大理石の床ゆか。色とりどりの鮮あざやかなドレス。複雑に結ゆい上げた髪かみ。首元には宝石のきらめく首くび飾かざり。優ゆう雅がにエスコートするのは、濃こい色のフロックコートたち。

　周りよりもいくぶん地味なドレスを着て、ミリア・スタインは、パーティ開始を前に、すでに壁かべの花を決め込んでいた。

　ここまでは、半年前の冬期休きゅう暇かの前のパーティと同様だ。

　しかし今回は、婚約発表が待ち受けている。胃が痛くなりそうだった。

　ミリアはフロアを見み渡わたし、アルフォンスを探した。背の高いジョセフはすぐに見つかったのだが、アルフォンスは見当たらない。

　リリエントが令れい嬢じょうたちと一いっ緒しょにいたから、アルフォンスも会場内にはいるはずだ。エスコートしてきたに違ちがいないのだから。

　どうせもう間に合わないが、言こと伝づてを受け取ってくれたのかくらいは確かく認にんしたかった。

　しかしアルフォンスの姿を見つけられないまま、エドワードがローズをエスコートして会場に現れる。

　学園のパーティは、その場で最も身分の高い男性とその婚約者、婚約者がいなければ最も身分の高い女性とのペアのダンスで始まる。家格が同じ男性がいれば複数組で踊おどる。

　この三年間はもちろんエドワード・ローレンツとローズ・ハロルドのペアだった。

　だが、エドワードはフロアの中央まで行くと、ローズの手を離はなし、まっすぐにミリアの方へと向かってきた。

　生徒たちがエドワードに道を譲ゆずっていく。

　エドワードは濃い緑色のフロックコートを着ていた。前回と同じ色合いだが、当然別の衣い装しょうだ。これまで同様、大変豪華で、王族の威い厳げんが十分に示されていた。

　金色の刺繡はきっとテレン小国の絹糸を使っている。以前ミリアがチェックした書類はこのためのものだったのかもしれない。

　置いてきぼりにされたローズは困こん惑わくしている様子だった。

　しかし、ある程度は覚かく悟ごしていたのだろう。すぐにきゅっと口を結んで、耐たえ忍しのぶような顔つきになった。

　ホールの喧けん騒そうは止やみ、音楽も止まり、しーんと静まり返っていた。誰だれしもが事の成り行きを固かた唾ずを飲んで見守っている。

「さあ、ミリア嬢じょう、こちらへ」

　エドワードが手を差し出した。

　一いっ瞬しゅんどよめきが起こったが、すぐにもとの静せい寂じゃくに戻る。

　いきなりすぎる。

　ローズとダンスを踊り、パーティが佳か境きょうに入った頃ころに発表するのだと思っていた。

　ミリアは周りに聞こえるよう、大きくため息をついた。全く意に沿わないというように。

　王太子に対して不ふ遜そんもいいところだが、それを気にするエドワードではない。笑え顔がおはぴくりとも動かなかった。断られるわけがないと思っているのだ。

　そしてミリアは断らない。いや、断れない。

　嫌いや々いやながら、ミリアはエドワードの手に自分の手を重ねた。

　満足そうにうなずいたエドワードが軽く手を握にぎり、ホールの中央へとミリアを導く。

　エドワードはミリアの肩かたを抱だき、ローズの正面に立った。

　生徒たちが三人を遠巻きにする。

「宴うたげの前に、みなに言っておきたいことがある」

　エドワードの声がホールに響ひびいた。人を従わせることに慣れた、よく通る声だった。

　一拍ぱくおいて、エドワードは続けた。

「わたしは、ローズ・ハロルドとの婚約を破は棄きする！」

　ミリアは息を飲んだ。周りからは、悲鳴のような驚おどろきの声が上がっていた。

　──ああ、言ってしまった。

　ローズは一瞬目を見開いたが、すぐにすっと表情を落ち着かせた。

「理由をお聞かせ頂いてもよろしいでしょうか」

「ミリア嬢を校舎の階段から突つき落おとした罪だ」

　やっぱり、とミリアは目を閉じた。

「ミリア様はご自分で足を滑すべらせたのではないのですか？」

「お前がミリア嬢のいた階段へと向かう姿を目もく撃げきした証言がある」

「その日、わたくしはその階段には近づいておりません」

「黙だまれ。見苦しいぞ、ローズ・ハロルド」

「いいえ、言わせて頂きます。わたくしはその場におりませんでした」

　最初に婚約破棄を宣言し、証しょう拠こを手に頭ごなしに決めつける王太子。落ち着き払はらって否定する悪役令嬢。よくある悪役令嬢ものの展開そのままだ。

　そしてエドワードは、一いっ喝かつでもってローズの口を封ふうじた。

「くどい！　黙れと言っている！」

　ぐっ、とローズが口をつぐむ。その目が不満だと訴うったえていた。

　それに構わず、エドワードがさらなる宣言をする。

「そして、わたしはミリア・スタインと婚約する」

　ああ、と周囲からため息が漏もれた。

　エドワードがミリアの正面に立ち、その手を取ると、ちゅっと指先にキスを落とした。反対の手をミリアの顔に添そえ、柔やわらかく微ほほ笑えむ。

「ミリア嬢、愛している。生しょう涯がいを懸かけて真実の愛を捧ささげると誓ちかう。わたしと共にこの国の行く末を見守って欲しい。わたしを支えてくれ」

　エドワードは腰こしを折ってミリアに手を差し出した。その顔は変わらず自信に満ちあふれていた。ミリアが手を取ることを確信している。

「想おもい合っている男がいるのなら言ってくれ。そうでないならわたしの手を取るんだ」

　ミリアはエドワードを見つめた。

　相手はこの国の麗うるわしき王太子様だ。結けっ婚こん相手としてこれ以上の贅ぜい沢たくはない。

　ミリアに想い合っている人はいない。アルフォンスが見ているのはミリアではないのだから。

　ミリアはその手を取るしかない。

　王太子からの命令だ。はっきりとそうとは言っていないが、ミリアが拒きょ否ひすれば、改めて命じるだろう。

　と、ばんっと扉とびらが乱暴に開く音がした。

「待って下さい！」

　突とつ然ぜん割って入った声に、みなの視線が一いっ斉せいにホールの入り口へと向かう。
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　そこにいたのはアルフォンスだった。よほど急いで来たのだろう。肩で息をしていた。

　人ひと垣がきがまたさっと割れ、アルフォンスが中央へと進み出る。

　アルフォンスは紺こん色いろのフロックコートを身にまとっていた。銀色の髪がよく映はえる。刺繡も銀色だ。

　まっすぐに背を伸のばし、お手本のような足取りで近づいてくる。

　ミリアはその姿を見るだけでときめいていた。

　この場にいる誰よりも美しい。女性を含ふくめても、アルフォンス以上に美しい人をミリアは知らなかった。

「なんだ？」

「殿でん下か、ミリア嬢を突き落としたのはローズ嬢ではありません」

「何を言う。証言があるのだ。犯人はローズに間ま違ちがいない」

「ローズ嬢にはアリバイがあります」

　エドワードが目を見開き、ローズを見た。

　ローズがエドワードを見み据すえてうなずく。

「……聞こう」

　エドワードがローズに促うながすと、ローズが一歩前に進み出た。

「ミリア様が階段から突き落とされたというのは、昼休みでお間違いございませんね？」

「そうだ」

「わたくしを目撃したという証言をどなたがなさったのかは存じ上げませんが、それは偽いつわりです。なぜならわたくしはその日その時間──学園の外にいたのですから」

「なんだと？」

　エドワードが驚きの声を上げる。

　やっぱり……。リックが見たのはローズ様だったんだ。

「領地経営のことで話があり、父と食事をしておりました。店に確認して下さいませ。帰りがけにご挨あい拶さつした方もいらっしゃいますから、証言して下さると思いますわ」

「すでに証言書は得ています。ローズ嬢がその店にいたことは確かです」

「で、では、誰がやったのだ！」

　エドワードがローズに向かって言った。

「それをわたくしに聞かれても困ります。わたくしは自分ではないことを証明することしかできませんわ」

　正論だった。

「殿下、ローズ嬢の嫌けん疑ぎは晴れました。婚約を破棄する理由はありません」

　エドワードの瞳ひとみが揺ゆれた。

　名門ハロルド侯こう爵しゃく家との婚約を明確な理由なく破棄することはできない。

　ならば婚約破棄は撤てっ回かいされるのかといえば、事はそう簡単ではない。

　学園内とはいえ、このような公おおやけの場で侯爵令嬢に冤えん罪ざいを被かぶせて断罪し、婚約破棄を一方的に宣言したのだ。王族であってもうやむやにすることはできない。

　その上エドワードはミリアに求きゅう婚こんした。このまま婚約を継けい続ぞくすることなんてできようもない。

　ローズは逆に婚約解消を申し出るだろう。

　娘むすめの名めい誉よを汚けがされたハロルド侯爵だって、猛もう抗こう議ぎするに決まっている。

　犯人がローズであろうとなかろうと、どのみち婚約はなくなるのだった。それがエドワードからの一方的な破棄になるか、ローズからの解消の申し出になるかの違いしかない。

　エドワードが婚約破棄を宣言した瞬しゅん間かんに、その未来は決まってしまっていた。

　そしてそれが、悪役令嬢ものの正しいシナリオだ。

　後は、ローズがエドワードの行いを笑い、婚約解消を突きつけるだけ──。

　ローズが赤い紅を乗せた口に笑えみを浮かべ、息を吸った。

　ところが、ローズが言葉を発するよりも前に、エドワードが動いた。

「ローズ、疑いをかけてすまなかった。婚約破棄は撤回する」

　ローズが一瞬固まる。

　エドワードがローズに向かって勢いよく頭を下げたのだ。

　周囲の生徒たちも息を飲んだ。王族が頭を下げるというのはよほどのことだからだ。

「……わかって頂けたのならよろしいですわ」

　ローズは悠ゆう然ぜんと微笑んだ。侯爵令嬢としての貫かん禄ろくがあった。

　エドワードの謝罪を受け入れる、という意思表示に違いなかった。

　もしかして──。

　ミリアは目を瞬またたかせた。

　婚約破棄を、回かい避ひ、できたの……？

　あまりにもあっさりとした結末に、信じられない、という思いと、やり遂とげた、という思いが混ざり合う。

　強こわ張ばった体から力が抜ぬけていった。

　ところが、喜ぶのはまだ早かった。

「──そして、側そく妃ひとすることを前提にミリア嬢と婚約を結ぶ。さあ、ミリア嬢、わたしの手を」

　なんだって!?

　ミリアは仰ぎょう天てんした。

　せっかくエドワード様とローズ様の婚約破棄を回避できたのに、結局王おう妃ひにならないといけないの!?

　上げて落とすなんてあんまりな展開だ。こんなどんでん返しは要いらない。

　それも、エドワードはローズとミリアの二人を娶めとるという。

　しかし、ミリアにはやはり他に選せん択たく肢しはないのだった。それがどんなに嫌いやであっても。

　ミリアはアルフォンスに視線を向けた。

　真っ青な顔でミリアを見ている。

　それはそうだろう。

　アルフォンスだって、これでミリアとエドワードの婚約の話はなくなったと思っていたはずだ。それを盛せい大だいにひっくり返された。側妃とはいえ、結局ミリアはエドワードの隣となりに立つことになる。

　……諦あきらめるしかない。

　ミリアはぎゅっと目をつぶって感情を押し殺すと、意を決して胸の前で握りしめていた手をエドワードへと伸ばした。

　エドワードが嬉うれしそうに微笑む。

　だが、それを地を這はううなり声のような低い声が遮さえぎった。

「エぇ〜ドぉ〜ワぁ〜ドぉ〜？」

　声の主はなんとローズだった。顔を伏ふせ、ゆらりとエドワードのすぐ前に歩み寄る。

　ローズはぱっと顔を上げると、がしっとエドワードの顔の下半分を片手でつかんだ。

「ろ、ろーず……」

　エドワードはひょっとこの顔になり、もごもごとローズの名を呼んだ。

「こちらがしおらしくしていれば……。いい加減にして下さらないかしら？　わたくしにも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おはございますのよ？」

　ローズがぐりぐりと手に力を込こめる。

「わたくしを王妃にと言いながら、婚こん姻いんを結ぶ前から側妃ですって？　寝ね言ごとは寝ねてからおっしゃって下さらないかしら。殿との方がたの嗜たしなみと思って学生のうちはと黙っておりましたけれど、もう卒業ですから文句の一つや二つや三つや四つ、よろしいですわよね!?」

　ミリアを始めとした、その場にいた全員があっけに取られていた。

　いつもの楚そ々そとしていたローズはどこへ行ったのか。姿形がそっくりな別人かと疑いたくなるくらいだ。

「ろ、ローズ、待て待て」

「今度ばかりは許せませんわっ！　わたくしを疑ったことだって！」

「わかればいいと言ったではないか」

「おだまりっ！　わたくしがっ、あなたを支えられるようにとっ、領地経営や民たみの生活を学んでいる間にっ、あなたはっ！」

　なんと、婚約破棄後の生活に生かそうとしているのでは、とミリアが勘かんぐっていたことは、王妃となった時のためにとしていたことだった。

「あ、わ、悪かった！　ああっ、蹴けるなっ！　痛いっ！」

　ローズはエドワードをぽかぽかと殴なぐり、げしげしと蹴りを入れていた。本気で。

　護衛として控ひかえていた騎き士しも茫ぼう然ぜんとしていて止めようとしない。完全に痴ち話わ喧げん嘩かだ。悪役令嬢の前では、王太子も形かた無しだった。

「ミリア嬢、今のうちに退散しましょうか」

　アルフォンスがこそっとささやいて、ミリアに手を差し出した。

「よろしいのでしょうか？」

　ここで逃にげ出だすなんて許されるのだろうか。

「エドと婚約したいですか？」

　ミリアはふるふると首を振ふった。

　アルフォンスの手を取り、全員の視線がエドワードとローズに向いている間に、ミリアはダンスホールを抜け出した。




　アルフォンスは同じ建物にある控ひかえ室しつの一つにミリアを連れていった。

　ぱたりと扉が閉まる。

「さて」

　先導したアルフォンスが手を離し、ミリアに向き直った。

「これでミリア嬢と私は婚約したわけですが──」

「はい!?」

　ミリアは大声を上げた。突然何を言い出すのだこの男は。

「ミリア嬢は私の手を取ったでしょう？」

　アルフォンスは、さも当然だというような顔で言った。

　取った。抜け出そうと言って差し出された手を。ここに来るまで手を引かれていた。

　……いやいやいやいや！

「と、取りましたけど！　それと婚約は関係ないでしょう!?」

「私たちを見ていた生徒もいました。騒さわぎが収まれば噂うわさが立つでしょうね。それとも、やはり今から戻ってエドの手を取りますか？」

　うう、とミリアは眉まゆを下げた。それは嫌だ。

「アルフォンス様には……リリエント様がいらっしゃるではありませんか」

「婚約は破棄しました」

「は？」

　さらっと言われた。

「ミリア嬢を突き落とした本当の犯人はリリエント・ミールでした。すでに父とミール侯爵の間で話がついています」

「えぇ!?」

　驚きょう愕がくするしかない。

「ミリア嬢に言伝を頂き、ローズ嬢を目撃したと証言した令嬢を問とい詰つめたところ、リリエント・ミールに脅きょう迫はくされたと白状しました。ミリア嬢を突き落とすようにとも命じられたそうですが、実行には移せず、リリエント・ミールが実行したそうです。今いま頃ごろ騎士が取り押さえているでしょう。然しかるべき処しょ罰ばつが下されることになります」

「どうしてリリエント様が……？」

「おおかた、ローズ嬢を陥おとしいれるため、といった理由ではないでしょうか」

　アルフォンスは興味がなさそうに見えた。

　気持ちを押し殺しているのだろう。

　本当はリリエントとの婚約を破棄せざるを得なくなって、ショックを受けているはずだ。

　その心中を察して、ミリアの胸がぎゅっと締めつけられた。

「アルフォンス様はリリエント様を愛してらっしゃるのですよね？」

　言葉にすると余計に胸が痛む。

「まさか。あんな傲ごう慢まんなだけの頭の空っぽな女、親の決めた約束さえなければ結婚などしません。婚約解消できて清々しています」

　アルフォンスが吐き捨すてるように言った。本気で嫌そうだった。

「そんな……！」

　ミリアが驚きの声を上げると、アルフォンスが怪け訝げんな顔をした。

「だって、今までリリエント様がたくさん……二人は仲がよさそうで……エメラルドのネックレスだって……それに、この前庭園の東屋ガゼボで……」

　ミリアはうろたえて後ろに下がった。

「ガゼボ……なぜそれを。それには色々と事情が……」

　アルフォンスは片手で目を覆おおったが、すぐにミリアを見据え、離れた距きょ離りを長い足で一気に詰めた。

「リリエント・ミールに愛情を持ったことはありません。ただの一度も。一片ぺんたりとも」

　アルフォンス様はリリエント様のことを好きではない……？

「それで、ミリア嬢は卒業後──具体的には明日から、王宮に勤めることになっています」

「はい!?」

「ミリア嬢に仕事を手伝って頂いて、財務系の書類の精査が十分でないことが発覚しましたので、監かん査さをする部署が新たに設置されました。私は殿下の側近と監査の責任者を兼けん任にんします。ミリア嬢は文官となり、私の部下として働いて頂きます。短期間で新部署を設置するのは苦労しました」

　何を言っているの？

「ああ、登用試験は実績があったので免めん除じょされました。心配はいりません」

　そこは全然心配してない……！

「ちょ、ちょっとまってください」

　ミリアはアルフォンスに手の平を向け、もう片方の手を額に当てる。

　畳たたみかけるように告げられた数々に、いっぱいいっぱいになっていた。

　落ち着け。ちゃんと整理しないと。

　私が文官になる？　しかもアルフォンス様の部下として王宮に入る？　明日から？

　いやいや、その前に──。

　アルフォンス様がリリエント様との婚約を破棄して？

　私がアルフォンス様と婚約する？

　なんでそんなことに。一体何が起こっているの？

　何か。何か言わないと。

「婚約は父さんに聞いてみないと……」

「スタイン男だん爵しゃくの許しは得ました」

「えっ!?」

「ミリア嬢が私を選ぶならいいと。もちろん父の許しも得ています」

「噓うそでしょうっ!?」

「ローズ嬢が店で会ったという人物の証言書を得るのに時間がかかりましたが、その間に承しょう諾だくを得ることができました」

　アルフォンスの余よ裕ゆうたっぷりな表情がそれが事実だと告げていた。

「これでミリア嬢に王宮に入って頂けます」

　アルフォンスが目を細めて口角を上げた。

　突然の笑みにミリアはフリーズする。

　そして次の瞬間、急速に頭が冷えていくのを感じた。

　──ああ、そうか。

　以前アルフォンスに王宮に誘さそわれた時、フォーレンに帰りたいと言ってミリアは断った。仕事を続けるかは結婚相手次し第だいだとも言った。

　アルフォンスは婚約してミリアを王都にいさせ、結婚後も仕事を続けていいと言うつもりなのだ。

　ミリアを王宮に入れるためだけに、新しい部署を作り、婚約までしようとするとは。

　よくもまあここまで大がかりなことをしたものだ。そんなに自分を買ってくれているなんて、ありがたくて涙なみだが出そう。

　そしてこの笑顔だ。自分の計画が上手うまく進んで、よほど嬉しかったのだろう。

　ミリアは再び一歩下がった。

　作り笑顔を浮かべる。

「お断りいたします。婚約も、文官になることも」

　アルフォンスが戸と惑まどった顔をした。

「それはできません。明日には陛下の御み名なで人事が発令されます」

　そこまでやっているのか……。

　ミリアは天てん井じょうを仰あおいだ。

　まあ、相手はアルフォンス・カリアードだ。それくらいのことはしていて当然だった。

「わかりました。文官にはなりましょう。ですが──婚約はお断りいたします」

「なぜ、ですか？」

　なぜだって？

　そんなの決まっている。ミリアがアルフォンスのことが好きだからだ。

　ミリアを王宮で働かせるためだなんて、そんな理由で婚約するなんて絶対に嫌だ。

　伯はく爵しゃく家の嫡ちゃく男なんとの婚約なのだから、当然承諾するものだと思っていたのだろうか。

　それともイケメンだから？

　どちらにしても最悪だ。

「王宮入りは承知いたしました。ですから、私がアルフォンス様と婚約する必要はございませんね？」

　ミリアは作り笑顔のまま言った。

「ミリア嬢には、婚約後も、婚姻を結んだ後も、将来的に伯爵夫人となっても、できるだけ社交界には出なくてもいいようにします。最低限の付き合いはご一緒頂かなくてはなりませんが……。もちろん婚姻後も仕事を続けて下さって構いません。希望されている教育関係でないのは申し訳ないですが、いずれはそちらに携たずさわれるように整えます」

　確かに伯爵夫人は面めん倒どうな役割だと思うが、教育に携わりたいと思ってもいるが、そういう問題ではない。

「カリアード家はスタイン商会を全面的に支し援えんします。貴族との繫つながりができれば、商会はますます大きくなるでしょう。領内の流通も、もちろん商会に一いっ括かつで──」

「そして、カリアード家は、国内に張はり巡めぐらされたスタイン商会の販はん路ろを手に入れる、というわけですね」

「……そうです」

　ミリアの顔からは表情がごっそりと抜け落ちていた。もう笑顔を作る気力もない。

　アルフォンスは貴族なのだから、家のために政略結婚するのは当たり前だ。その教えにのっとり、家の利益にもなると踏ふんでミリアに婚約を持ちかけた。伯爵家の嫡男として正しい判断だった。

　真実の愛は存在しない。わかっている。

　だけど、好きな人にこんなプロポーズをされるなんて、あんまりだ。

「父は、私がアルフォンス様を選んだら、と申し上げたのですよね？　ではお断りいたします。私はアルフォンス様とは婚約いたしません」

　アルフォンスの顔がゆがんだ。

「好きな男が、いるからですか……？」

　ああそうだ。その通り。今その男に、最低な求婚を受けている。

「そうです」

　アルフォンスが泣きそうな顔をした。

　ミリアだって泣きたい。それを表に出さないように必死に取りつくろっているのだ。早くこの話を終わりにしたい。

　ミリアはアルフォンスから顔をそむけた。

　その両りょう腕うでを、アルフォンスにつかまれる。整った顔がぐっと近づいてきた。

「その男の名を教えて頂けませんか」

「嫌です」

　言っても無む駄だだ。

「私の方が優すぐれていることを証明します。誰なのか教えて下さい」

　なんという自信だろうか。

「嫌です」

　強くにらみつけると、アルフォンスは力なく手を離した。

「その男は……ミリア嬢に求婚することはないと言っていましたね。だからエドと一緒になった方が幸せかもしれないと。それなら……私でもよいのではありませんか？　どうして私ではいけないのですか？」

　カッと頭に血が上った。

「エドワード様を一緒にしないで下さいっ！」

　ミリアは叫さけんでいた。

　少なくともエドワードはミリアを想ってくれていた。ミリアを利用しようとしているアルフォンスとは違う。

　ミリアの心はズタズタだ。失しつ恋れんするだけでもつらいのに、どうしてその傷をここまで乱暴にえぐられなければならないのか。

「私の身分はエドに及およぶべくもありません。ですが──」

「違いますっ！」

　なんて無神経なのだろう。

　目に涙が浮かぶ。

　そういうことじゃない。身分なんてどうでもいい。

　ミリアは胸に手を当てて叫んだ。

「エドワード様は私のことを好きだと言ってくれました！」

「私の方が！」

　ばんっと自分の胸を叩たたいた後、アルフォンスはミリアの両手を手で包み込んだ。

「私の方がエドよりも遥はるかにあなたを想っています！　他の誰よりもです！　断言できます！　私に気に入らない所があるのなら言って下さい。直すように努力します。至らない所があれば、埋うめるように努めます。私のことを想っていて下さらなくて構いません。理由は何でも──商会の発展のためでも、贅沢な暮らしをしたいだけでも、私を利用するだけでも。絶対に不自由はさせません。束そく縛ばくもしません。どうか、どうか私にあなたの隣に立つ権利を下さい。他の男ではなくて、この私に」

　ミリアはぽかんと口を開けていた。

　何を言っているのだ、この人は。

　アルフォンスは握ったミリアの手を懇こん願がんするように額につけた。

「卑ひ怯きょうな手を使いました。勝手に王宮内に役職を用意して、ミリア嬢を縛しばりつけようとしました。エドの手を取ったとしても、しばらくは王妃教育や公務の合間に仕事を続けることができます。その間、せめて仕事上だけでも側にいられればと思いました。昨日、リリエント・ミールと婚約破棄できることを知って、急きょ両家の承諾を取りつけました。騒ぎで混乱したミリア嬢が、そのままうなずいて下さればいいとさえ思っていました。軽けい蔑べつされてもおかしくない行こう為いです。ですが──どうしても、どんな手を使ってでも、あなたが欲ほしかった」

　アルフォンスの声は震ふるえていた。

「せめてチャンスを下さい。あなたにこの想いを伝える時間を。私がどれだけあなたを想っているのかをわかって頂きたいのです。今この場で断られても、このまま諦めることは到とう底ていできそうにありません。ミリア嬢のことが好きなのです。どうしようもなく」

「信じられません……」

　だって、そんな、アルフォンス様が私を好きだなんて。

　そんなことがあるわけない。

　アルフォンスルートのフラグは回収していない。

　王太子の側近アルフォンスは、ヒロインミリアを好きにはならない。

　アルフォンスが顔を上げ、ミリアをじっと見つめる。

「信じて頂けるまで何度でも言います。私はミリア嬢のことが好きです。誰よりも」

　真しん剣けんな眼まな差ざしだった。

「私……貴族令嬢らしくありません……」

「もう立派な淑しゅく女じょです」

「伯爵夫人の仕事なんてできません……」

「構いません」

「美人じゃないし、スタイルだってよくありません……」

「私は可か愛わいらしいと思います」

「元平民だし、商人の娘だし……」

「だからこそのミリア嬢です」

　ミリアは一度口を閉じた。

「好きというのは……恋れん愛あい的な意味でですか？」

「もちろんです」

「婚約を承諾させるための噓ではなくて？」

「……そんな男だと思われているのでしょうか」

　アルフォンスが眉を下げた。

「本当に、本当に私のことが、好きなんですか……？」

「はい」

　力強いうなずきが返ってきた。

　その深い緑色の瞳にはミリアが映っていた。

　他の誰でもない、ミリアだけが。

　驚きで止まっていた涙が、ミリアの目からぽろりと落ちた。

　アルフォンスが片手を離し、ミリアの顔に伸ばした。

　それは触ふれる直前で止まり、再びミリアの手を握り直す。

「そんなに私では嫌ですか……？」

　泣きそうな声に、ミリアはうつむいて首を振る。

「私も……です」

「なんです？」

　ミリアは顔を上げてアルフォンスと目を合わせた。

「私も、アルフォンス様が、好きです」

　アルフォンスが目を瞬かせる。

「……今、何と？」

「アルフォンス様のことが好きだと言いました」

「ミリア嬢の想い人というのは……」

「アルフォンス様です」

　アルフォンスの目がさらに大きくなる。

「……本当に？」

「本当に」

　ミリアがうなずくと、アルフォンスはミリアの手をそっと離し、一歩離れた。

　そして、額に片手を当ててうつむく。

「私は夢を見ているのでしょうか」

「では、なかったことにしますか？　それなら私も忘れます」

　指で涙をぬぐったミリアが言う。

「まさか！」

　アルフォンスが顔を上げる。

「たとえ夢でも、なかったことになどできません」

　そう言うと、アルフォンスはミリアの前で片かた膝ひざをつき、手をミリアに差し出した。

　ミリアを見上げる目は期待と不安で揺れていた。

「ミリア嬢、私はあなたを愛しています。生涯を通じてこの想いを伝え続けると誓います。どうか私に、あなたの隣に立つ許しを下さい」

　信じられない、ともう一度ミリアは思った。

　婚約破棄は阻止できた。王妃エンドも回避した。

　そして好きな人と婚約する。

　こんなハッピーエンドが待っているなんて、想像もしていなかった。

　ミリアは震える手を、アルフォンスの手にそっと重ねた。

「きゃっ」

　ぐっとその手を引かれて、立ち上がったアルフォンスの胸に倒たおれ込む。

「幸せすぎてどうにかなりそうです。あなたがこの腕の中にいるなんて」

　アルフォンスの声は感激に震えていた。

　ミリアが背中にそっと手を回すと、抱きしめる腕に力がこもった。

　フロックコート越ごしに大きく速い鼓こ動どうが聞こえてくる。

　ミリアの心臓も早はや鐘がねを打っている。

　アルフォンスが力を緩ゆるめ、ミリアを見つめてきた。

「あなたが好きです」

「私も、アルフォンス様が好きです」

　ミリアがにこりと笑って返すと、アルフォンスはとろけるような笑みを浮かべた。

「っ！」

　心臓が止まるかと思った。

　そして、じわじわと恥はずかしさが込み上げてくる。

　嬉しさのあまりに忘れていたが、アルフォンスはとんでもない美形なのだった。

　見ていられなくなって、ミリアはアルフォンスの胸に顔をうずめた。

「ミリア嬢？」

「なっ、んでもありませんっ」

　どうしよう、どうしよう。

　どきどきが止まらない。

　アルフォンスの顔がまともに見られない。

「顔を上げて下さい」

「無理ですっ」

　無理、無理。今は無理っ。

「そんなに私の顔が嫌きらいですか……？」

「違ちがっ」

　悲しそうな声がして勢いよく顔を上げたミリアは後こう悔かいした。

　アルフォンスが意地悪な顔をしていたからだ。あの日寝ぼけた時のような。

　慌あわてて顔を伏せようとしたところを、頰ほおに手を添えられ阻はばまれる。

「アルっ、アルフォンス様っ」

　ミリアはぱくぱくと口を動かした。

　離して欲しい。今すぐに。

「可愛い」

　さっき以上の極ごく上じょうの笑みと甘い声で言われ、ミリアは窒ちっ息そく死ししそうになった。

　アルフォンスの目元も赤く、その深い緑色の瞳には熱がこもっていた。

　破は壊かい力がすさまじい。

「耳まで真っ赤ですよ」

　耳元でささやかれ、耳の横にちゅっとキスを落とされた。

「ひゃぁっ」

「こんなに可愛い反応をさせているのが自分だと思うと嬉しいです」

　くすくすとアルフォンスが笑った。

　ちょっと豹ひょう変へんしすぎじゃない!?

　あまりの変わりように文句を言いたくて仕方がない。

　しかしミリアはやはり口を開閉することしかできなかった。

「その顔を見せるのは私だけにして下さいね？」

　アルフォンスの手が首の後ろに回った。

　うなじを撫でられて、再びミリアの口から小さな悲鳴が漏れた。

　目を細めたアルフォンスがゆっくりと顔を近づけてくる。

　キスされる……！

　ミリアはぎゅっと目をつぶった。

「んっ」

　軽く触れるだけのキスだったのに、体に甘い痺しびれが走った。

　ミリアがそろりと目を開けると、アルフォンスが微笑んでいた。

　そしてもう一度顔を近づけてくる。

　今度は、ちゅっ、ちゅっ、と角度を変えて何度もキスをされた。

　息いき継つぎを忘れてしまっていたミリアは、アルフォンスが顔を離した時には息も絶え絶えだった。

「ああ、本当に可愛い」

　感かん極きわまったように、アルフォンスがぎゅっと抱きしめてきた。




　しばらくそうしていたアルフォンスは、ミリアが落ち着いたのを見てとると、片手でミリアを抱きしめたまま、何やらごそごそと動き出した。

　すぐに、鎖さ骨こつの間に冷たい感かん触しょくがした。ミリアが顔を上げようとするのを、アルフォンスが軽く押さえる。

「動かないで下さい」

　アルフォンスが離れた後、ミリアの首についていたのは、薔ば薇らをかたどったネックレスだった。

　中央には大おお粒つぶのダイヤモンド。花びらの部分を小さなダイヤがびっしりと埋めている。葉が一枚ついていて、そこには深い緑色のエメラルドが嵌はまっていた。




　乙おと女めゲーム『白薔薇を君へ』。

　卒業パーティでのラストイベントにて、攻こう略りゃくキャラたちはヒロインに白薔薇を一輪差し出して求婚する。

　その花言葉は──。




　私はあなたにふさわしい。







[image: 終章　後日談]

　その日ミリアはお茶会に出席していた。王太子殿でん下かが主催する王宮でのお茶会である。

　ミリア以外の出席者は、王太子、王太子の婚こん約やく者、王太子の近この衛え騎き士し、そして王太子の側近だ。肩かた書がきだけでいえばとんでもない面々なのだが、要はエドワード、ローズ、ジョセフ、アルフォンスである。

　卒業すれば二度と関わらないだろうと思われた彼らと、こうして定期的にお茶会をすることになろうとは、人生とは不思議なものだ。

　王宮の庭園は、毎日庭師がせっせと手入れをしているお陰かげでとても整っている。トピアリーには一分の隙すきもなく、開花を終えてしおれた花弁は一つ残らず摘つまれていた。

「そういや、リリエント嬢じょうの結けっ婚こんが決まったんだって？」

　会話が一段落したところでジョセフが言い、ピンク色のマカロンを口にしようとしていたミリアは、ぴたりと手を止めた。

　卒業パーティでミリアたちが退出した後、アルフォンスが手配していた騎士によって殺人未み遂すいの容疑で捕つかまったリリエントだったが、父親の宰さい相しょうの力でもって罪はもみ消された。ミリアを階段から突つき落おとした犯人は、今も見つかっていないことになっている。

　しかし、表向きは無罪となったとはいえ、誰だれしもが犯人はリリエントだと知っていた。現にアルフォンスとの婚約破は棄きはなされているのである。その醜しゅう聞ぶんからまともな縁えん談だんが見込めるはずもなく、父親も持て余しているという話だった。

「ああ、聞いたぞ」

　そう言ってエドワードが口にしたのは、ある貴族の名前だった。

　のどかな田園風景の広がるささやかな領地を持つ男だん爵しゃく家だ。

　言い換えれば、田舎いなかも田舎、畑と牧場しかないようなド田舎の、領主自ら家か畜ちくの世話をするような、貴族とは名ばかりの貧びん乏ぼうな家である。

　平民出身であればそれでも十分に裕ゆう福ふくなのだが、お金を湯水のように使い、何でもかんでも使用人にやらせていた侯こう爵しゃく令れい嬢じょう様には、耐たえがたい境きょう遇ぐうだろう。

「それはお気の毒に……」

　ミリアは思わず同情してしまった。

「本当にお気の毒ですわ」

　同意したのはローズだ。頰ほおに手を当て、眉まゆを寄せている。

「穏おだやかでいいお方ですのに。素す敵てきな奥おく様さまを亡なくされたばかりで、その次がリリエント様だなんてあんまりですわ」

　そっち!?

「ローズ様って、案外言いますよね」

　あれからローズとは、こんな毒を吐はいてもらえるほどに仲良くなった。育った環かん境きょうは全然違ちがうのに、不思議と馬が合う。色々と疑っていたのが申し訳ない。

「アルフォンス様がお優やさしいのをいいことに、自分勝手な振ふる舞まいばかりで、ご自分が悪役になっていることを自覚していないのですもの。呆あきれるしかありませんでしたわ」

　その言葉に、なんだか聞いたことがあるセリフだ、とミリアは既き視し感かんを覚えた。

「ローズ様、前にも同じようなこと、言ってませんでした？」

「そうでしたかしら。常々思っていましたから、ひょっとしたら口にしてしまったかもしれませんわね」

　小首を傾かしげてローズが言い、ミリアははっとした。

　思い出した！

　ローズが転生者かもしれない、と考えるきっかけとなった呟つぶやきだ。

　あれはこういう意味だったのか……！

　今でも、ひょっとしてローズは転生者なのでは、と思う瞬しゅん間かんもあるが、こんなふうに、やっぱり違うのかも、と思うこともある。

　ローズが転生者なのかどうかは、ミリアにはもうどうでもよくなっていた。

「ミリア嬢」

　隣となりのアルフォンスがミリアの名を呼び、ミリアが持っていたマカロンを優しく取って皿に置くと、両手を手で包み込んだ。じっとミリアの目を見つめる。

「厳げん罰ばつを科すことができずに申し訳ありません。私の力不足です。最低でも廃はい嫡ちゃくの上国外追放にはするつもりでした」

　アルフォンスは眉を寄せて、申し訳なさそうな表情をしていた。

　国外追放って。

「いいえ、そこまでの必要はございません。大怪け我がをしたわけでもありませんから」

　若じゃっ干かん引きながら言うと、アルフォンスは悲しそうな顔をした。最近よくこの顔を見る。

「前々から思っていたのですが……どうして私にはその口調なのですか？」

「え？」

「私にだけ他た人にん行ぎょう儀ぎです」

　確かにミリアは、エドワード、ローズ、ジョセフには割と気安い態度でいた。多少口調が崩くずれていても、結局誰も気にしないからだ。きちんとした話し方はできるようになったが、楽をしてもいいのならそうしたい。

　だが、アルフォンスに対してだけは、令嬢らしい言こと葉ば遣づかいを維い持じしていた。

　アルフォンスがぐっと顔を近づけてくる。

「私には親しくして頂けないのですか？」

　ちょっ。

　切ない声を出され、ミリアは真っ赤になった。

「アルフォンス様が話し方を改めるようにおっしゃったからですが!?　令嬢らしい女性が好きなんだと思って気をつけてるんですけど!!」

　どん、とアルフォンスを突き飛とばしながら、半なかば逆切れのように言う。

　アルフォンスが虚きょを突かれたような顔をした。

「では、私のために？」

「そうです！」

　途と端たん、アルフォンスの顔に笑えみが広がった。両手がミリアの頰に伸のびてくる。

「ああ、ミリア嬢、とても嬉うれしいです。私のことを考えて下さってのことだなんて。ですが、私はどんなミリア嬢も好きですから、気にしなくて構いません。気楽に話しているミリア嬢もたまらなく可愛いらしいです」

「なっ!?」

　とろけるような顔で熱ねつ烈れつな告白をされ、ミリアは絶句した。

　そこへ、あー、と声がかかる。

　はっとして見れば、エドワードが額に指を当てて顔をしかめていた。

「そういうのはわたしのいない所でやってくれないか」

　ぼんっとミリアの顔が爆ばく発はつした。

「それもそうですね。ミリア嬢、行きましょう」

「え!?」

　ふむ、とうなずいたアルフォンスがミリアを立ち上がらせ、手を引いて歩き始めた。

　ちょっ、ちょっと待って。

　行くってどこに!?　何しに行くの!?

　連れ去られていくミリアの背中に、ジョセフがひらひらと手を振る。

　わたしもミリア嬢といちゃいちゃしたい、とエドワードがこぼして、いい加減諦あきらめなさいませ、とローズに顔をつねられていた。




　アルフォンスは王宮内の空き部屋に入ると、即そく座ざにミリアを腕うでの中に閉じ込めた。

「アルフォンス様!?」

　驚おどろいて離はなれようとしたが、絶対に離さないとばかりにきつく抱だきしめられる。

「先ほどの言葉、舞い上がりそうなほど嬉しいです」

　アルフォンスがミリアの耳元に吐と息いきを落とす。

「ですが、どうか私にも気を楽に話して下さい」

　真しん剣けんな顔で見つめられた。

「私はミリア嬢の婚約者です。誰よりも親しくして頂けないと」

　アルフォンスの眉が少し下がる。

　こうなるとミリアは勝てない。好きな人にそんな顔をされて断れるものか。

「わかりました。そうします」

「ありがとうございます」

　アルフォンスは柔やわらかく目を細め、愛いとおしそうにミリアの頰を撫なでた。

「愛しています」

　そして、期待をするように、じっとミリアのことを見た。

　気持ちを言葉にするのは恥はずかしい。だけど、この想おもいを伝えたいとも思う。

「私も、アルフォンス様のこと、あ、あ、愛しています……」

　頰を染めて微ほほ笑えむと、アルフォンスも目元を赤くして笑みを浮うかべた。

　ミリアにしか見せない顔で、ミリアだけを見つめている。

　もう何度も見ているのに全然慣れない。どきどきする。

　アルフォンスが目を伏ふせ、斜ななめに傾かたむけた顔を近づけてきたので、ミリアは目を閉じた。

　二人は互たがいに愛を伝え合うように、深く口づけを交かわすのだった。
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　初めましての方は初めまして。カクヨムでお世話になっている方は書籍では初めまして。藤ふじ浪なみ保たもつです。このたびは『乙おと女めゲームのヒロインは婚こん約やく破は棄きを阻そ止ししたい』をお手に取って頂き、ありがとうございます。楽しんで頂けましたでしょうか？　書くのが楽しくて本文を詰つめ込みすぎた結果、あとがきが一ページになってしまいました（残り四行）。

　漣さざなみミサ先生の素す敵てきなイラストに、担当編集様の愛あるご指し摘てきと褒ほめ言葉の数々に、本書に関わって下さった全ての皆みな様さまのご助力に、感謝いたします。そして何よりも、本作を手にして下さった読者の皆様、本当に本っ当にありがとうございます。読んでもらえるのが何よりの喜びです。またお会いできることを願っています。


藤浪 保






※本書は、二〇二〇年にカクヨムで実じっ施しされた「第５回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト恋れん愛あい部門」で特別賞を受賞した『乙女ゲームのヒロインは婚約破棄を阻止したい』を加筆修正したものです。








電子書籍特典　書き下ろし短編

『ミリアの手作りお菓子』









　ミリアはアルフォンスを前に、何かを言いかけては口を閉じ、閉じては言いかけてを繰り返していた。視線は膝ひざの上の手とアルフォンスの顔の間でさまよっている。

　二人は、学園卒業後ミリアが勤めることになった監査室、その続き部屋の応接室のソファに座っていた。

　毎日午後のお茶の時間、副監察長であるミリアは、監察長であるアルフォンスに業務の報告をしている。今はその報告が終わり、お茶を飲みながらの雑談タイムに入ったところだった。

「ミリア嬢、何か言いたいことがあるようですが……。私が何かしてしまったのでしょうか。もしも気に障さわるようなことがあったのなら、謝罪します。どうか教えて頂けないでしょうか」

　アルフォンスは不安そうな顔をしていた。

「いいえ！」

　ミリアは両手を大きく振って思い切り否定した。

「気に障るようなことなんて全く。アルフォンス様はいつもよくして下さいます」

　アルフォンスは仕事では厳しいが、それは仕事なのだから当たり前だ。プライベートではとても優しく、常にミリアのことを気遣ってくれている。

「ではどうしたのですか？」

「ええと……」

　言いよどんだ後、ミリアは思い切ったように勢いよく立ち上がった。

　アルフォンスの視線がその姿を追いかける。

　ミリアは壁際にあるサイドテーブルに向かい、乗っていた覆い付きの皿を持ってきた。

「笑わないで下さいね」

　ソファに座り直したミリアは、テーブルに置いた皿の覆いを取った。

　金縁の皿の上に並んでいたのは、丸や四角の形をした一口大のチョコレート。アーモンドやドライフルーツが乗ったものなど、合計で八個あった。

「これは？」

　怪訝けげんな声がアルフォンスから聞こえてくる。

「いつも美味しいお菓子をくれるお礼に、私が作りました。ですが、ちょっと失敗しちゃって。あ、見た目は悪くても、味は大丈夫ですよ。溶かして固めただけなので」

「これを、ミリア嬢が……？」

　平坦な声だった。その目はじっと皿に注がれたままだ。

　呆れられた、と思った。

　昨日突然思い立って作った時は、なかなかよくできたと思ったのだが、今見ると思っていた以上に不格好だった。

　それに相手は伯爵令息様なのだ。素人しろうとが作ったものは口にしないのではないか。

　令嬢が料理をするのも駄目な気がする。平民ならともかく。

　かぁぁっとミリアの顔が赤くなった。恥ずかしい。

　喜んでもらえるんじゃないか、なんて一人で盛り上がってしまった自分を殴りたい。

「や、やっぱり迷惑でしたよね。貴族の娘が厨房ちゅうぼうに立つのもよくありませんでした。お店の物もありますから、今持ってきますね」

　ミリアは早口で言って、ぱっと立ち上がった。アルフォンスにくるりと背を向ける。確か貰もらい物のクッキーがまだあったはずだ。

　その手をアルフォンスが捕まえた。

　アルフォンスはミリアを優しく自分の隣に座らせると、取ったミリアの手を両手で包み込んだ。

「とても嬉しいです。私のために作って下さったのでしょう？」

　アルフォンスの口元は緩んでいた。

　よかった。喜んでくれてる。

　ミリアはほっとして息をついた。

　しかし、皿に目を向けたアルフォンスは、チョコレートを取ろうとしない。

　やっぱり食べたくないんだ……。

　ミリアは悲しくなって目を伏せた。仕方ない。アルフォンスは貴族なのだから。平民のようにはいかないのだ。

「無理しなくていいですから。片づけますね」

「いいえ、違います。どれを一番に食べようか吟味ぎんみしていて……」

　ミリアが顔を上げると、アルフォンスは真剣な顔をしていた。眉間にしわを寄せる勢いで悩んでいる。そして諦めたように眉を下げた。

「ミリア嬢が選んで下さいますか？」

「私がですか？　……ええと、じゃあ、これ？」

　ミリアは端っこにある丸いチョコレートを指差した。ナッツなどを入れていない、チョコレートだけを固めたものだ。

「それにします」

　アルフォンスはうなずいて、皿へと手を伸ばした。

　だが、その手を途中でぴたりと止める。

「これはお礼だと、言っていましたね？」

「はい、そうです。アルフォンス様へのお礼です」

「では、食べさせて頂けませんか？　ミリア嬢の手で」

「食べさせ……えっ!?」

　思いもしなかったことを言われて、ミリアが驚きの声を上げる。

「駄目ですか？」

　アルフォンスがわずかに首を傾かしげた。

「だっ、駄目です！　そんな、アルフォンス様に食べさせるなんて！」

　それって、あーん、てことだよね？　あーん、ってことだよね!?

　この超美形に？　無理無理。そんなの無理！

「そうですか。ミリア嬢は嫌なんですね……」

　アルフォンスが視線を落とした。

「いえ、嫌ってわけじゃ！」

「なら、して頂けますよね？」

　言質げんちを得た、とばかりにアルフォンスが嬉しそうな顔をする。

　やられた。

　さすがアルフォンス・カリアードだ。そんなまぶしい笑顔をされたら、やっぱり嫌だなんて言えるはずがない。

「……わかりました」

　ミリアは観念した。

　チョコレートを指でつまみ上げる。

　振り向くと、アルフォンスがじっとミリアを見つめていた。

　うわ、すごいどきどきする……。

　自分が赤面しているのがわかる。手であおぎたいくらい顔が熱い。

　それをアルフォンスが嬉しそうに見ている。

　たかが相手の口の中に放り込むだけのことが、どうしてこんなに恥ずかしいのか。

　それはこれが恋人同士でもなければしない行為だからだと思い至って、「恋人同士」という言葉に、さらに鼓動が高鳴っていく。

　アルフォンスはだだの婚約者ではない。想いの通じ合った恋人なのだ。

　ミリアは落とさないように慎重に、そっとアルフォンスの口にチョコレートを入れた。

　わっ。

　手を引っ込めるときに指がアルフォンスの唇くちびるに当たり、どきっとした。

　なんだか触れた指先が熱くなっていく気がする。

　ミリアはその手をもう一方の手で握り込んで、アルフォンスの反応を待った。

「とても美味しいです」

　食べ終えたアルフォンスは、ふわりと笑った。

　つられてミリアも笑顔になる。好きな人に喜んでもらえるのは嬉しい。

「甘めですね」

「え？　甘さ控えめにしたはずなんですけど……」

　以前アルフォンスは甘い物を好きでも嫌いでもないと言っていたが、何となくカカオ多めの苦いチョコレートの方が好みのような気がして、甘みの少ないチョコレートを選んでみたのだ。もちろん砂糖を追加したりはしていない。

「もう一つ頂いてもよろしいでしょうか？」

「もちろん」

「ではそこの、レーズンがついているチョコレートを」

「少しラム酒が入っていますが大丈夫ですか？」

「ええ」

　アルフォンスは微笑んだ。その手は膝に置いたままだ。

　またやるの？

　上目遣いにアルフォンスを見たが、期待に満ちた視線が返ってくるだけだった。

　ううう……。

　ミリアは、恥ずかしさに打ち震えながら、アルフォンスに再びチョコレートを食べさせた。今度は口には触れずに上手く手を引けた。

　と思ったら、アルフォンスが素早くその手を取って指先に口づけてきた。

「っ！」

「やっぱり、甘いですね」

「そ、そんなわけないです」

　平静を装って皿へと手を伸ばす。もう感情は隠せないほどにだだ漏れだったが。

　その手を、アルフォンスがそっと押さえた。

「ミリア嬢には私が」

「えっ？」

　アルフォンスがミリアとの距離を詰めた。片手がミリアの腰に回る。

　もう一方の手でチョコレートを取る。

　その手がゆっくりと近づいてきて、ミリアは目をぎゅっと閉じた。いつの間にか手はアルフォンスの上着をつかんでいた。

　控えめに開けた唇にチョコレートが押し当てられ、ミリアはおずおずと口の中に入れた。

　アルフォンスが幸せそうに目を細める。

　チョコレートは、ほろ苦いカカオの味がした。全然甘くない。

　ミリアがそう言おうとすると、その唇がアルフォンスの親指で押さえられた。

　そのままアルフォンスが顔を近づけてきて──。

　ちゅっと音を立てて、アルフォンスはすぐに離れた。ふわっとラム酒の香りがした。

「ほら、甘いでしょう？」

　アルフォンスがとろけそうな笑みを浮かべた。

　なっ！

　ミリアは首まで真っ赤になった。

　アルフォンスは、口に触れたミリアの指が甘かったと言っているのだ。

　甘い。確かに甘い。甘さに溺れてしまいそう。アルフォンスの声も笑顔も全部。

「甘いです……」

　ミリアには、顔を両手で覆ってそれだけ言うのが精いっぱいだった。

　アルフォンスがミリアを優しく抱き寄せる。

　頭にキスをし、ささやきを落とした。

「可愛い」

　もうやめて……。

　ミリアが顔を覆ったまま首を横に振ると、アルフォンスはくすくすと楽しそうに笑い、ミリアを抱き締める腕に力を込めた。
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